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　じりじりと、フレデリカは追い詰つめられていた。

「い、いやです。やめて……、やめてください」

　そこはコーゼル城の、フレデリカの寝しん室しつだった。ゆっくりと迫せまり来る相手におののき、部屋の奥へと後ずさりすると、背中が、小ぶりな衣い装しよう簞だん笥すの扉とびらに当たる。

　フレデリカは後ろ手に、衣装簞笥の扉をしっかり押さえた。

「この中には、絶対なにもありません!!」

「噓うそつけ！」

　目をつり上げ、びしっと衣装簞笥を指さしたのは、銀の髪かみと薄うす紫むらさきの瞳ひとみをした魔ま術じゆつ師しイザーク・シュルツ。かつては地じ獄ごくの番犬と呼ばれロートタール監かん獄ごくの番人だった騎き士しも、フレデリカの傍かたわらに仕える仕事にすっかり馴な染じんでいた。

「空っぽの簞笥を、宮きゆう殿でんからわざわざ運ばせるはずねぇだろ。おまえの挙動不ふ審しんの原因は、絶対にその簞笥だ。なにを隠かくしてやがる。今日という今日は、確かく認にんさせてもらう」

　エーデルクライン王国王女であり、王位継けい承しよう者しやであるフレデリカには、二つの大きな秘密がある。最も厄やつ介かいな秘密は、彼女が台所番の少女グレーテルと、体が入れ替かわってしまっていることだ。実際今も、イザークに追い詰められているのは黒髪に黒い瞳の、グレーテルの姿をしたフレデリカだ。本来のフレデリカの体は、天使の休息のように静かに、美しく、可か憐れんに、同じ室内にあるベッドの上に横たわっている。

　そしてフレデリカの抱かかえるもう一つの秘密は、背後に庇かばっている衣装簞笥の中にある。

　これこそ、フレデリカの最大最悪の秘密であると、変な自負がある。

　実はフレデリカは、不気味なものが大好きな悪あく趣しゆ味み王女なのだ。背後にある衣装簞笥の中には、彼女がこの世で最も愛する人形、エーデルクラインの三大不気味民芸品そら豆人形のコレクションが、みっしり詰まっている。

「隠していません。この簞笥は空っぽです」

「じゃあ、なんで空っぽの簞笥を、わざわざコーゼル城に運ばせやがった」

「た、簞笥……、この簞笥は……、落ちこんだときに、この中に入るためです！」

「はぁぁ～？」

　正式な王位継承者としてフレデリカをお披ひ露ろ目めした園遊会から、早二ヶ月。

　コーゼル城からのぞむ山脈の稜りよう線せんはうっすらと雪を被かぶり、庭園の木々も葉を落としていた。あと数日すれば雪がちらつくはずだ。

　園遊会の前、フレデリカはカルステンス侯こう爵しやくの紋もん章しようを使う謎なぞの一味に命を狙ねらわれた。にもかかわらず園遊会が終わったあとは、その連中の動きが止まっている。平へい穏おんな日々だ。

　だがこの平穏さこそ、薄気味悪い。

　目に見えないところで、黒い影かげが蠢うごめいている気がしてならない。

　どことなく感じる危機感は、イザークも同様らしい。彼は毎日コーゼル城のあらゆる場所を点検し、不審なものがないか、賊ぞくの侵しん入にゆうを許す隙すきはないかと確認している。そしてその彼がここ二ヶ月の間、ずっと目をつけていたのはフレデリカの衣装簞笥だ。不審物危険物が隠されていないか、城の隅すみ々ずみまで確認したいイザークは、何度も衣装簞笥の中を見せろと要求した。

　しかしフレデリカは断固拒きよ否ひし───そして、とうとう今朝。イザークに我が慢まんの限界が来たらしい。力ずくで見てやると宣言し、寝室に踏ふみこんできたのだ。

　イザークは腕うで組ぐみし、半眼でフレデリカを見おろす。

「ほぉ～、空っぽなんだな？　じゃ、入れよ。見ててやる」

「なんて残ざん酷こくなんですか!?　こんな小さな簞笥に閉じこめようとするなんて！」

「おまえが自分で、落ちこんだら入ると言ったんじゃねぇか！」

「今はいやです！　落ちこんでませんもの！」

「じゃあ中を見せろ。鍵かぎを開けろ」

「絶対に拒否します！」

　この美しい魔術師に自分の悪趣味を知られたら、恥はずかしさで舌を嚙かみ切りたくなるのは必至。衣装簞笥の中にみっしり詰まったそら豆人形を目にした彼は、どれほど引くだろうか。寝室の外くらいまでは、後ずさりしそうだ。

　断固とした態度でイザークを見つめると、彼は、ふんと小さく鼻を鳴らした。そしていきなり、脅おどかすようにわざと大きな音を立て、両腕を衣装簞笥の扉に突つく。

　縮みあがったフレデリカは、彼の両腕の間に閉じこめられた。

「体に訊きくぞ？」

　フレデリカの耳元に唇くちびるを近づけると、囁ささやく。

　ぎょっとして紫の瞳を見あげると、彼の目が笑っている。

「噓ですよね？　まさかこんなことで、拷ごう問もんなんか……」

「女に拷問するのは趣味じゃない」

「え、じゃあ、男に拷問するのが趣味ですか？」

「そんな趣味あるか！　口を割らせる方法ってのは、苦痛ばかりじゃないってことだ。時間をかけて、教えてやってもいいぞ」

　と、囁く彼の吐と息いきが耳に触ふれる。彼の吐息や、裾すその長い黒の上着からは、爽さわやかなハーブが香かおる。フレデリカの心臓は胸の中で跳とびはね、頰ほおが赤らむ。

「ちょ、ちょ、ちょっと、ちょっと。お待ち下さい！」

「待てないな」

「え～、待てないの～、そうなの～、わぁ～。僕にも見せて見せて～」

　イザークの肩かた越ごしに、天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおがニョッと突き出した。唐とう突とつな出現に仰ぎよう天てんし、フレデリカもイザークも同時にわっと声をあげて横っ飛びに逃にげた。

「あれ、止やめちゃうのシュルツ。口を割らせる地獄の番犬のテクニックを、見せてくれるんじゃないの？」

　薄ら寒い季節に、真夏の光のような晴れ晴れした笑顔を見せるのは、ユリウス・グロスハイム。白い軍服も目に眩まぶしい第一騎士団団長の彼は、阿あ呆ほうで名を轟とどろかせてはいるが、内務大臣グロスハイム公こう爵しやくの嫡ちやく男なんだ。

　フレデリカは驚おどろきのあまり、壁かべに張りついていた。イザークもベッドの柱に寄りかかっていたが、すぐに驚きから醒さめたらしく、恨うらみがましく呻うめく。

「おまえは、いつもいつも、妙みようなときに」

「君が、いつもいつも、妙なことしてるからじゃない？」

「してねぇよ。おまえこそ、騎士団の仕事はどうした。リリエンシルト宮殿へ行っていたんじゃないのか」

「行ったよ。そしたら、みんながお待ちかねのものが、ちょうど手にはいったからね。仕事を全部部下に押しつけて、帰ってきちゃった。これ、報告書」

　左手に丸めていた紙束を持ち上げて、ユリウスはにっこり笑う。

「それはもしかして！」

　紙束を目にしたフレデリカは、ユリウスに駆かけ寄った。

　それは待ち望んでいた報告書だった。

「どうぞ、僕の王女様」

　芝しば居いがかった仕草で腰こしを折るユリウスの手から報告書を受け取ると、すこし気が引き締しまる。

（これを終わらせることがきっと、王様になるための一歩になるわ）

　フレデリカは、王になる決意を固めていた。フレデリカが友人だと思っているグレーテルのため、そして自分自身のためだ。

　しかしながら、ようやく歩み出したいと思ったその道を妨ぼう害がいする者たちがいる。彼らはカルステンス侯爵の紋章を使い、カルステンス侯爵の名の下もとに密ひそかに集結しているのだ。

　彼らは二ヶ月動きを止めているが、その間に正体を摑つかめないかと、フレデリカは考えていた。そしてイザークやユリウス、陸軍大臣ミュラー公爵と相談し、策を練った。

　以前の自分ならば、戸と惑まどって怖こわがって、縮こまっていただけだろう。けれど縮こまっているだけでは、なにも解決しないと身に染しみて知った。だから邪魔する者は自らの手で退けたい。それこそが決意を証明する一歩だ。

　カルステンス侯爵は、ロートタール監獄で獄死したことになっている。しかし獄死した人間が、本物のカルステンス侯爵かどうか分からない。もし生きているとすれば、いったい、どんな姿で何者になっているのか。どこにいるのか。

　雲を摑むような話だった。

　そこで五年前、投とう獄ごくされる以前のカルステンス侯爵の情報を集め、そこから実像を摑めないかと考えた。ユリウスは第一騎き士し団の騎士たちに命じ、投獄前のカルステンス侯爵がどんな人物だったか調べさせていたのだ。

　そしてほぼ一ヶ月半。ようやく上がってきた報告書だ。

　手て渡わたされた報告書をめくって目を通していると、フレデリカの表情は我知らず曇くもった。

　イザークも傍かたわらから覗のぞきこみ、目で文字を追っていた。その彼の顔も険しくなる。

「カルステンス侯爵……。よくわからねぇ男だな」

「そうですね。わたしも、そう思います」

　ユリウスは肩をすくめた。

「僕も目を通したけど、同感だよ。部下が言ってたけど、調査は、わりと簡単だったらしい。投獄されたのが五年前で、記き憶おくに残っている人も多いしね。ただ調べるのは簡単だったけど、実像はぼんやりしてる。そこに書いてあるけど、カルステンス侯爵は、ザイツ侯爵家の傍ぼう流りゆうにあたる家いえ柄がらだったみたいだね。彼の母親が、ザイツ侯爵家にゆかりがある姫ひめ君ぎみだったってさ。明確な新情報としては、それだけだよ」

「わたしのお母様の出身の侯爵家と、遠とお縁えんということですよね？　偶ぐう然ぜんでしょうか」

「そうでしょう？　僕の父だってグロスハイム家に養子に入る前は、ザイツ侯こう爵しやく家の傍流、シュタインナッハ家の次男だったんだから。ザイツ侯爵家は多産の家系で、けっこう縁えん戚せき関係は広い。調べてみると親しん戚せきでしたってのは、よくあるよ」

　言われてみれば、ユリウスの父親のグロスハイム公爵も、母王おう妃ひヘレネと姻いん戚せき関係であり、幼なじみだった。

　イザークはフレデリカの手から報告書を取りあげると、紙面に目を落としつつ口を開く。

「カルステンス侯爵は、十代で家か督とくを継ついでいる。幼い頃ころに顔に火傷やけどを負い、人前に出るときには仮面をつけていたから、誰だれも素す顔がおを見たことがない。彼は五年前、国王陛下に毒を盛った。贈おくり物のワインに仕込んだが、侍じ従じゆうの勘かんが働き露ろ見けん、逮たい捕ほ。暗殺の動機は明かさず、獄死。俺が知っている情報とほぼ同じだ。だが気になるのはここだ。彼は病弱で、ほとんど外出しなかったと書いてある」

　顔をあげ、イザークが問う。

「なのに同時にこの報告書には、ケルナー伯はく爵しやくをはじめ、複数の貴族たちが頻ひん繁ぱんにカルステンス侯爵の居城に出入りしていたとある。病弱で外出しない男が、どこで大勢の貴族と知り合ったんだ？　妙だろう」

「さあね、僕に訊かれても分からない」

「生きているときですら、亡ぼう霊れいみたいに実体が不ふ明めい瞭りようですね。なにか、他ほかに手がかりがあれば」

　そう口にして、フレデリカの目は、報告書の最後に書かれた項こう目もくにとまる。

　カルステンス侯爵の居城であったザッハ城は、侯爵の投獄と共に閉へい鎖さされ、無人となったと書いてある。血の濃こい親族たちは累るいがおよぶのを恐おそれ、国外に亡命したらしい。

「ザッハ城に、なにか手がかりが残っていないでしょうか」

「五年前投獄されたときに、ほとんどの証しよう拠こ品は押おう収しゆうされているとは思うが。まあ……、見落としがないとも、限らないか」

　自分の思いつきにイザークが賛同してくれたので、俄が然ぜんやる気が出る。

「行ってみたいです、ザッハ城へ。手がかりを捜さがしに。今から、だめですか？」

「急だな。もうすこし準備をしてからの方がいいかもしれんが」

　慎しん重ちようなイザークは躊躇ためらう素そ振ぶりだったが、フレデリカはここぞとばかりに言葉を重ねた。

「平気です。お城を調べるのに、たいした準備もいりませんもの」

「しかし、おまえが出歩いたら、血相変えて騒さわぐお方がいるがな」

　なにを思い出したのか、イザークはげんなりと言う。

　イザークが言う騒ぐお方とは、陸軍大臣ローレンツ・ミュラー公爵のことだ。

　天秤のヴアーゲ天使エンゲルの末まつ裔えいであるミュラー公爵は、園遊会以降、天使の血が騒ぐままに、フレデリカに忠誠を誓ちかってしまった。そして何かにつけてはコーゼル城に顔を出し、あれこれと心配してくれる。生前のカルステンス侯爵の実像を調査する相談がまとまったときも、フレデリカは指一本動かすなと言わんばかりだった。

　ただフレデリカは、他の人に全すべてを託たくし、自分だけが城に閉じ籠こもっているのは卑ひ怯きような気がする。しかも自分の身に降りかかる災難は、人から聞かされる方がずっと怖いのだ。自分の目で見て正体を知れば、怖さが目減りするのを実感していた。だから、とてつもない危険を伴ともなうのでなければ、自分で動きたかった。

　しかも好都合なことに、フレデリカの今の日常の姿は、台所番のグレーテルなのだ。王女フレデリカをつけ狙ねらう連中の標的にはならないで済む。

「でも行きたいんです。念のためミュラー公爵へ、わたしたちがザッハ城の調査へ行くと、使いを出して手紙を持たせてください。それで大だい丈じよう夫ぶですよね。無人の城を調べるだけですもの」

「あとでひと文句は言われそうな気はするが、まあ、大丈夫だろう」

　イザークが頷うなずくと、ユリウスがうきうきと面おも白しろそうに言う。

「楽しみだね、幽ゆう霊れい城の冒ぼう険けんだ！」

　話がまとまり、フレデリカは内心ほっとしていた。ユリウスのもたらした報告書で、イザークの意識が、そら豆人形を詰つめ込んだ衣い装しよう簞だん笥すから遠のいてくれたからだ。

（人間、隠かくしたいものは身近に置く。わたしと同じでカルステンス侯爵も、寝しん室しつに何かの痕こん跡せきを残してるかもしれない）

　そんな気がした。







　ザッハ城は、王都からすこし離はなれた西に位置する。こぢんまりした城館だ。

　コーゼル城の半分程度の規模で、高台の上に建っていた。

　王都に近く、管理維い持じが簡単な小ぶりな城というのは、貴族たちが欲しがる城の条件を満たしている。だがカルステンス侯爵が投獄されて五年、放置され続けている。それは国王の暗殺を謀はかった罪人の持ちものだった城を、誰もが嫌きらったからだ。

　雑草と雑木の生おい茂しげる庭園を抜ぬけると、鎖くさりと錠じよう前まえでがんじがらめにされた扉とびらがある。壁かべには蔦つたが這はい、一部外がい壁へきもはげ落ちている。

　イザークが慣れた様子で、食堂らしき掃はき出し窓まどの一部を割り、そこから中へ入った。

　フレデリカとユリウスも続き、三人は埃ほこりっぽくて薄うす暗ぐらい、玄げん関かんホールに出た。

「すごいね。罪人の城か。ぞくぞくするよ」

　ユリウスは好こう奇き心しんに目を輝かがやかせ、ホールにある螺ら旋せん階段をあがっていった。

　フレデリカもそれに続こうとして、ある肖しよう像ぞう画がに目がとまった。

「これがカルステンス侯爵の肖像画ですか？」

　ホールには歴代の侯爵の肖像画があり、最も新しいと思われる肖像画は仮面をつけていた。どの肖像画も胸を張り姿勢良く立っているのに、その仮面の肖像画の青年だけは長なが椅い子すに座り、口元に憂ゆう鬱うつげな微び笑しようをたたえていた。

　肖像画を見あげたフレデリカの隣となりに立ち、イザークも肖像画を見あげる。

「ああ、こいつだ。ロートタール監かん獄ごくでは、仮面はつけていなかったが。体つきと、あの口元。あの笑い方だ。俺が取り調べてたのは、こいつだ」

　イザークは地獄の番犬と呼ばれる、ロートタール監獄の責任者だったのだ。彼はカルステンス侯爵を取り調べるのを目的として騎士に志願したのだから、監獄にいたカルステンス侯爵を良く知っている。幾いく度ども自身で取り調べをしたらしいが、結局カルステンス侯爵は一言も口を開くことはなく、獄死したという。

「本当にこのお方は、亡なくなったのですか？」

「完かん璧ぺきな死体になってたさ。俺が三度も蹴けり飛ばして確かく認にんした。まあ、こいつが本物のカルステンス侯爵だって証拠はないがな」

　忌いま々いましげに言う彼の横顔には、憎にくしみの色がある。

　彼は自分の妹を轢ひき殺したのが、カルステンス侯爵だと考えている。そして、それを確かめたかったのに、結局真相を聞き出せないままなのだ。

（妹さんが死んだ……。でも、本当は、死んでない）

　複雑な思いで、フレデリカはイザークの横顔を見つめ続けた。

　イザークの妹の魂たましいは、イザークの魔ま術じゆつの力によってグレーテルの体に入り、グレーテルとして生きてきたのだ。その事実を、フレデリカは知ってしまった。

（イザークの気持ちは、どうなんだろう）

　彼はグレーテルを妹のようなものだと言った。けれど妹の魂を持つグレーテルは、肉体的にはイザークとは他人だ。そのことを誰よりもよく知っているのは、イザーク自身だ。

　グレーテルはイザークの妹の魂を持っているのに、イザークとは他人の体を手に入れてしまった故ゆえに、彼に恋こい心ごころを抱いだいている。それと同様にイザークも、妹の魂をもった他人のグレーテルに、なにか複雑なものを感じているのではないか。

（もしそうなら、グレーテルは幸せになれるのかもしれない）

　グレーテルが自然と好意を抱くのだから、その逆もまた、あり得るのではないか。そう思うとグレーテルの幸福が予感できるようで嬉うれしくもある反面、胸の奥がつきんと痛んだ。

　視線に気がついたらしく、イザークがフレデリカに顔を向ける。

「なにか言いたげだな」

「イザークは、グレーテルのことをどう思いますか？」

　一いつ瞬しゆん、イザークは奇き妙みような発見をしたような、訝いぶかしげな顔をした。

「唐とう突とつだな。どうした」

「気になったんです、急に。どう思ってますか？　グレーテルのことを。その、好きですか？」

「前にも言ったろう。あいつは妹みたいなもんだ」

「けれどグレーテルの体は、イザークとは他人です。妹とは言い切れません。それに幼なじみだとか、妹のようだとか、あなたとの関係性を訊きいているのではないんです。あなたの気持ちはどうなんですか？」

　さらに食いさがったフレデリカを、イザークは探さぐるような目で見つめた。

「おまえ、なにか隠してるのか？」

　ぎくりとして、言葉に詰まる。

「園遊会のあと、コーゼル城の台所で泣いてたことがあったな。あの日を境に、おまえはグレーテルを捜すのを止やめた」

　コーゼル城の台所に、グレーテルの黒くろ猫ねこを追い詰めた夜。フレデリカはグレーテルの口から、彼女の秘密を明かされたのだ。そしてそれ以来、フレデリカはグレーテルを捜すのを止めた。全て、彼女の自由にさせてあげたかったからだ。それがグレーテルのためにフレデリカができる、唯ゆい一いつのことだと思ったからだ。

「グレーテルと連れん絡らくでも取ってるのか？」

「違ちがいます」

「ならなぜ、グレーテルを捜すのを止めた」

「それは、カルステンス侯こう爵しやくのことをつきとめる方が先だと……」

「そうだとしても、あれだけ気にしていたグレーテルのことを一いつ切さい口にしなくなったのは、不自然だ。なにか、あるんだな？」

　罪人の噓うそを見み抜ぬく地獄の番犬の瞳ひとみが、なにもかも見み透すかしそうで怖こわくなった。視線をそらす。

「勘かんぐりすぎです。なにもありません。ただ、すみません、すこし気になっただけです。本当に隠し事はありませんから。ユリウスも先に行ったので、行きます」

　慌あわててきびすを返し、早足に階段へ向かう。

「おい」

　呼び止められたが、聞こえないふりをして階段をのぼった。

（グレーテル。話がしたい）

　あの告白の夜以降、グレーテルは姿を見せない。けれど彼女に訊いてみたいことが、山のようにある。

　最も確かめたいのは、グレーテルが本当は、どうなりたいのかだ。

　いびつな命を抱かかえながらも、できるならばイザークに愛されたいのか。それとも、拒きよ否ひするのか。もし愛されたいならば、フレデリカはグレーテルのために努力するべきだ。

　グレーテルの心が少しでも慰なぐさめられるならば、王様にもなるし、そしてイザークの愛をグレーテルへと向けさせたい。

　幸せになって欲しいと、心から思う。それは幼い頃ころにそら豆人形をくれた、唯一の初めての友だちへの愛着と、王になる意志を固める手助けをしてくれたことへの、感謝からだ。

　ただ、イザークとグレーテルが結ばれたとしたら、フレデリカは心から祝福しながら、ひっそり胸の奥が痛むだろう。ずっと側そばにいて欲しいと願うほどに、イザークの瞳や声が好きだ。

（ただイザークは、わたしに仕えると誓ちかってくれた）

　女性として愛されることがなくても、魔術師として仕えてくれるのならば、それ以上を望むのは贅ぜい沢たくなのだ、きっと。
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　隠し事をしていますと宣言するような態度で、慌てて階段を上がるフレデリカの背中を目で追いつつ、イザークも足を踏ふみ出した。ゆっくり階段をのぼりながら、考えを巡めぐらす。

（グレーテルの奴やつ、まさかフレデリカを操あやつってやがるのか？）

　ミュラー公こう爵しやくが賊ぞくに襲おそわれたとき、フレデリカとグレーテルは一晩共に過ごしたらしい。その中で二人は様々な話をしただろう。そしてその後、あれほど黒猫を見つけたいとがんばっていたフレデリカが、一切、黒猫捜さがしを止めた。

　グレーテルは知ち恵えの回る小悪魔だ。彼女ならば、フレデリカを言いくるめたり騙だましたりするのは容易だろう。

（なにがしたいんだ、グレーテル）

　獄死したカルステンス侯爵の絵を前にフレデリカは、グレーテルのことを質問した。カルステンス侯爵とイザークを見比べて連想するのは、間ま違ちがいなく彼の妹のことだろう。それなのに彼女は、なぜか唐突にグレーテルの話題を持ち出したのだ。しかも、

『けれどグレーテルの体は、イザークとは他人です。妹とは言い切れません』

　と口にした。単純に言い回しの問題かもしれない。そう思えば聞き流してしまいそうだったが、グレーテルの事実を知るイザークは、ぎょっとした。

（だが、フレデリカがその事実を知る可能性はない。事実を知っているのは、俺とコール夫妻。そして死んだ俺の両親だけだ。……当事者のグレーテルにさえ、知らせていないことだ）

　死んだ人間の魂を、死んだ人間の肉体へ移す。倫りん理りにもとる行こう為いだと、当時七歳のイザークも理解していた。だが妹をこの世から消したくなかった。欠片かけらでもいいから自分と両親の側に残って欲しいと願った。それはコール夫妻も一いつ緒しよで、その双そう方ほうの願いを汲くんでイザークは魔術を行使した。それこそ悪魔の所業かもしれなかった。

　そうやってこの世に留とどまった魂と肉体に、罪はない。罪を犯おかしたのはイザークであり、彼女には罪はないのだから苦しむ必要がない。だからイザークの妹とも、コール家のグレーテルともとれるあやふやな命に、きちんとした決着をつけた。

　彼女はコール家の一人ひとり娘むすめ、グレーテル・コールと決めたのだ。

　イザークの幼なじみで、妹のように可愛かわいがっている近所の女の子。事実を知る者たちは以後、それを事実として振ふる舞まうと誓った。

（グレーテルは知らないはずだ）

　だから彼女は、イザークに恋れん愛あい感情を抱いてしまっている。昔からそのことに気がついていたが、受け入れられなかった。体は他人であっても、やはり彼女の魂は妹だ。

（でも、もし。グレーテルが事実に気がついていたら……）

　そうであれば、残ざん酷こくで苦しい思いをさせていることになる。その可能性を考えると怖かった。怖いものなどほとんどないイザークだったが、そのことだけは、考えると怖い。

（いや、知っているはずはない）

　自分を宥なだめるように言い聞かせ、階段をのぼりきると、扉とびらが開きっぱなしの部屋があった。

　中からはユリウスとフレデリカの、興奮した話し声がする。

「なにか収しゆう穫かくはあったか？」

　部屋を覗のぞくと、寝しん室しつらしかった。埃ほこりっぽいカーテンを開いて明かりを入れ、ユリウスとフレデリカは床ゆかにしゃがみこんでいる。

「イザーク。見てください！　わたしが見つけました！」

　フレデリカが嬉うれしそうに胸を張り、床を指さす。床にはシーツが広げられており、その中にごっそりと、手紙やメモ帳、日記帳等々、文字の書かれた雑多な紙類が山になっていた。

「どうした、それは」

　罪人の所持品は、五年前に本人が投とう獄ごくされるのと同時に、あらかた証しよう拠こ品として押おう収しゆうされているはずだ。イザークもロートタールで、それらの証拠品を徹てつ底てい的に調べた記き憶おくがある。

　それでも、なにかしらの見落としがあるのを期待して来たのだが、これは見落としというレベルの量ではない。

「感心しちゃったよ、僕も。ベッドのマットレスの下にこれが隠かくされているのを、フレデリカが部屋に入るなり見つけたんだ。机やサイドボードの引き出しは空っぽになってたから、期待してなかったのに。驚おどろきだよ」

　ユリウスの賛辞に、フレデリカはさらに自じ慢まんげに小鼻を膨ふくらませる。

「この部屋に入ったときに、わたしならばどこにものを隠せば、教育係や侍じ女じよの目を誤ご魔ま化かせるか、瞬しゆん時じに考えました。万が一マットレスを持ち上げられても気づかれないように、シーツでカムフラージュもしてあったのは、さすがに感心しました」

　発見したことは褒ほめてやりたいが、イザークの目は冷たくなる。

「後ろめたい人間の心理が、手に取るように分かるのはなんでだ？　おまえ」

　フレデリカはざっと青ざめ、目をそらす。

「ううう、後ろめたいことなんて、わたしにはありませんけれど。ただの勘です」

「ほぉ～。まあ、いいさ」

　いつか絶対に、フレデリカの秘密を暴あばいてやると決心しながらも、床に膝ひざをつき、手紙の一つを手に取る。

「どれも私的な書簡のようだが、交友関係の手がかりは摑つかめるかもな」

「さあ、さっそく盗とう賊ぞくごっこだね」

　持参していた麻あさ袋ぶくろの口を開くと、ユリウスはシーツの上のものを鷲わし摑づかみにして、袋の中に放ほうりこみ始める。フレデリカは目を輝かがやかせる。

「山賊ごっこですか！　わたしもします！」

　興奮した様子で両手いっぱいに手紙をすくう。

「山賊じゃなくて、盗賊だよフレデリカ。『野や郎ろうども。ありったけ頂くぜ』ってやつだよ」

「そちらですか！　それじゃわたしは、『へい、親分。合点承知だいっ！』って言うんですね！」

「そうそう」

「きゃあ！　楽しい！」

　紙類を、嬉々として麻袋に放りこむフレデリカの後ろ姿に、

「知ってたけどな……変な趣しゆ味みだな、おまえ」

　イザークは微び妙みように口元を引きつらせながら、ブーツの爪つま先さきにある紙し片へんを取りあげた。カルステンス侯こう爵しやくの署名があるメモ用紙だった。

　目の前にある全すべて、カルステンス侯爵が自ら書いたのだろう。署名のある文章もあれば、ないものもある。二十年ほど前の日付がある召めし使いに残したメモだとか、商人に渡わたそうとしたらしい衣服の注文を書いた紙。断片的な言葉の走り書き。大事な手紙や書類が含ふくまれているように見えない。しかし。
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（なにか……妙みようだ）

　手にしたメモを見おろし眉まゆをひそめる。ここにある全てのものは、男らしい角張った、どちらかというと荒あらっぽい筆ひつ跡せきで書かれている。それに違い和わ感かんを覚える。

　そして、その違和感の正体に気がつく。

「筆跡か……！」

　フレデリカとユリウスが、動きを止めて首を傾かしげる。

「なんだい？　シュルツ」

「筆跡とは、なんのことですか」

　イザークは手にしたメモを二人の前に突つき出す。

「この筆跡だ。ここにあるもの、全部同じ筆跡で書かれている」

「それがなにか？　カルステンス侯爵が書かれたものでしたら、全て同じで当然ですよね」

「ここにある筆跡は、ロートタール監かん獄ごくにいたカルステンス侯爵の筆跡とは、まったく違ちがう」

「でもカルステンス侯爵って、ここに署名があるけれどね」

　ユリウスが、一枚の紙に書かれた署名をひらひら振ってみせる。

「どういうことだ。カルステンス侯爵の自筆の筆跡が、二つ」

　ロートタールで幾いく度ども署名していたカルステンス侯爵の筆跡は、弱々しく、どちらかというと女性的だった。投獄したときに城から押収した書類に書かれていた筆跡も、同じように女性的なものだった。

　目の前にある筆跡とは、明らかに違う。

　そもそも。五年前に押収した証拠品は山のようにあったのに、目の前にあるこれらを見つけられなかったのが、不自然。五年前、あまりに多くの証拠品が、やすやすと見つけられた。そのため調査に入った騎き士したちは、カルステンス侯爵は証拠を隠いん匿とくする時間がなかったと判断したかもしれない。だから床板をはがしたり、ベッドをひっくり返すような、手て荒あらな真似まねはしなかった。

　だが隠されていなかった証拠品は、おそらく、わざと隠されていなかったのだ。

　見つかっても問題のないものは隠さず、そして見つかってはいけないものだけ隠した。そういうことかもしれない。

　その意味するところを察し、イザークは歯を食いしばる。

「カルステンス侯爵を名乗る者が、当時……二人いたということなのか？」

　それを悟さとられないために、一方の筆跡が残る書類だけが隠されたのだ。

「二人いたのですか？」

「まさか、ねぇ」

　フレデリカとユリウスが困こん惑わくしたように呟つぶやく。

（どういうことだ）

　散らばった紙類を見おろし、歯ぎしりしたくなった。

（カルステンス侯爵が二人いた？）

　ロートタールに収監されていた囚しゆう人じんは、顔に傷きず跡あとのある、ほとんど口を開かない男だった。彼ならば投獄される前も、城から一歩も出たがらなかっただろうと想像がつくほどに、暗い顔が皮ひ膚ふに染しみついているような印象だった。

　その彼とは別に、ケルナー伯はく爵しやくたちと密議をかわし、シュバルツノイマン党へも参加した、活動的なカルステンス侯爵がいたのだ。イザークの妹を轢ひき殺した馬車は、ケルナー伯爵の城へと向かった。城から出たがらない男が、ケルナー伯爵を自ら訪ねるとは思えない。ケルナー伯爵も、投獄されたカルステンス侯爵には興味なげで、手紙すらよこさなかった。

（あの馬車の持ち主は、もう一人のカルステンス侯爵ってことか。そしてそいつはまだ、のうのうと生きている。国王陛下の命を狙ねらい、フレデリカの命を狙ってる）

　自分が、もう一人のカルステンス侯爵を見つけそこねていたばかりに、妹の仇かたきをとるどころか、フレデリカすらも危険に見み舞まわれているということだ。魔ま術じゆつ師しの血にかけて、信しん頼らいし守ろうと決めた彼女にまで手を伸のばす敵。その存在があまりにも苦々しい。

　突とつ然ぜん、馬のいななきが響ひびいた。

　はっとして、他ほかの二人と顔を見合わせた。

　自分たちが連れて来た馬が、なにかに驚おどろき動どう揺ようしたのか。もしくは誰だれかがやって来たのか。

　もし後者だとしたら、おそらく、自分たちを追って来た者だろう。カルステンス侯爵の城に侵しん入にゆうしたのを察知され、二ヶ月間沈ちん黙もくしていた輩やからを刺し激げきした可能性はある。

「グロスハイム。フレデリカを部屋の奥へ連れて行け」

　ユリウスは無言で頷うなずくと、フレデリカを促うながして窓から離はなれ、部屋の奥へと下がる。

　反対にイザークは窓へと駆かけ寄り、掃はき出し窓まどを開けてバルコニーへ出た。

　枯かれ葉の吹ふき溜だまりとなったバルコニーから、庭を見おろす。そして、雑草が繁はん茂もする庭に駆け込もうとして、馬を御ぎよしきれず難なん儀ぎしている人物が目に入り驚いた。

「ミュラー公こう爵しやく閣下!?」

　馬上の公爵はこちらを見あげた。天秤のヴアーゲ天使エンゲルの末まつ裔えいであり、フレデリカの事情を承知しながらも忠誠を誓ちかった陸軍大臣、ローレンツ・ミュラー公爵だった。

　彼はイザークの姿を認めると、焦あせったように声を張り上げる。

「シュルツ！　フレデリカ殿でん下かはそこにおいでなのか!?」

　一いつ瞬しゆん、過保護公爵が、フレデリカの外出を知って追いかけてきたのかと思った。

　だが彼の顔色は尋じん常じようではない。まるで亡ぼう霊れいに追い立てられてきたかのような、強こわばった表情だ。その表情のまま、ミュラーは続けて叫さけんだ。

「フレデリカ殿下を、急ぎリリエンシルト宮殿へお連れするんだ、シュルツ！」

「なにかありましたか、閣下！」

　問い返すと、信じられない一言が返ってきた。

「国王陛下が、ハインツ陛下が意識不明だ！」

「……なんだって……？」

　ミュラー公爵の声を聞いたのか、ユリウスとフレデリカがバルコニーに出てきた。フレデリカは蒼そう白はくな顔色で、バルコニーの手すりを強く握にぎると身を乗り出す。

「ミュラー公爵、今なんと仰おつしやいましたか!?」

「殿下！　国王陛下が何者かに襲しゆう撃げきされました！　意識がありません！　至急リリエンシルト宮殿へお戻もどりください！」

「……そんな……」

　フレデリカがよろめくように後ずさりすると、背後にいたユリウスが、その肩かたを抱だいて受け止めた。イザークはすぐに驚きよう愕がくから醒さめ、フレデリカをふり返った。

「しっかりしろ。行くぞ、フレデリカ。倒たおれるなら、後にしろ」

「……わかりました」

　震ふるえる声ながらも、フレデリカは微かすかに返事をした。

（襲おそわれたということは、カルステンス侯爵一味か？　奴やつらがまた動いたのか）

　色をなくしたフレデリカを、ユリウスと共に支えるようにして歩き出した。
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　ザッハ城へ調査に向かうと、ミュラー宛あてに手紙で知らせていたことが幸いした。

　急きゆう遽きよ、王女フレデリカをリリエンシルト宮殿へ呼び戻すことになったとき、ミュラーがいち早くその役目を買って出たのだ。彼は馬車を仕立て、急ぎコーゼル城へと向かった。そこから自分一人、密ひそかに馬を飛ばしてザッハ城へと駆けてきたのだ。

　ミュラーの用意した馬車に本来のフレデリカの体を乗せると、フレデリカはミュラー公爵と、仮面をつけたイザークとともに馬車に乗った。ユリウスは自分の馬で馬車に随ずい行こうした。

（国王陛下が襲われた……。意識不明……）

　本来の自分の体を傍かたわらに支えながら、フレデリカは俯うつむく。

（そんな怖おそろしいことが起こるなんて。どうしよう……。どうしたら……）

　この二ヶ月間、ぱったりと襲撃者の姿がなくなった。そのことを気味悪く感じていたのは、正しかった。カルステンス侯爵の一味は、またもや国王に暗殺を仕し掛かけたのだろう。

「……殿下」

　フレデリカと向き合う位置に、イザークと並んで座っていたミュラーは、俯くフレデリカを労いたわる言葉をかけたそうだった。何度も口を開きかける。しかしその度たびに躊躇ためらい、口を閉じた。

　その気き遣づかいに礼を言うべきなのだが、フレデリカは顔すらあげられない。

　リリエンシルト宮殿へ入ると、馬車は真っ直すぐ王宮へと向かう。ミュラーは窓から外の景色を確かく認にんし、隣となりに座るイザークに振ふり向く。

「シュルツ。わたしはフレデリカ殿下を王宮へお連れしたあとは、すぐに六公爵の合議に出なければならないのだ。今後の対応を協議する。だから、殿下についていてさしあげられない。おまえの魔ま術じゆつで、なんとか殿下を見守ることはできないか」

「そんな便利な術はありませんね。遠方に集まる人間に、集団で悪あく霊りようの幻げん影えいを見せる、なんてことはできますが。今は、フレデリカ一人で切り抜ぬけるしかないでしょう。まあ、気休めの呪まじないくらいはできます」

　そう答えると、イザークは厳しい声で呼んだ。

「フレデリカ」

　顔をあげると、冷静な薄うす紫むらさきの瞳ひとみがこちらを見つめていた。正面に座る彼はゆっくりと、フレデリカの右手を握った。ミュラーが眉まゆ根ねを寄せる。

「シュルツ。気安くお手に触ふれるな」

「じゃあ、閣下がしますか？　もうすぐ王宮です。こいつを元の姿に戻す必要がある」

「そうか。いや、わたしは……畏おそれおおい……」

　照れたように視線をそらすミュラーに呆あきれたような顔をしたものの、イザークは改めてフレデリカを見つめる。

「始めるぞ。馬車が止まる前に元の姿に戻れ。ただし一時間だ。いいな。ミュラー公爵は、六公爵の合議に出席するために、おまえについていられない。俺もグロスハイムも、国王陛下の寝しん室しつに入れる身分じゃない。だから、おまえ一人だ。一時間のリミットを忘れるな」

　イザークが忠誠を誓う行こう為いで一時間。そして、ミュラー公爵が忠誠を誓う行為で一時間。フレデリカは一日二時間だけ、もとの王女の姿に戻れる。だがリミットの一時間を過ぎると、魂たましいはグレーテルの体に引き戻され、王女フレデリカの体は仮死状態となるのだ。

　うっかり時間を忘れてしまえば、大変な騒そう動どうになるのは間ま違ちがいない。

「は、……はい」

　衝しよう撃げきのためにうまく頭が回らず、答えた声はぼんやりしていた。

　イザークは握った手に、さらに力をこめた。

「ぼんやりするな！」

　叱しつ責せきする鋭するどさで言われ、はっとした。ミュラーが、批難がましい視線をイザークに向ける。

　しかしイザークは一いつ顧こだにしない。

「そうだ、しっかりしろ。おまえは王になりたいと言ったな、俺を従える王に。なら、俺を従えられるように振る舞まえ」

　今からどんな状態の父国王を目にするかも、今後なにをしなければならないのかも、分からない。不安ばかりだ。だが、未来の王たる者らしく振る舞わねばならない。

「……やります」

　答えた声はまだ揺ゆれていたが、それでも全力で自分を奮い立たせて頷く。

　握っていたフレデリカの右手を顔の前に持ち上げると、イザークは囁ささやいた。

「俺を従えるのは、おまえのはずだ。信じている、フレデリカ」

　そして優やさしく、手の甲こうに口づける。

　いきなり背後に突つき飛ばされる感覚がして、目の前が暗くなった。すぐに目を開くと、イザークが、ぐったりしたグレーテルの体を支えているのが見えた。

　エーデルクライン王国王女フレデリカの、本来の姿に戻っていた。

「フレデリカ。気休めの呪いだ。持って行け」

　上着の内ポケットから、イザークは石のメダルを取りだし、フレデリカの手に押しつける。それには、魔ま法ほう陣じんに似た模様が彫ほられていた。

　馬車が停止し、王宮から飛び出してきた侍じ従じゆうが、馬車の扉とびらを開く。

「フレデリカ殿下、お待ちしておりました！　お早く、中へ！」

　踏ふみ出す恐きよう怖ふに、反射的にすくみそうになるが、

「行け。信じてる」

　イザークの囁き声が耳に触れる。イザークはグレーテルを抱いたまま、王女に対する礼を失しないように顔を伏ふせている。

　ミュラーは労るように促うながす。

「参りましょう、殿でん下か」

「……はい」

　両手を強く握り合わせ、意を決して立ちあがり馬車を降りた。

（未来の王にふさわしく、振る舞おう）

　今イザークは顔を伏せている。あの美しい魔術師が顔を伏せるにふさわしい人間として、振る舞えればいいのだ。それを感じて、背筋を伸のばす。お披ひ露ろ目めの園遊会以降、こうやって堂々と振る舞うことが以前ほど苦痛ではない。本来の自分らしくないとは思うが、自分の立場であればこうやって振る舞うのが正しくて、こうあるべきだと確信して振る舞えるからだ。

「参ります。案内を」

　落ち着いた声で答えると、侍従は「こちらへ」と促して先に歩き出す。

　背後で馬車の扉が閉まる。

　ふり返って、イザークやミュラーの顔をもう一度見たい衝しよう動どうにかられるが、こらえて前を見つめ続ける。手にあるメダルの存在を確かめるように強く握りしめてから、ドレスのポケットに滑すべり込ませた。

「国王陛下のご容態は？」

　侍従の背中に問いかける。彼は湿しめっぽい声で答えた。

「まだお目覚めになりません」

　王宮の最さい奥おうに位置する国王の寝室に案内された。入室すると、緋ひ色いろの絨じゆう毯たんを敷しきつめた室内中央に、巨きよ大だいな天てん蓋がい付きのベッドが置かれていた。国王の寝室に踏みこんだのは、初めてだった。ベッドは異様なほど大きく、部屋の半分ほども占しめている。

　ベッドの周囲には五人の侍医が立ちつくし、項うな垂だれていた。その周囲には侍従長を筆頭に、従者の少年などもいる。

　枕まくら元もとの床ゆかに座りこんでベッドの中を覗のぞきこんでいるのは、母王おう妃ひヘレネだ。フレデリカは早足に、母王妃に駆かけ寄った。

「お母様」

　母王妃の顔には、絶望の色が濃こかった。

「フレデリカ。国王陛下が……あなたに引き続き、国王陛下まで」

　助けを求めるように手を伸ばした母王妃の両手を握にぎり、彼女の隣に座りこむと、フレデリカはベッドの上の国王へと目を向けた。

　国王の姿を目にした途と端たん、悲鳴をあげそうになった。それをこらえるのに、強くヘレネの手を握ってしまう。

「……陛下……」
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　ベッドに横たわる国王の頭部は、包帯でグルグル巻きにされていた。包帯には血が滲にじんでいる。枕元に置かれた銅製の盥たらいには、治ち療りようの名残なごりである血に染まった包帯が放置されていた。

　国王の右顔面は腫はれ上がり、青黒い。人相が分からない。

　胸の上にかかった薄うすい羽布団が、微かすかに上下している。それだけが国王が生きている証あかしだ。

「どうして……なぜ。こんなことに」

　絶望感と哀かなしみが胸にせりあがって、視界が滲む。ひどい有様に、頭を揺さぶられた時のように目眩めまいがする。

「陛下は教会へ行かれて。聖教会の司祭と会った後、リリエンシルト宮きゆう殿でんへ帰ろうと馬車に乗りこむ直前に、何者かに襲おそわれたと。衛えい士しが数人、殺されて」

　泣き声に近い震ふるえ声で母王妃ヘレネが答え、すがるようにフレデリカに身を寄せた。

「フレデリカ。どうしましょう。陛下が……」

　答えられなかった。フレデリカの頭は真っ白だった。

「でも、あなたも生き返ったのですものね。陛下もきっと、お目覚めになるわね」

　助けを求めるように、涙なみだに濡ぬれた目で母王妃に見つめられる。

（死神を……、死神を呼び出せばなんとかなるの？　いえ、陛下は亡なくなっていないから、意味はない。どうするの？　イザークに相談すればいいの？　魔術師の力で、なにか……）

　混乱しながらも、フレデリカは今一度国王の顔を見る。あまりにも無残で、正視できない。

　目をそらそうとしたとき、わずかに頭の隅すみで声が聞こえた。

『俺を従えるのは、おまえのはずだ』

　魔術師を従える未来の王が、痛ましい父王の姿から目をそらしていいのだろうか。はっとして、そらしかけた視線を無理に引き戻もどす。見れば見るほど、ひどい姿だ。

（ひどい。ひどい……。なぜこんなこと。なぜこんなことができるの。ひどい……）

　哀しさと悔くやしさで涙があふれる。

（なんてひどい）
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　イザークは、空っぽになったグレーテルの体を天使宮に隠かくすため、急ぎ王宮を離はなれた。

　ミュラー公こう爵しやくも六公爵の合議に出席するために、合議の間へと向かった。

「なんだ。結局、フレデリカの近くにいて自由に動けるのは、僕だけじゃない？」

　口を尖とがらせて独り言に不平を漏もらすと、ユリウスは王宮前で馬を下り、馬を馬番に預けた。

　王宮のサロンに入ると、かなりの人数が集まっていた。国王陛下の一大事なのだ。知らせを受け、とるものもとりあえず駆けつけた貴族たちは多いだろう。

　部屋の隅にある長なが椅い子すに空席を見つけ、ユリウスはゆったりと足を組んで座ると頰ほお杖づえをつく。

　緑の瞳ひとみに物もの憂うげな光をたたえて窓の外へ目をやる姿は、貴婦人たちの心臓を鷲わし摑づかみにするほど、洗練された美しさだった。

（シュルツの仮の身分じゃあ、王宮サロンに顔は出せないだろうし。ミュラー公爵は合議の最中だから論外。陛下の寝しん室しつで騒さわぎになったら、僕が乱入するしかないのかな）

　そこでユリウスは、うっすらと笑った。

（僕の王女様は、陛下襲しゆう撃げきのショックで、自分のリミットなんか忘れてしまう、王女もどきのままかな？　それとも、すこしは自覚が芽生えたかな）

　二ヶ月前、彼女は他国の外交使節たちを前に堂々と振ふる舞まった。時折、驚おどろくほど威い厳げんのある態度を見せたりもした。しかし常つね日ひ頃ごろは昔のままの気弱なフレデリカで、とてもユリウスの好みではない。

（でも彼女が本当の王女らしくなったら、すごく、ぞくぞくするだろう）

　悪魔の別名で呼ばれる魔術師が、フレデリカに従属の意思を示している。おそらく彼は無意識に、フレデリカに好意を抱いだいている。そのことが余計に、ユリウスを興奮させる。

　イザーク・シュルツが心を動かされているフレデリカを、自分もまた、王女として認めて心を傾かたむけるようになったら、イザークはどうするだろうか。ユリウスとイザークの間でどんな駆け引きが生じ、葛かつ藤とうが芽生え、互たがいをどんな目で見るのだろうか。

　とてつもなく面めん倒どうになりそうだからこそ、想像するだけで快感を覚えるほどに面おも白しろい。

（まあ、それは、フレデリカが僕が認める王女様になればの話だけど）

　そこで快感を伴ともなう妄もう想そうを打ち切ったのは、近くで囁ささやく会話が耳に入ったからだ。

「国王陛下の外出は、ほとんど知らされていなかったはずだ。わたしも、知らなかった」

「わたしも、陛下が外出先で襲撃されたと聞いたときは、聞き間ま違ちがいかと思いましたわ」

　国王の外出に関しては、第一騎き士し団団長であるユリウスには知らされていた。

　警備責任者であるミュラー公爵からの指示で、ユリウスの信しん頼らいする第一騎士団の騎士三人を今朝選出し、国王の外出の警護役に就つかせたのだ。

　警備の騎士と衛士は、外出直前に選ばれている。

　事前に国王の外出を知り得たのは、ミュラー公爵とユリウス。そして王妃と、六公爵のみだ。

「六公爵様、ね」

　口の中で呟つぶやくと、ユリウスは天てん井じようを仰あおぐ。天井画の天使が、ユリウスを見おろしている。

「けれど本物の天使は、今は、二人だけじゃない？」

　天使の末まつ裔えいの血を本当に受け継ついでいるのは、ミュラー公爵とヘルトリング公爵のみだ。

　ユリウス自身は母親の血を受け継いでいるので、天使の血を持っている。だが彼の父ですら、既すでに天使の血をその身に受け継いでいないのだ。

　ミュラーは、六公爵の中の誰だれかが、カルステンス侯こう爵しやくの紋もん章しようを使う連中の黒幕だと睨にらんでいるらしい。血も絶えかけた六公爵たちなのだから、天使の中から裏切り者が出ても不思議ではないのかも知れない。

　まさか父親のグロスハイムではないだろうから、残る四人の誰かだろう。しかし誰が裏切り者なのかなんて、どうでもいい。

　ただ裏切り者とわかった時には、その人間を殺すだけだ。簡単なことだ。
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　合議の間には、急ぎ招集された六公爵が揃そろっていた。

（こんなことになるとは）

　ミュラーは着席しながら、悔しさを嚙かみしめていた。国王ハインツと王女フレデリカの命を狙ねらう組織が存在することを知っていて、警けい戒かいしていた。それなのにこんなことになった。

（やはり、敵は内部にいる）

　自分以外の五人の公爵を順番に見やる。

　空席の王の座から右に順に、六公爵は着席していた。一番目は、血のブルーノ天使エンゲルの末裔であり、ユリウスの父親である内務大臣、グロスハイム公爵。

　二番目には本のブーフ天使エンゲルの末裔だ。受け継ぐ名の通り、本の隙すき間まから出てきたような妖よう怪かいじみた老人は、法務大臣ヘルトリング公爵。

　三番目。黒くろ髪かみで不ふ機き嫌げんそうな顔の、金のゲルト天使エンゲルの末裔。財務総そう監かんホーネッカー公爵。

　四番目。丸顔で常に困ったように微び笑しようしている、微レツ笑ヒエのルン天使エンゲルの末裔。外務大臣エアハルト公爵。

　五番目は、きっちりと薄うす茶ちやの髪を撫なでつけた、天秤のヴアーゲ天使エンゲルの末裔。陸軍大臣ミュラー公爵、彼自身。

　六番目。月のモンド天使エンゲルの末裔にふさわしい、整った顔立ちで青白い顔をした総務大臣アルトマン公爵。

　六人の天使の末裔たちは、一様に顔を伏ふせて暗い顔をしている。

　国王と王女の身の回りを、ミュラーは最大限に警戒していたつもりだ。警備の人数も増やしたし、警備に当たる人選にも気を遣つかった。多た忙ぼうな国王の行動が外に漏れないように、慎しん重ちように情報は扱あつかった。教会へ行く予定も、ごく一部の人間にしか知らされていなかったはずだ。

　それなのに襲撃された。

　国王の外出を知っていたのは六公爵と、侍じ従じゆう長と第一騎士団から選せん抜ばつされた騎士たちと、ユリウス・グロスハイム。王おう妃ひ。その程度しか思い当たらない。

「さて、こうして黙だまっていても始まらん。事は、皆みなに知らせたとおり。陛下が何者かに襲おそわれ、意識不明の状態だ。この状じよう況きようでどうやって政治を動かしていくかだ。陛下のご意思は仰げない。ならば、意思決定をいかにするのか」

　口火を切ったのは、血の天使の末裔グロスハイム公爵だった。

「陛下が重じゆう篤とくな病でご意思を伺うかがえない、あるいは陛下が外遊等の留守中、早さつ急きゆうに決定すべき事態が起こった場合は、六公爵の合議で決定するのが決まり。過去にも多くの事例がある」

　法務大臣ヘルトリング公爵が答える。彼は本の天使の末裔らしく、古今の法律と伝説と歴史と文学と、ありとあらゆる書物を読み知識を蓄たくわえているのは周知のことだった。

　ヘルトリング公爵の声に応こたえて、財務総監のホーネッカー公爵が頷うなずく。

「それでよかろう。問題ない」

　金の天使の末裔ホーネッカー公爵は財務総監らしく、実務的にさっさと決断したがる。

　それに対して、慌あわてたように声をあげたのは、外務大臣エアハルト公爵だ。

「しかし、外交はどうしたら」

　常に笑っているような微笑の天使の末裔エアハルト公爵だったが、この時ばかりは焦あせりが強いらしく、顔が強こわばっている。

「外交はできませんね。全すべて中止が原則でしょう」

　月の天使の末裔、総務大臣アルトマン公爵が美しい顔で静かに告げる。

　しかしエアハルト公爵は、さらに焦ったように言う。

「中止などできません。オレリアン革命軍政府からエーデルクラインに対して、会談の要求が来ているのです。革命軍と名乗っていますが、一国の支配をなす組織から会談の要求が来ているのを無視できません」

　初耳だった。ミュラーは思わず身を乗り出す。

「それは、本当ですか。いつそのような打だ診しんがありましたか」

「今朝です。陛下が教会へ出向かれたあとに、使者が参りました。使者は返答を要求しております。会談の日取りを早急に決めてくれと」

　呻うめくようなエアハルト公爵に向かって、

「ならず者の国など、待たせればよい」

　啓けい蒙もう思想嫌ぎらいのホーネッカー公爵が吐はき捨てるが、エアハルト公爵は甲かん高だかい声で反論した。

「ホーネッカー公爵は、外交というものを分かっておられない！　待たせることなどできません！　会談の延期を申し込めば、国内がごたついていると足元を見られます。オレリアンとは西の国境が接しています。国内がごたついていると見れば、オレリアン革命軍政府は、なにを仕し掛かけてくるか分かりませんよ。それを回かい避ひするためには、なんらかの形で会談に持ち込まねばならないのです」

　エアハルト公爵の主張は正しい。

（確かに、オレリアン革命軍政府が相手では、こちらの弱みは見せられまい）

　ミュラーも陸軍大臣という職務柄がら、オレリアンの内情には注目していた。

　オレリアンは革命後、革命軍と名乗る組織が統治している。

　だが無政府状態が続いている地域も多い。

　政治も経済も動かしたことのない組織が、革命後すぐに、広い国土を掌しよう握あくしコントロールすることは至難の業わざなのだ。そのために経済が逼ひつ迫ぱくし、民衆の不満は高まっているという。

　革命軍組織の中にも、「革命に加わったのに、ろくな利益が得られない」と、不満を抱いだく者も多いらしい。その不満を宥なだめるべく、土地分配なども行っている。

　だが革命の混乱で農民が逃にげ去り荒あれた土地や、ごろつきのたまり場になった町は多く、分配する土地にすら窮きゆうしている。

　そんな状態の国から会談を申し込まれたとなれば、相手の目もく論ろ見みはだいたい想像がつく。

　最大の目的は、エーデルクラインに援えん助じよを求めることだろう。

　だが、もしこちらが弱みを見せれば、なにを仕掛けてくるか分かったものではない。

　国内に不満を溜ため込む国は、内部が瓦が解かいする前に必ずと言っていいほど、近きん隣りんに牙きばを剝むき、内部の不満を発散させようとする。未成熟な国、あるいは無能な統治者が使う手だ。

「国の代表たる国王陛下は、出席できない。代表なくして外交はなせない」

　しわがれ声で要点をついた発言をしたのは、ヘルトリング公爵。

「誰かを代表として立てるべきです。せめて、オレリアン革命軍政府との会談のみでも」

　懇こん願がんするようなエアハルト公爵の丸顔に、月の天使の青白い美しい顔が向く。

「では、誰か六公爵の一人が代表になっては？　職務上わたしか、もしくは、グロスハイム公爵が適任と思われますが」

　それに応え、ホーネッカー公爵が、断ずるように言う。

「グロスハイム公爵が良いだろう。内務大臣として陛下のご意思は、常つね日ひ頃ごろよく心得ておいでだ。アルトマン公爵は、失礼ながら外交向きではない。陰いん気きすぎるからな」

　遠えん慮りよない言葉にアルトマン公爵は苦笑し、グロスハイム公爵は眉まゆをひそめる。

「いや。わたしが陛下の代理など、おこがましい。アルトマン公爵に」

「わたしは、向いていないそうなのでね。陰気で」

　アルトマン公爵が皮肉っぽく笑うので、ホーネッカー公爵は「事実を言ったまでだ」と、言い訳がましく呟つぶやく。それを助けるように、エアハルト公爵がすがるような目で言う。

「ホーネッカー公爵のお言葉は確かに失礼ですが、わたしは外務大臣として、ともに外交に携たずさわるのであればグロスハイム公爵が適任かと思います」

「しかし」

　戸と惑まどうグロスハイム公爵に、ヘルトリング公爵のしわがれ声が静かに告げる。

「お受けなさい、グロスハイム公爵。六人の中では、適任だ」

　グロスハイム公爵は深いため息をつくと、明るい金きん髪ぱつに軽く手を当てた。そして致いたし方ないというように、口を開く。

「皆みな様さまの意見がそうであれば、仕方ない。わたしが引き受けましょうか。とりあえずは、陛下がお目覚めになるまで……」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、反射的にミュラーは机を叩たたいた。

「反対いたします！」

　視線がミュラーに集中するなか、声を張った。

「国の代表として六公爵が出るのは筋すじ違ちがい！　我々は王国を支える者であり、王国そのものの代表とはなり得ない立場です！」

　六公爵は六人の天使の末まつ裔えいだ。彼らは王国を支えるために存在するのであり、間違っても、王国の代表として表に出るべきではない。それは強固な信念として、ミュラーの中にある。

「しかし、それでは誰だれが会談に？」

　困ったように問うグロスハイム公爵を、ミュラーは真っ直すぐ睨にらむ。

「皆様方は、お忘れですか。正式に対外的に、王位継けい承しよう者しやとしてお披ひ露ろ目めされたフレデリカ殿でん下かのことを。殿下こそ、国王陛下の名代となるべき立場のお方でしょう」

　ざわめきが起こった。半分は、フレデリカの存在をすっかり忘れていたことへの単純な驚おどろき。あと半分は、フレデリカには国王の名代は務まらないだろうという、不満の声だ。

　ミュラーは歯ぎしりしたくなった。

（誰一人、フレデリカ殿下を、国王陛下の代理にする気はなかったということか）

　案の定、月のような青白い綺き麗れいな顔で、アルトマン公爵が言う。

「あのフレデリカ殿下には、務まらないでしょう」

　ホーネッカー公爵も、難しい顔をする。

「筋は通っているが、たおやかな殿下を、ならず者どもの会談へ出席させるのは忍しのびない」

「殿下に無理をさせるのは、わたしとて本意ではありません！　ですが、殿下は王位継承者なのです」

　ミュラーの言葉に、ヘルトリング公爵が皺の深い口元に苦く笑しようを浮うかべる。

「王位継承者だとしても、務まりますかな？　と、月の天使は問いましたぞ。天秤の天使」

「そうだな。殿下には、荷が重そうだ」

　グロスハイム公爵も呻く。エアハルト公爵は項うな垂だれた。

「あのお可愛かわいらしい殿下を、苦しめたくはないですね」

　机の上で拳こぶしを握にぎり、ミュラーは歯がみする。

（なんなのだ、これは。フレデリカ殿下は王位継承者でありながら、誰も、それを認めていないかのようだ！）

　カチャリと、合議の間の扉とびらが開いた。突とつ然ぜんのことで、皆の視線が扉に向かう。何かに押されたように扉は、すうっとわずかに開き止まった。そして動かない。

　開いた隙すき間まは、猫ねこ一いつ匹ぴきが通れる程度の細い隙間だった。
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　自分が泣いては、母王おう妃ひを余計に哀かなしませる。眦まなじりからこぼれそうになる涙なみだを、フレデリカはぬぐう。そして、ようやく国王の姿から目をそらしたとき、寝しん室しつの扉が開く音がした。

　皆みなの視線が扉に向かう。扉はゆっくりと開いたものの、そこには誰の姿もない。開いた隙間も、猫が一匹通れる程度の細さ。

　その現象に不ふ審しんを感じる前に、フレデリカの目に、扉の隙間を通り抜ぬけてきた黒猫の姿が飛びこんだ。

（グレーテル！）

　なぜ彼女が、ここにいるのだろうか。

　だがこの時この場所にいることには、意味があるはずだった。それを証明するように、黒猫はフレデリカと目が合うと、誘さそうように尻尾しつぽを揺ゆらし、再びするりと扉の外へ出る。

「お母様。わたし……、外の空気を吸って参ります」

　握っていたヘレネの手を優やさしく放し、フレデリカは立ちあがった。小こ姓しようが供につこうとしてくれるが、「王宮からは出ませんし、一人になりたいので」と押しとどめ、廊ろう下かへ出る。

　扉の外に、黒猫はちんまり座って待っていた。

「グレーテル」

　呼んだが、微笑ほほえむことはできなかった。会いたいと願っていた友だちだったが、父国王の姿が目の前にちらつき、嬉うれしいのに喜べない。

　フレデリカが後ろ手に扉を閉めた瞬間、黒猫は前置きなく口を開く。

「あなた、王位継承者で、王になると言ったわよね？」

「え？　ええ。言ったけれど。グレーテル、どうしてここに？　今、陛下が……」

「その言葉が本心なら、すぐに、六公こう爵しやくの集つどう合議の間へ行きなさい」

　フレデリカの言葉を遮さえぎるように、黒猫が命じた。

「なに？　どういうこと、グレーテル」

「今、合議の間で六公爵が、国王陛下が意識を取り戻もどすまでの間、誰を国王代理にするかを協議しているわ。今のままでは、グロスハイム公爵かアルトマン公爵が、国王代理として外交をはじめる」

「そうなの……、それが……」

　それがどうしたというのだろうか、と、問いかけた瞬間。フレデリカは胸に違い和わ感かんを覚え、眉をひそめた。

　国の代表──国王の代わりとして立つべきなのは、次の王位継承者ではないだろうか。それは自分ではないのか。それに気がつく。

「六公爵は、ミュラー公爵を除いて他ほかの全員が、あなたには国王代理は務まらないと思ってる」

　当然かもしれない。フレデリカは天使宮で大切に育てられ、先さき頃ごろやっと、正式な王位継承者としてお披露目されたばかり。いきなり国王代理など、荷が重いと思われても仕方ない。

「でも……、それでは、わたしは……」

　王位継承者とは名ばかりの、お飾かざりだ。そして今がお飾り扱あつかいであるならば、王位継承したとしても、お飾りにしかなれないだろう。

　黒猫の瞳ひとみが、責めるようにフレデリカを見あげていた。

（お飾りの王様なんて、グレーテルは望んでない）

　グレーテルが、無言でフレデリカを試ためしているのだと感じた。

　肩かた越ごしに背後の扉を見る。扉の向こうには、重傷で意識のない父国王がいる。泣いている母王妃がいる。この時に自分は、なにをするべきなのか。

　美しい魔ま術じゆつ師しを従える王になるためには、今、自分が国王代理として立つべきなのだ。

（でも、今のわたしが？）

　国王になりたいと決意したばかりだ。そんな自分に、国王の代理という大役が務まるだろうか。意地になって代理になったとしても、役目を果たせなかったら、あるいは間違った決断ばかりしたら、国は大混乱だ。

　自分が責任を負い、自分の意思が国の決定になることが、とてつもなく怖こわい。

　及および腰ごしになり、グレーテルの目をちらっと見る。こんな時に限って彼女はなにも言わずに、ただ金色の瞳でフレデリカを見つめている。

（グレーテルが望んでいる。わたしも、お飾りなんていや）

　ポケットの中にある石のメダルを探さぐり、強く握った。

「わたし……行くわ」
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　フレデリカを一人で行かせたものの、イザークは気が気でなかった。

　ユリウスは王宮サロンで待機しているが、離はなれていることに変わりない。なにかが起こった時、気がついてやることができないだろう。

　イザークは、仮死状態になったグレーテルの体を天使宮に運ぶと急いでとって返し、再び王宮へ向かった。そして王宮の背後に広がる庭園の四阿あずまやの一つに座ると、小さな石のメダルを右手に握り、精神統一をした。

　そのメダルは対ついになっており、もう一枚は、馬車の中でフレデリカに渡わたした。

　石のメダルには対になる魔ま法ほう陣じんが彫ほられていて、一方のメダルを持つものが見聞きしたことを、もう一方のメダルを持つ魔術師が見聞きできる。精神統一が必要だが、魔法陣の力を借りるために、さほど魔術師の体に負担はかからない。

　これで異変を感じ取れるはずだが、その異変が起こったとき、即そく座ざに対応できるものではない。だからフレデリカにも言ったように、これは気休めだ。

　フレデリカの目を通して、国王の様子が見えた。その無残な姿に、イザークも少なからず驚おどろいた。フレデリカの嘆なげきを感じ、眉まゆをひそめる。これから彼女はどうなるのだろうかと思った時に、フレデリカの視線の先で扉が開く。そして彼女は慌あわてて廊下に出て、「グレーテル」と、呼んだ。

「グレーテル？」

　驚きに、集中が切れた。

（グレーテルだと？）

　フレデリカはグレーテルの出現に驚いた様子もなく、彼女に呼びかけていた。その落ち着いた様子で、フレデリカがグレーテルと連れん絡らくを取りあっていたのは確実に思えた。

（やっぱり、こそこそなにかやってたんじゃねぇか、フレデリカの奴やつ）

　イザークは背後の王宮へとふり返り、拳を握る。

「しかし……なんでこんな時、こんな場所にいやがるんだ。グレーテル」

　彼女は、なにかを知っているのか。あるいは、しでかしたのか。

　どちらにせよ、捕つかまえて問い質たださなければならない。見えない黒猫がいるはずの方向を睨にらみ、立ちあがる。

「今度こそ、逃にがさねぇ。グレーテル」
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　扉とびらから背を離し、フレデリカは歩み出した。歩みながら、頭はめまぐるしく動く。

（時間は、まだ三十分程度は残っているはず。でも、悠ゆう長ちように話し合いをする時間は無い）

　王宮に踏ふみこむ前に、イザークが念押しした事を思い出す。時間は常に意識しておく必要があるのだ。歩みは徐じよ々じよに速まり、廊下奥にある合議の間の扉の前に着く。

　扉が細く開いており、中から話し声が聞こえる。

（時間はかけられない。だから、話し合いの余地がないほどに、強きよう硬こうに出る必要がある）

　ノックもなく、声をかけることもなく、フレデリカはいきなり大きく扉を開いた。

　扉を開くと驚きの声があがり、六人の公爵たちの視線が集まった。

　薄うす暗ぐらい部屋の中に、国の中ちゆう枢すうに座る六人の公爵がいる。それぞれに経験があり、威い厳げんがある。彼らの視線をまともに受け止め、フレデリカは気き後おくれしそうになる。

　だが背後から微かすかに猫の鳴き声がした。それに背を押されるように、フレデリカは顎あごを引く。

「六公爵の皆みな様さま方。お話し合いの最中に、失礼いたします」

　告げると入室し、空席になっている王の座を目指した。

「殿でん下か。なぜ、こちらに」

　ミュラーが戸と惑まどったように問うが、フレデリカは緊きん張ちようのため口がからからに渇かわいていて、咄とつ嗟さに言葉を返せない。それでも王の座まで辿たどり着き、椅い子すの背もたれに触ふれる。

（落ち着いて）

　ゆっくりと二度深呼吸して顔をあげる。

「国王陛下のご様子を確かく認にんしましたので、今度は、公爵様たちのお話し合いの内容が気になって、こちらに参りました。わたしは仮にも、王位継けい承しよう者しやなので」

　最後の一言にミュラーは微び笑しようし、他の五人の公爵は意外な言葉を聞いたかのように、顔を見合わせた。

「なんのお話し合いをされているのか、伺うかがえますか？」

　その声は威い圧あつ的でもなく、また怯おびえてもいない。淡たん々たんと聞こえただろう。父国王の無残な姿を見たために生じた動どう揺ようと、六公爵全員の視線を一身に受けることの緊張、その二つを抑おさえこんだ結果だった。

　しかしその静かな態度が功を奏したのか、グロスハイム公こう爵しやくが口を開く。

「国王陛下がお目覚めになるまで、国の意思決定は、六公爵の合議で決することとなりました」

「妥だ当とうですね」

「しかし問題があります。今朝、オレリアン革命軍政府から、エーデルクライン国王へ会談の申し込みがありました。現状で会談を拒きよ否ひすれば、国内が動揺しているととられ、先方がなにを考えるか分かったものではございません。ですからここは、国王代理が国の代表として対応し、国内が盤ばん石じやくであると相手方に示すべきです。国の代表者として、オレリアン革命軍政府と会談する者が必要です。現状では、内務大臣のわたしが代表として出向くのが……」

「いいえ、グロスハイム公爵。わたしが、国王陛下の代理になります」

　グロスハイム公爵の言葉を遮さえぎった。公爵は、困ったように眉まゆ尻じりを下げる。

「しかし殿下。殿下には荷が重いかと」

「荷が重いならば、誰だれかに押しつけてもいいんですか？」

　そう訊きいた声は、すこし涙なみだ声ごえになった。感情の昂たかぶりを抑えられなかった。

　父国王が意識不明で無残な姿で横たわり、フレデリカは不安でどうしようもないのに、責任ある立場になろうとしているのだ。本当はわっと泣き出して、怖いよ、哀かなしいよ、悔くやしいよと言いながら、ベッドの中で丸まっていたい。けれどここで大人たちを相手に、フレデリカは虚きよ勢せいを張らなければならないのだ。声が震ふるえる。

「そんなふうにできれば、きっと楽です、わたし。王様は荷が重いから、別の人、頼たのみますと」

　けれどフレデリカは決心してしまったのだ。荷が重かろうと、なんだろうと、決めてしまったのだから放ほうり出せない。自分の唯ゆい一いつの望みなのだ。だから、楽な道ではないからと、すぐに逃げ出すのではあまりにも情けない。

　震える声を抑え、六公爵を見回す。

「そんなに安易なものですか？　そうではないと思います。わたしは王位継承者として告知され、自分も、次期国王になろうと思っています。荷が重いからと言って、今この時、国王陛下の代理になることを誰かに押しつけられません。国王陛下が動けないときは、その代理を務めるのは、王位継承者の務めではないのですか？　わたしの力や知ち恵えがおよばなければ、皆様のお知恵を借ります。力を借ります。ですからわたしが、国王陛下の代理として立ちます」

　大それた宣言だと、心の隅すみで臆おく病びような自分がおののく。

「殿下、それは」

　我が儘ままな子供に諭さとすように、グロスハイム公爵が口を開きかける。しかしフレデリカは、涙目で、きっとそちらを見やった。くどくど議論していては、フレデリカの時間がなくなる。

「誰か、反対できる者がいるのでしょうか？」

　だめ押しの一言を告げた。

　沈ちん黙もくが落ちた。六公爵はミュラーを除く全員が、このフレデリカの宣言をどう判断するべきか迷っているようだった。

　しかし。フレデリカは対外的に、正式な王位継承者としてお披ひ露ろ目めされたのだ。その彼女自身が王の代理として立つ意思を示せば、それを拒きよ絶ぜつする権利は六公爵だとしてもない。

　拒絶できるのはただ一人、国王のみだ。

「そのお覚かく悟ごであれば、殿下が国王代理としてお立ち召めされるが、妥当」

　暫しばらくして、ヘルトリング公爵の声が断言した。最年長の公爵の声に、全員が戸惑ったようではあるが、ゆっくりと頷うなずいた。
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（とりあえず、やったわね。あの子）

　六公爵たちが頷いたのを確認すると、グレーテルは合議の間を抜ぬけ出した。

　黒くろ猫ねこの姿は誰の目にも映らないのだから、さほど用心は必要ない。だが気配や音は消せないので、そこだけ気をつけて行動する。

（まさか、国王陛下が襲しゆう撃げきされるなんてね）

　気の向くまま、毎日ふらふらとしているグレーテルだったが、実はリリエンシルト宮きゆう殿でんに忍しのび込んでいることが多い。理由は、盗ぬすみ食いする食事がうまいのと、あとはフレデリカを付け狙ねらう連中の情報がすこしでも得られないかと思っていたからだ。

　しかし彼らはよほど用心深いのか、宮殿内では、なにも察知できないでいた。

（あの堅かた物ぶつ陸軍大臣が目を光らせているのに、それをすり抜けることができるなんて。黒幕は、とてつもなく国王と近い場所にいる誰かね）

　ケルナー伯はく爵しやくに脅おどされ、グレーテルは一時、本当に国王暗殺をするしかないと思っていた。

　だがフレデリカが巻きこまれたおかげで、グレーテルはケルナーの脅しから逃のがれられた。そのことに、グレーテルは心底ほっとしたのだ。

　国の形を変えたいと思いながらも、国王暗殺が賢かしこい変革の方法ではないと知っている。

（けれど暗殺なんて馬ば鹿かなことを、考え続けている奴やつがいる）

　フレデリカがもう少し王様らしくなれば、国王ハインツが身み罷まかっても問題ないだろう。だが今のフレデリカが国王になるのは早すぎる。彼女はまだ、グレーテルが求める王らしくはない。

（ハインツ国王陛下が、目覚めればいいけれど）

　そんなことを思いながら、王宮のサロンを抜ける。

　二ヶ月前、サーベルで斬きりつけてきた狂きよう犬けん貴公子が、長なが椅い子すに座り頰ほお杖づえをついていた。グレーテルはさらに足音を殺して歩きながら、彼に向かって舌を出す。

　大理石の床ゆかを歩き、掃はき出し窓まどから外へ出た。その瞬しゆん間かんだった。

　全身が痺しびれるような衝しよう撃げきが走った。

「ぎゃっ！」

　全身の毛が逆立ち、震えた。尻尾しつぽがぴくぴく痙けい攣れんし、頭がくらっとした。

　足元に薄うすく撒まかれた、白い粉に気がつく。その粉は窓という窓の下に、薄く目立たないように撒かれている。白い粉の上には、猫の足あし跡あとがくっきり浮うかんでいる。

（しまった、これは！　魔ま術じゆつ師しが使う雲うん母もの粉!?）

　鋭するどい痛みが走る頭の隅で、自分のうかつさを後こう悔かいしたが遅おそい。

　ブーツが砂じや利りを踏ふむ足音が、近づいてくる。

「手て荒あらなことをして悪かったが、おまえが素す直なおじゃねぇからだ。グレーテル」

　愛いとしいくせに、聞きたくもない声が降ってきた。イザークは白い粉の痕こん跡せきを頼たよりに手て探さぐりして、見えるはずのないグレーテルの毛皮に触れる。そして痺れた体が抱だき上げられる。

（イザーク）

　目玉だけを動かして彼の顔を認め、グレーテルの小さな心臓は嬉うれしそうに震える。

（相変わらずね。優やさしいくせに、やり方が外げ道どうだわ）

　意識が遠のいた。
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　天使宮の自室の居間で、フレデリカは長椅子に寄りかかって座った。その姿は、黒くろ髪かみと黒い瞳ひとみの台所番の少女に戻もどっている。

「なんとか、間に合いましたね。殿でん下か。ヒヤヒヤしましたが」

「はい。ありがとうございます、ミュラー公爵。本当に、かろうじて、でした」

　傍かたわらに立つミュラー公爵の顔にも、安あん堵どの色が濃こい。

「閣下ってば、心配性しようですよね。宮殿の中なら、多少なにかあっても大だい丈じよう夫ぶですよ。我らが魔術師もいますしね。彼、簡単な記き憶おくの改ざんならできるんですよ」

　気楽に答えたのは、茶器を運んできたユリウスだった。

　六公爵の合議の間で、フレデリカが国王代理として立つと宣言した直後、当然ながら今後、どのように外交をすすめるか話し合いをするべきだった。

　しかしフレデリカが王女でいられるリミットは、刻々と迫せまっていた。そこでフレデリカは、

「目眩めまいがするので、天使宮へ下がります。オレリアン革命軍政府からの申し入れの書状は、後ほど天使宮へ持って来てください。それを読んでから、対応を検討いたします」

　と告げ、合議の間を後にしたのだ。

　父国王の無残な姿を目まの当たりにし、それでも国王代理として立つと、六公爵を相手に宣言した可か憐れんな十六歳の王女。緊きん張ちようと疲ひ労ろうと衝撃で倒たおれないだけ立派だと、六公爵も同情したらしい。フレデリカの行動は怪あやしまれることなく、グレーテルの体に入れ替かわる直前に、天使宮に辿たどり着くことができた。

　同行していたミュラー公爵は、顔がずっと引きつっていた。

　それとは対照的に、王宮のサロンで待機していたユリウスは、なんとも気負いのない軽い足取りで、天使宮まで随ずい行こうした。そして疲労の激しいフレデリカやミュラーのために、いそいそとお茶を淹いれる。彼はコーゼル城に出入りするようになってから、お茶の淹れ方がうまくなったし、その行こう為いを、意外にも楽しんでいるようだった。

「でも驚おどろいたな、フレデリカ。君が、国王代理を買って出るなんてさ。どうしちゃったの」

　紅茶のカップを手て渡わたしながら、ユリウスが微笑ほほえむ。

「だってわたし、王位継けい承しよう者しやとしてお披露目されてしまったのですもの」

　答えると、胃の奥あたりがずんと重くなる。

（国王代理なんて。大変な役目を負ってしまった）

　次期国王であるはずの自分が、今こそ国王の代理になるべきだと思った。今、この時に認められなければ、国王になったところで、ただのお飾かざりになるだろうと感じた。

　ただ心の準備もなにもないまま、こんなに突とつ発ぱつ的に国王代理を務めることが、不安でどうしようもない。国王代理になれば「失敗しました」では、済まないことを任される。

　今は、オレリアン革命軍政府との会談を、うまく切り抜けることが最大の使命。もし失敗すれば、国の大事に繫つながるだろう。

「ふぅん、そう。覚えてるんだ、自分がお披露目されたこと」

「さすがに、忘れません」

「まぁ、素す敵てきだよ。それはね」

　カップから手を離はなし様、ユリウスの指がさりげなく、フレデリカの手の甲こうに触ふれる。その触れ方が今までにない、まるで劣れつ情じようを煽あおるような触れかただったので、どきりとして顔をあげた。

　ユリウスが笑っていた。けれどその目に見たこともない、とろけるように甘いのに、同時にぞっとする奇き妙みような光があった。

（ユリウス？）

　ユリウスはすぐに別のカップに紅茶を注ぎ、ミュラーに手渡す。

（いまのユリウスの目は、なんだったんだろう……）

　紅茶のカップを受け取ったミュラーは、鼻の付け根に皺しわを寄せる。

「しかし、その頼たのみの魔術師シュルツはどこにいった？　殿下を放置して、なにをしている」

　イザークは、フレデリカが王宮に入る直前まで一いつ緒しよにいてくれたし、呪まじないと言って石のメダルまで託たくしてくれた。その彼の姿が見えない。

（どうしたんだろう、イザーク）

　イザークが注意してくれたことを守り、フレデリカはやるべき事をやった。ヘマをしなかった。そのことを真っ先にイザークに伝えて、「よくやった」と言ってもらいたかったのに、彼の姿がない。父国王の無残な様子を伝え、哀かなしくて不安なのだと、訴うつたえたい。そうすれば彼はきっと、いつものように、厳しいけれどフレデリカを勇気づける言葉をくれるはずだ。

「殿下、大丈夫ですか？」

　紅茶のカップを手にぼんやりしていたフレデリカを、ミュラーが覗のぞきこむ。

「国王陛下のご様子を見み舞まわれたのでしたら、さぞかし、衝撃を受けられたことと思います。それでも殿下は、国王代理として立つと仰おつしやいました。ご立派です」

「ありがとうございます、公こう爵しやく。ユリウスも褒ほめてくれたけど、でも、わたしが立派なわけではないんです。しっかりしろと言ってくれたイザークとグレーテル……」

　思わずグレーテルのことを口にしそうになり、慌あわてて口を噤つぐんだが、ちょうどその時、居間の扉とびらが開く。侍じ女じよでも入ってきたのかと、全員がぎょっとなってふり向く。

　入ってきたのは仮面の青年。イザークだった。

「ずいぶんごゆっくりな登場だね、シュルツ。フレデリカを放置して、なにしてたの？」

　にこやかなユリウスの嫌いやみを無視し、イザークは無言で部屋に入る。そして中央にあるテーブルに、手に持っていた大きな鳥とり籠かごを置く。

　その籠の中身を見て、フレデリカは息を吞のむ。

「グレーテル!?」

　鳥籠の中には、全身でふてくされている黒くろ猫ねこが、丸まって寝ねている。

（どうしてイザークに捕つかまっちゃっているの!?）

　フレデリカと鳥籠を交こう互ごに見やったユリウスとミュラーは、目を丸くする。

「グレーテルって、あの？　へぇ、そこにいるの？」

「話にだけ聞いていたが、見えない黒猫というやつなのか？」

　イザークは仮面をはずすと、鳥籠の細い鉄てつ柵さくを指で弾はじいた。

「遅くなったのは、こいつを捕まえてたせいだ。籠を見み繕つくろって、押しこめてきた」

「逃にげられっぱなしだったのに、よく捕まえられたねぇ。シュルツ」

「ちょっとな。まあ、あとで、色々話を訊きかなきゃならねぇ奴やつはいるが。とりあえずは、目標達成だ。こいつを捜さがし歩く仕事が、一つ減った」

　イザークが、フレデリカを睨にらむ。

（わたしが、王宮でグレーテルと会ったことは、ばれてる？）

　彼は冷たい目をして笑った。苛いら々いらしているのが、手に取るように分かる。

「どうした、フレデリカ。顔色が悪いぞ。おまえが捕まえたがっていた、黒猫だ。喜べよ」

「え……いいえ。その、嬉しいです」

　答えると、籠の中の黒猫が顔をあげて金の目を光らせた。「ヘマをしたわ」と、悔くやしさを訴えているようだった。

（グレーテルはとても嫌いやなはずなのに、こんな状じよう況きよう）

　それ以上グレーテルのことには触れず、イザークはミュラーに問う。

「閣下。六公爵の合議はどうなりました。立場的に、フレデリカがなにもしないって事には、なってないでしょう。そうなれば俺たちも、こいつの秘密を守るために動き方が変わるはず」

「殿下が、国王代理として立たれることになった。通常ならば、さほど問題は生じないのだろうが、折おり悪あしく、今朝、オレリアン革命軍政府からの会談申し込みがあったのだ。殿下がその会談に、国の代表として出席なさることとなった」

「オレリアン革命軍政府が？」

　ふんと、イザークは鼻を鳴らす。

「金の無心か。もしくはこちらが弱みを見せれば、難題をふっかけてくるか。お上品な外交相手じゃねぇぞ、フレデリカ」

「分かっているつもりですが……。そもそも、相手の思おも惑わくや、どんな相手が来るのかすら分からなければ、ただ分かっているつもりだけかも……」

　国王代理となったからには、決断をあやまれない。

（間ま違ちがえないようにするには、どうすればいいんだろう）

　相手の正体は、確かめておく必要があるはず。そうすれば対応策も立てられる。

　会談を申し入れているのは、オレリアン革命軍政府を名乗り、現在オレリアン国内を掌しよう握あくしている政府組織だ。革命という未知の動乱から生まれた組織が、どんな人間で構成されているのか、またどんな方針を掲かかげているのか、見当もつかない。おそらくエーデルクライン国内で、そんな組織の内情を知ることができる人間は、ほとんどいないのではないか。

　そう思った時に、また、鳥籠の中の金の目と目が合った。

（え？　なにか、言いたげ）

　黒猫の尻尾しつぽがぴくぴくしているのを見ていると、はっと気がついた。

「グスタフ・カウスマン……彼ならオレリアン革命軍政府の情報を持っていないかしら」

　ユリウスが「ああ」と頷うなずく。

「そうか。彼は確か、シュバルツノイマン党の党員だって名乗ったんだっけ？　シュルツ」

「カウスマン商会の代表の、カウスマンがだと!?」

　ミュラーが眉まゆを吊つり上げたので、イザークはうるさそうに顔をしかめて、額を押さえる。

「閣下には言っていませんでしたか。そうです。彼はシュバルツノイマン党の党員です。ですがシュバルツノイマン党は国王陛下やフレデリカ暗殺に関かかわりなく、なおかつカルステンス侯こう爵しやくとは思想が違うために、袂たもとを分かっているんですよ」

「しかし啓けい蒙もう思想家集団だ。危険分子だぞ、シュルツ」

「国王陛下暗殺を企たくらむカルステンス侯爵一味と、市民に啓蒙思想を普ふ及きゆうさせようと、こそこそビラを撒まいたりする連中と、どちらが危険ですか、閣下。今は彼らを取り締しまるよりも、カルステンス侯爵の紋もん章しようを使う一味の方に、注力すべきでしょう。しかも同じ啓蒙思想を持つ組織同士、シュバルツノイマン党は、オレリアン革命軍政府の情報を持っている可能性もあるし、彼らの思惑も推測できる可能性がある」

　エーデルクライン国内においては、誰だれも革命を経験していないし、それらを起こした人々の思想も理解できない。だが同じ啓蒙思想を掲げるシュバルツノイマン党であれば、横の繫がりで、隣りん国ごくの啓蒙思想家たちとも繫がっている可能性は高い。彼らから情報を引き出せれば、オレリアン革命軍政府の要人たちがどんな人物なのか、彼らがどんな望みを抱いだいて会談を申し入れてきたのか、分かるはずだ。

　ミュラーは呻うめく。

「しかし……。王政に反旗を翻ひるがえそうとする組織を見み逃のがすわけには」

「ミュラー公爵。でも彼らは、国王や王女の暗殺を画策するカルステンス侯爵とは、袂を分かったというんです。暗殺という野や蛮ばんな行こう為いに反対したのであれば、きっとシュバルツノイマン党は、理性の働く組織です。危険だと分かれば、取り締まればいい。けれどその前に、彼らの実態を知り、彼らが、真っ当に自分たちが信じる思想を主張したいだけなのであれば、話し合いが可能な関係になると思います。だから今はまだ、彼らのことは見逃してください」

　フレデリカは焦あせり、ミュラーのマントの裾すそを摑つかんだ。

　グスタフ・カウスマンたちが逮たい捕ほされれば、エーデルクライン国内で、オレリアン革命軍政府の情報を得られる可能性が、ほぼ皆かい無むになるだろう。

（今はまず、目の前に迫せまった外交をうまく切り抜ぬけないと）

　それは予感だった。オレリアン革命軍政府という未知の政府に対して、下手へたな外交をすれば、エーデルクラインは窮きゆう地ちに陥おちいる。そんな予感がするのは、他人と自分の体を行ったり来たりしているために、感覚が鋭するどくなっているからなのかもしれない。

　グレーテルも言っていた。魔ま術じゆつ師しによって操あやつられた命であるから、人に分からないことがよく分かる、と。フレデリカも死神のヘマによってとんでもない状態になっている。だからこそ、ひりひりと感じるものがあるのかもしれない。

　必死の瞳ひとみで見あげる。ミュラーはずっと苦い顔をしていたが、暫しばらくすると、根負けしたように息をついて目を伏ふせる。

「……わかりました。殿でん下か。殿下がそう仰るならば、殿下のお許しが出るまで、シュバルツノイマン党に関しては、保留いたします。しかしそれで、殿下は如何いかがなさるおつもりですか」

「グレーテルはシュバルツノイマン党の党員だったようです。幸い、わたしは今グレーテルの姿をしているので、グレーテルとして、党の人間と接せつ触しよくして、情報を聞きだそうと思います。ですからオレリアン革命軍政府との会談は、できるだけ先延ばしに。けれど国内がごたついていると思われない程度の日数で、開かい催さいするべきだと思います」

「慣例では、会談の申し込みから八日以内ということになっていますが」

「ならば八日後に。場所は先方からの申し込みなので、こちらの国に。先方からお越こし頂くのが普ふ通つうですよね。そのようにしたいです」

「わかりました。すぐにエアハルト公爵に連れん絡らくしましょう」

　ミュラーは決意を固めたらしく、険しい表情ながらも迷いなく言う。

「ありがとうございます、ミュラー公爵」

「いえ、わたしは殿下のお言葉に従おうと決めたまでです」

　と、きびすを返しかけたミュラーだったが、ふと何かを思い出したようにふり返る。

「そうでした。殿下。国王陛下は、教会で襲しゆう撃げきされましたが、陛下の外出は六公爵と王おう妃ひ様、そちらのグロスハイムにしか、知らされていませんでした。陛下や殿下のお命を狙ねらう黒幕は、身近にいる者に間違いないのです。殿下が陛下の代理となられたことによって、殿下のお命を狙う動きが加速するやもしれません」

　告げられた事実にぞっとしたのは、ミュラーが挙げた名前が、あまりにも限られた人間だったからだ。母王妃とユリウスは信しん頼らいできるとすれば、残りは、ミュラーを除く六公爵以外あり得ない。

　たった五人。しかも先ほどまで、狭せまい合議の間で向き合っていた人たちだ。

「俺たちも閣下に、お知らせしておくことがありました。今日、ザッハ城で見つかった証しよう拠こ品の筆ひつ跡せきが、ロートタール監かん獄ごくに収監されていたカルステンス侯爵の物とは別物でした。当時、カルステンス侯爵を名乗っていた人間が、おそらく二人いたと思われます」

　イザークの報告に、ミュラーの眉み間けんに深い皺しわが寄る。

「なんだと？　二人？」

「一人は、投獄されたカルステンス侯爵。そしてもう一人は、その投獄されたカルステンス侯爵と近い場所にいて、カルステンス侯爵と名乗っていたのでしょう。ですから閣下も仰おつしやるように、五年前に国王陛下の暗殺を企くわだてたもう一人のカルステンス侯爵は野放しで、おそらく、我々の近くにいる。それは間違いないはずです」

「……厄やつ介かいな。殺しても死なぬ、化け物のようだな」

　吐はき捨てるように言うと、ミュラーはイザークとユリウスに厳しい眼まな差ざしを向ける。

「シュルツも、グロスハイムも、警けい戒かいを怠おこたるな」

　釘くぎを刺さすと、ミュラーはエアハルト公爵に会うために出て行った。

　ミュラーにとって、シュバルツノイマン党を見過ごせというのは、とんでもない葛かつ藤とうを抱かせることだろう。なのに、彼はそれを吞のんでくれた。そのことに感謝した。

　しかしそれ以上に、ミュラーが告げた、カルステンス侯爵にまつわる事実が恐おそろしかった。

（まさか六公爵のうちの五人の誰かが、黒幕？　もう一人のカルステンス侯爵？）
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　ミュラーの後ろ姿を見送って、ユリウスがくすっと笑う。

「公爵閣下、蜥蜴とかげでも食べさせられたような顔をしてたね。お茶が冷えてしまったから、淹いれなおしてくる」

「グロスハイム。八日後に会談だとすれば、悠ゆう長ちようなことはしてられねぇ。俺は明日、フレデリカを連れて王都のカウスマン商会へ行く。グスタフ・カウスマンに、グレーテルが訊ききたいことがあると連絡をつければ、面会に応じるはずだ。おまえは、フレデリカの体を守れ。ミュラー公爵も言っていたが、フレデリカが国王代理になったことで、危険が増しているはずだ」

　そう告げたイザークに、ユリウスはにこやかに返事をした。

「いいよ。君がヘマをしないって、約束するならね」

「するわけない」

　その答えに満足したように、ユリウスは茶器を手に部屋を出る。

　フレデリカと二人きりになると、イザークはグレーテルの入った鳥とり籠かごに顔を近づけた。彼の目には見えていないはずだが、籠の中へと囁ささやきかける。

「おい、グレーテル。聞こえてるよな。明日、俺たちはカウスマン商会へ行く。グスタフ・カウスマンや、シュバルツノイマン党について、おまえが知ってることを話せ」

　黒くろ猫ねこはちらっとイザークを見たが、つんと顔を背そむけ、丸くなって顔を伏せる。

　会いたくもないイザークに捕つかまり、協力しろ、喋しやべれ、と要求されているグレーテルが、可哀かわい相そうだった。頑かたくなに顔をあげないその様子が、痛々しい。

「イザーク。あの、いいです。そんなこと訊かなくても。わたし自分で行って、確かめるので」

「情報は、あるにこしたことはないだろう」

　苛いら立だちが、イザークの声に滲にじむ。

「でも、無理には必要ないです」

「必要だ。グレーテル。喋らないつもりなら、さっきの魔ま術じゆつを使うぞ」

　びくびくっと、黒猫の尻尾しつぽが怯おびえるように震ふるえたので、フレデリカは焦った。

「イザーク、止やめてください。ひどいことや、無理なことは！」

　イザークの背後から彼の肩かたに手をかけると、いきなり彼はふり返り、手首を強く摑まれた。

「痛っ」

　思わず声が出たが、イザークは構わず、手首を強く握にぎったままフレデリカを壁かべに追い詰つめ、押しつけた。そして今にも嚙かみつきそうに顔を近寄せる。

「王宮でグレーテルが現れても、おまえ、さして驚おどろいてなかったよな。なぁ？」

「見ていたんですか。どうやって」

　フレデリカは青ざめる。彼の手に、さらに力がこもる。

「やっぱり、グレーテルと連絡をとりあってたのか」

「ち、違ちがいます」

「噓うそをつくな」

「噓なんか」

「じゃあ、なんでおまえはグレーテルを捜さがさなかった！　グレーテルが現れても、驚かなかった！　捕まえようとしなかった！」

　フレデリカが否定するごとに、イザークの怒いかりが募つのってくるようだった。声が大きくなる。

「おまえは元に戻もどりたいんじゃないのか？　グレーテルのことが心配じゃないのか？　そもそも、俺がグレーテルを捜していたことも知ってるよな。それを、なんのつもりだ」

　矢や継つぎ早に問いかけながら、イザークはもう一方の手で、フレデリカの左手首も握り、両りよう腕うでを壁に押しつける。彼が恐ろしく苛立ち、怒おこっているのだと分かった。今の今まで、ミュラーやユリウスがいたから抑おさえこんでいた怒りが、彼らがいなくなった途と端たんに爆ばく発はつしたようだった。

　鳥籠の中にいたグレーテルが、危険を察したように立ちあがる。

「なんのつもりだったと訊いてるんだよ、王女様！」

「わたしは……、わたしは、グレーテルの思うようにさせてあげたいんです！」

　両手首の痛みに涙なみだぐみながら、手を放して欲しくて、そして怒ど鳴なられるのが怖こわくて哀かなしくて、理り不ふ尽じんな気がして腹が立って、フレデリカの声も高くなった。

「元に戻りたいです！　でもグレーテルが、何を望んでどうなりたいか、わたしは、グレーテルの望みの通りにしてあげたいんです！　だから無理に追いかけるのを止めました！」

「そんなことをしていたら、あいつは、気まぐれに勝手に振ふる舞まい続けるぞ！　自分でも、自分のやってることがよく分かってない可能性だってある！　首根っこをひっ捕まえて、あるべき姿に戻してやるのが俺の役目だ！　コール家に、あいつを帰してやるんだ！」

「それはあなたが勝手に思ってる、あなたの役目です。グレーテルの思いは、別にあるかもしれないでしょう!?　グレーテルの思い通りにさせてあげてください。だから、彼女を逃にがしてあげてください！」

「できるわけないだろう！」

　イザークは両手を放すと、窓辺に向かった。忌いま々いましげに、窓の外に広がるバラ園へと視線を向ける。

　じんじん痛む両手首をさすりながら、目を伏ふせた。

（とっても、怒らせた……）

　当然だ。イザークが必死になって捜していたグレーテルのことで、噓をついたのだから。

　本当ならば、謝らなければならないのだろう。けれどグレーテルのために、彼女の自由にさせてあげたいという思いは、間違っていない気がする。だから安易に謝れない。

「……明日は。わたし一人で、カウスマン商会へ行きます」

　告げると、イザークは舌打ちする。

「おまえ一人で行かせられない」

「でも、イザークをこんなに怒らせました、わたし」

「だからって、おまえを放置できねぇだろう。俺は誓ちかったんだ。おまえに仕えてやるってな」

「……ありがとうございます」

　申し訳なさに項うな垂だれた。こんなに怒っているのにそう言ってくれるイザークの誠実さが、嬉うれしくもあり、苦しくもあった。

　黒猫は鳥籠の中で、長い尻尾を垂らして両耳を伏せていた。

「今からグスタフ・カウスマンに連れん絡らくを取る」

　素っ気なく告げると、イザークは部屋から出て行った。フレデリカはたまらなく寂さびしくなって、項垂れ、立ちつくしていた。どのくらい、そうしていただろうか。

「………悪かったわね」

　長い沈ちん黙もくを破り、鳥籠から声がした。フレデリカはびくっとして顔をあげ、思わず両耳を引っ張った。

「幻げん聴ちようかしら。今、悪かったって、グレーテルの声がしたような……」

「言ったわよ、わたしが。悪かったって」

　鳥籠の中の黒猫が再び口を開いたので、仰ぎよう天てんして鳥籠に駆かけ寄った。

「具合でも悪いんですか!?　グレーテル！　まさかイザークに捕まったときに、変な術をかけられたとか!?」

「なんでわたしが謝っただけで、そんな過か剰じよう反応するのよ!?」

「だって、あなたが謝るなんて奇き跡せきみたい。でも、なんで謝るの？」

　きょとんとして問うと、黒猫はばつが悪そうに目をそらす。

「なんでって……。あなた、わたしのせいでイザークと喧けん嘩かしてしまったじゃない。だから」

「あれは、あなたのせいではなくて。わたしが、わたしの思うようにしたいと思ってしまったから、喧嘩になっただけで」

「馬ば鹿かね、あなたって」

　フレデリカは暫しばらく考えていたが、意を決し、鳥籠の扉とびらに手を伸のばした。

　グレーテルが、金の瞳ひとみを丸くする。

「なにしてるの」

「今の隙すきに、逃がしてあげようかと」

「止めなさい、馬鹿！　イザークとの仲が決定的にこじれちゃうわよ！」

「でも」

「止めなさいって！　わたしは、わたしの力でなんとかするわよ！　あなた、わたしの思うようにさせたいって言ったじゃない！　だったら、わたしの思うようにするわ。このままでいい。わたしが、自分でなんとかしたいのよ！」

　厳しい声で制止され、フレデリカは鳥とり籠かごの扉に手をかけたまま動けなくなった。不ふ機き嫌げんな黒猫の視線と、フレデリカの視線がぶつかる。その瞬しゆん間かん、ぽかりと心の中に浮うかんだのは、泣きたいような微笑ほほえみたいような、複雑な感情だった。

（……なんて。……なんて不器用で、可愛かわいい人かしら）

　グレーテルは、イザークと一いつ緒しよにいたくないはずだ。なのに、フレデリカがグレーテルを逃がすことで、フレデリカとイザークの関係がこじれることを心配して、自分は自分でなんとかしたいのだと言い張っている。ひねくれていて、きっと、思いやりを素す直なおに言葉にすることができない人なのだ。それはとても不器用で、可愛い。

（わたしのお友だちは、とても可愛くて優やさしい……）

　彼女には幸せになって欲しいと、心の底から思いがわきあがる。

　鳥籠に指を添そえたまま、フレデリカは床ゆかに跪ひざまずき覗のぞきこむ。

「わかった。グレーテル。あなたの思うようにして。わたしも協力する。だから教えて。グレーテルは、どうなりたいの？　わたしは王様になる。そう約束したけど、グレーテル自身は、これからどうなりたいの？　わたしが立派な王様になったら、グレーテルは？」

　意外なことを問われたかのように、黒くろ猫ねこは目をくるくるさせていた。

「どうなりたいって……」

「わたしが王様になって、国の形を変えて。そしたらグレーテルは、最終的にはイザークに愛されたいの？　彼の心が欲しい？　もしそうだとしたら、わたし……」

　言葉に詰つまったのは、次の言葉を口にしようと決心したとき、胸が鋭するどく痛んだからだ。しかし痛みに気がつかないふりをして、言葉を続ける。

「わたし、イザークがあなたに恋こいする方法はないか、探そうと思うの」

「そんな魔ま法ほうみたいな」

「魔術師や死神がいるのですもの。魔法だって、あるかもしれない」

「そうね。かもね。あるかもしれないわね、恋の魔法くらい」

「だったら」

「……わからないわ」

　尻尾しつぽをぺたりと鳥籠の床に落とし、黒猫は軽く首を傾かしげて俯うつむく。

「悪いけど、わからないの。あなたを王様にして、国の形を変えて……。それで、自分がどうなりたいかなんて、わからない。イザークがわたしに恋したら、素す敵てきだとは思う。けれど恋して欲しいなんて、思わないの。あなたがそう言うまで、思いつきもしなかった。彼が好き。けれど、じゃあ彼に愛されることが望みかと問われたら、わたし……よく、わからない」

「イザークに愛されたら、グレーテルは幸せになれるんじゃないの？」

「愛されても、幸せになれる保証はないわ。わたしは、わたしだもの。愛されたら素敵。でも同時に、とても苦しいかもしれない……」

　鳥籠の隙すき間まから指を差しこみ、フレデリカはグレーテルの滑なめらかな毛皮を軽く撫なでた。

　いびつな命が、グレーテルに複雑な感情を抱いだかせていることが哀しかった。フレデリカの頭で考えるほど、彼女の命は単純ではないのだ。

「やあね、触さわらないで」

　拒きよ絶ぜつの言葉に力はなかった。

「だって、すべすべで気持ちがいいんですもの。黒色も素敵」

「……やあね」

　黒猫は、ふてくされたように丸くなった。

　もうこれ以上グレーテルは会話をする気はなさそうだと判断し、フレデリカは立ちあがった。寝しん室しつへ引っ込もうと歩き出した背中に、声が当たった。

「シュバルツノイマン党の集会は、毎週土曜日に開かれるわ。丁度、明日の夜よ。場所は、カウスマン商会の商品倉庫の地下。明日の夜グスタフを訪ねれば、集会に潜もぐり込めるわよ」

　ふり返ると、鳥籠の中の黒猫は丸まったままだ。

「ありがとう、グレーテル」

「別にお礼なんか言われる筋合いない。あなたを王様にするためですもの。きっとオレリアン革命軍政府は、くせ者だから。情報を得ておくのは必ひつ須すよ。けれどグスタフの前では、わたしらしく振ふる舞まってよ。わたしが、あなたみたいな変態だと思われたくないから」

　直球の変態呼ばわりに、顔が引きつった。しかし、事実だから仕方なかった。







　父国王の容態が心配だった。母王おう妃ひの疲ひ労ろうも気にかかる。さらに心に重くのしかかるのは、自分が、国王代理として外交の場に立たなければならないことだ。

　翌朝イザークの姿はなかった。そこでフレデリカは朝食後にミュラー公こう爵しやくを天使宮に呼び、自分を本来の姿に戻もどして欲しいとお願いした。今朝もまた、父国王の見み舞まいに行く予定になっていたのだ。

「殿でん下か。お顔の色が優すぐれませんが」

　寝室に招き入れられたミュラーは多少照れくさそうにしていた。フレデリカがベッドに腰こしかけ、眠ねむるフレデリカの体に触ふれると、彼は軽く咳せき払ばらいし、軍服の上着の乱れを整えて近づいてきた。フレデリカの前に跪くと、じっと見あげてくる。落ち着いた大人の瞳だ。

「エアハルト公爵には、七日後にオレリアンと会談したい旨むねは伝えました。今朝、オレリアン革命軍政府の使者は、その伝言を携たずさえて帰国したはず。七日後には会談が開かい催さいされます。しかし殿下は大だい丈じよう夫ぶですか？　国王陛下があのような状態で、お気持ちを察すると」

「ありがとうございます、ミュラー公爵。でも、わたしが自分で決めたことですから」

　ミュラーは彼女を勇気づけるように強く頷うなずき、フレデリカの両手をすくいあげた。

「殿下。わたしは殿下を守り仕え、そしてあなたが王になられたその後も、命ある限り、あなたに心からお仕えすると誓ちかいます」

　すくいあげた両手を、ミュラーはうやうやしく額に押し当てた。







　もとのフレデリカの姿に戻り、父国王の見舞いを終えた。父国王の容態は安定せず、意識も回復しない。その姿を目にするのは二度目だったが、それでも涙なみだぐんでしまった。

　面会はたった数分で終わった。

　一人になりたかったが、父国王が襲しゆう撃げきされた直後である。フレデリカの姿で、無む闇やみにふらふらと出歩いては危険だと承知していたので、自分の寝室に立て籠こもるしかなかった。

　なにしろ居間には、ふて寝ねしているグレーテルもいるし、ユリウスも張りついている。

　さすがに陸軍大臣のミュラーは仕事が忙いそがしく、天使宮からいなくなっていた。

（イザークも、いない……。昨夜から姿が見えない）

　一人になりたいと宣言し、寝室に籠もったフレデリカは、窓辺に敷しかれている毛足の長い絨じゆう毯たんの上に寝転んでいた。この絨毯はふかふかで、ずっと、この上に寝転んでごろごろ転げ回ってみたかった。以前は、教育係や侍じ女じよの目が怖こわくてできなかった。今、誰だれの目もないのを幸いに、天使と評される美少女のフレデリカ王女の姿で、思う存分ごろごろしていた。

　どうせあと三十分程度で、グレーテルに戻ってしまう。それまでの間、本来の自分の体を甘やかしてやるつもりだ。ふわふわの感かん触しよくを存分に味わう。

（ふわふわ。ふわふわ。ああ……しっかりしなきゃ。わたしは、国王代理だもの。陛下は、お目覚めになるかしら）

　ふわふわの感触に顔を押しつけ、思い乱れる心を落ち着けようとした。

　国王代理として、失敗できない。全力を尽つくすべきだ。

　グレーテルが、フレデリカのことを良き王になると言ってくれた言葉を信じ、国王になりたいと決意した。だから重大な責任があると覚かく悟ごの上で、国王代理になったのだ。

（でも、こんな重大な局面に、わたしが挑いどんでいいの？）

　突とつ然ぜん負った重責に潰つぶされそうだ。国王になりたいという決意さえ、揺ゆらぎそうだ。

（責任というものは……怖おそろしい。これからのわたしの決断が、間ま違ちがっていたらどうしよう）

「どうした!?」

　突然、びっくりしたような声が降ってきたので、飛び起きた。絨毯の傍かたわらに、イザークが仰ぎよう天てんした顔で跪ひざまずいていた。だがフレデリカが飛び起きたのを見ると、ほっとしたように言う。

「倒たおれてたんじゃねぇのか。顔面から絨毯に埋うもれて伸のびてやがるから、てっきり……」

　絨毯の感触にうっとりしすぎていたのか、イザークが入室してきた気配に気づかなかった。

　ごろ寝を見られた恥はずかしさに赤面しながら、急いでドレスの裾すその乱れを直す。

「あの、なんでしょうか」

「カウスマンと連れん絡らくがとれた。今夜、王都へ行くぞ。都合がいいことに、シュバルツノイマン党の集会日だそうだ。オレリアン革命軍政府の情報を、カウスマンが持っていなかったとしても、シュバルツノイマン党の幹部ならば握にぎっている可能性は高い」

「集会のことまで？　信しん頼らいされているんですね、イザーク」

「二ヶ月前のことがあるからな。しかもグレーテルが、カウスマンに会いたがっていると伝えたおかげだろう」

　そこまで口にして、イザークはなにかを思い出したように眉まゆをひそめる。

「そのグレーテルのことで、忠告しとく。俺の目を盗ぬすんでグレーテルを逃にがしたりはするなよ」

「いい、いやですわ、誰がそんなことをすると!?　逃がしません、絶対！」

　昨夜、さっそくグレーテルを逃がそうとしていたフレデリカは、焦あせって立ちあがった。とにかくイザークの視線から逃のがれたい。しかし慌あわててドレスの裾を踏ふみ、前のめりに体が傾ぐ。

「ひっ!?」

「おいっ!?」

　真正面から、イザークに飛びつく形になった。咄とつ嗟さに受け止めたイザークだったが、勢い余って背後にひっくり返り、フレデリカは彼の上に思いきり乗っかった。「ぐっ」と彼が呻うめく。

「イザーク!?　死んでませんか!?」

「エーデルクラインの宝石に潰されて死んだら、俺の名は伝説に残るだろうな」

　慌てるばかりで体が思うように動かないフレデリカの細い腰を、イザークの両手が摑つかむ。触れられたことに驚おどろき、ちいさく悲鳴をあげた。だが彼は、手を離はなそうとしない。

「イザーク。あ、あの」

　下から見あげてくる彼の目は、憂ゆう鬱うつそうで冷静だった。

「グレーテルを逃がそうとしたんだな？」

「いえ、そんなこと」

　逃れようとフレデリカがもがくと、イザークは腰の後ろへ両りよう腕うでを廻まわした。がっちりと彼女の体を捕とらえる。体が密着する。彼の体温を感じて鼓こ動どうが倍増しになるが、それとは逆に、追つい及きゆうの言葉に血の気が引く。

「今の慌てぶりは、自白したようなもんだ。それで、グレーテルは鳥とり籠かごの中にいるのか？」

「い、います。だってグレーテルが、わたしには助けられたくないと言ってくれたので」

「おまえたち、なにを話してるんだ。なにがしたいんだ、グレーテルは」

「それは、わたしの口から言えない……」

　と言葉の途と中ちゆうで、視界が反転した。イザークの顔は相変わらず間近に見えているが、その彼の背後にあるものが、ふかふかの絨毯から天てん井じように変わった。

（え？）

　絨毯に押さえこまれたのだとわかり、目を丸くする。

「吐はかせようか。今、ここで。ミュラー公爵閣下はいないし、グロスハイムは今、第一騎き士し団の仕事で席を外した。邪じや魔まする奴やつはいない」

「あなたが好きな拷ごう問もんですか!?」

「前にも言ったが、好きじゃねぇよ。あの時、吐かせる方法は苦痛ばかりじゃないとも言ったはずだ。まるで反対の刺し激げきでも、人間は口を割る。フレデリカ。苦痛の反対は、なんだ？」

「それは、快楽……」

　と口にして、耳が熱くなった。

「良く知ってるじゃないか。お利口だな、殿下」

　と囁ささやくと、イザークの唇くちびるがいきなり首筋に触れる。

「イザーク!?」

　もがく体をさらに全身で押さえつけられる。

「グレーテルの体相手じゃ、その気になるのに苦労するだろうが。おまえの、この姿なら、存分に相手してやれる」

「ぶ、無礼です……イザーク。……いや……」

　声が震ふるえた。

「無礼は、おまえだ。俺がどれほどグレーテルのことを気にしているか知っているのに、なにも話そうとしない」

「でも。イザークは、わたしを信頼して、仕えてくれるのでは……。なぜ、こんな……」

「おまえの思いは信じてる。根本的には、信頼してる。だから仕えてやる。だが隠かくし事を吐かせるのは、信頼とは別物だろう？　逆に、信頼している相手が、絶対に口を割らない隠し事をしていると、苛いら々いらする」

　その言葉に、はっとした。

（隠し事をするから、イザークは苛々してる。でも言えない。グレーテルのこと）

　イザークの手は腰こしから両腕に触ふれ、唇は首筋から鎖さ骨こつに移り、頰ほおに近づく。

（ごめんなさい。黙だまっているの、ごめんなさい。信頼してると言ってくれる人に隠し事をするのは、きっとひどいことだから）

　固く目をつぶり、観念した。彼の苛いら立だちはもっともだ。かといって喋しやべれない。ならば彼の気が済むようにしてもらうしかない。でも触れられるのは怖くて、全身が強こわばる。

　イザークが顔をあげた。そして、何かに気がついたように動きが止まる。

「……思いがけず頑がん固こだな、おまえ」

　呆あきれたように言うと、イザークは体を起こした。フレデリカは固く目を閉じていたが、その眦まなじりに涙なみだが滲にじんで一筋こぼれていた。彼はそれを指ですくい、深くため息をついて立ちあがった。

「今夜、王都へ行く。準備しとけ」

「イザーク」

　体を起こしたフレデリカに目もくれず、イザークは出て行った。
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（俺も、どうかしてる）

　寝しん室しつの扉とびらを後ろ手に閉めると、イザークは嘆たん息そくした。

　天使の容よう貌ぼうをした本来のフレデリカに、狼ろう藉ぜきを働こうとした自分が信じられない。いくら苛立っていたとはいえ、度が過ぎる。なぜあんな真似まねをしたのか。

（触れたかったのか？　まさか）

　苛立ち紛まぎれに吹ふき出したのは、もしかすると自覚していない欲よつ求きゆうだろうか。そんな気もして、さらに苦々しくなる。

　くすっと、テーブルの上に置かれた鳥籠から、小さく笑う声がした。イザークの目には見えないが、鳥籠の中にいるはずの黒くろ猫ねこ、グレーテルが漏もらした笑い声だろう。それは失笑か。

「イザークも、大変ね」

「おまえのせいだろう、グレーテル。やっと喋る気になったか？」

「まさか。あんまりにも面おも白しろかったから、つい笑っただけ。黙るわ」

　またグレーテルは沈ちん黙もくした。イザークは心底苛々したが、自分の行こう為いについては、わずかに反省していた。フレデリカを怖こわがらせたことが、申し訳なかった。




　　　　[image: ]




　王都ザルツシュタインの夜は、けっこう賑にぎやかだった。

　土曜日の夜は独特なのだとイザークは教えてくれた。

　日が暮れた石いし敷じきの街路の両りよう脇わきに、ワインを飲ませる露ろ店てんがたち、蠟ろう燭そくやランタンの明かりがいくつも揺ゆれていた。日曜日は聖教会の休息日にあたるので、ほとんどの人間が仕事が休みである。そのためにこうやって夜の街に繰くり出し、日々の疲つかれを癒いやすらしい。

　フレデリカはグレーテルの姿で、目立たないように地味なマントを羽織っていた。イザークは仮面をつけてはいたが、服装は、街に溶とけ込む質素なものに変えている。

　イザークは天使宮を出てからずっとむっつりしていた。だが、街中でフレデリカが人ひと混ごみに押されそうになると、手を引いて誘ゆう導どうしてくれた。

（昼間にはあんなことがあったけれど……。とりあえず、隠し事をしていることは、謝ろう）

　人混みで手を引かれながら、フレデリカはおそるおそる口を開く。

「あの、イザーク。グレーテルのことは……」

　と言いかけたとき、ワインを売る露店の店先に、そら豆人形がぶら下がっているのが目に飛びこんできた。

（わぁ、すごい！　あれは、目玉がことのほか気味悪いと有名な、北部山さん麓ろくの村が原産のそら豆人形だわ!!　欲しい！）

　目が釘くぎ付づけになる。

　イザークは先に立って歩きながら、ぐいぐいフレデリカの手を引いていたが、疲れたようなため息を漏らす。

「まあ、俺も、おまえを怖がらせるつもりは……」

　と口にしてふり返ったが、フレデリカは、あさっての方向を凝ぎよう視ししていた。

「おまえは、俺と仲直りしたいのかしたくねぇのか、どっちなんだよ!?」

「え、ああ、いいえ！　仲直りしたいです！」

「なにを見てやがったんだ!?　獲え物ものを狙ねらうようなぎらぎらした目で」

「ななな、なにも。なにも見えてません！　そら豆に誓ちかっ……じゃなくて、神様に誓って」

「おまえ、……俺に話せねぇことが多そうだな」

　不満そうに呟つぶやくと、またイザークは前を向く。

「俺は、そんなに信用ならないか」

「断じて、そんなことはありません。信じています。信しん頼らいしてます」

「それでも、言えない事ってのがあるのか」

「……はい」

　イザークはまた不ふ機き嫌げんそうに口を閉じた。

　二人はほどなく、カウスマン商会に辿たどり着いた。

　カウスマン商会は王都の中央を貫つらぬく、太い街路に面していた。ハーフティンバーの堅けん牢ろうな三階建ての母おも屋やを中心に、左手には二階建ての倉庫。中庭を挟はさんで、街路から見えない奥手には、商会の従業員たちが寝ね起おきする二階建ての建物がある。

　筋すじ交かいには細かな彫ちよう刻こくが浮うき彫ぼりにされ、カウスマン商会の財力を誇こ示じしていた。

　その建物の大きさや敷しき地ちの広さにフレデリカは驚おどろいたが、さもありなんとも思った。

　フレデリカたちと初めて会ったとき、彼らは商品を運ぶ隊列を組んでいた。あれほどの隊列を組める人数を雇やとい、物資を確保しているのだ。隊列を守る護衛すらいたのだから、第一騎士団と真っ向勝負できる程度には、戦力もありそうだ。

　カウスマン商会の建物を見あげて、イザークが口を開く。

「グレーテルとして、うまく立ち回って情報を引き出せ。会話に困ったら俺が助ける」

　オレリアン革命軍政府との会談は、七日後。準備期間は短い。六日間でオレリアン革命軍政府の要人たちの情報を手に入れ、彼らの思おも惑わくを推測しなければならない。そうでなければ、会談の席に座ったとしても、相手に足元を見られるだけだ。

（国王陛下が意識不明だなんて知られたら、大変なことになるはず。しかも王位継けい承しよう者しやが御ぎよしやすいと思われたら、相手は、どんな態度に出るか）

　相手は、革命軍政府だ。長年大陸の統治をしてきた王国の政府とは、まったく違ちがうはず。

「わかりました。必ず、情報を引き出します。グレーテルらしく振ふる舞まいます」

　厳おごそかに頷うなずくと、フレデリカはカウスマン商会の正面扉の前に立つ。フレデリカの頭二つ分ほど背の高い大きな樫かし扉とびらの、真しん鍮ちゆう製のノッカーに手をかけ打ち鳴らす。

　しばしの静けさ。そして、扉が開いた。

「来た来た来た！　待ってたぜ、グレーテル!!」

　その勢いにのけぞりそうな陽気な声が飛び出して、同時に、癖くせ毛げの黒くろ髪かみの男も飛び出してきた。グスタフ・カウスマンだった。

「元気だったのかよ、本当に！　陸軍大臣に攫さらわれたときは、生きた心ここ地ちがしなかったぞ！　でもこうやって再会できて、感動ひとしおだ！　相変わらず可愛かわいいな！　キスしていいか！」

　いきなりフレデリカの腰を抱かかえ上げ、あはははっと笑いながらくるくるとその場で回転するので、フレデリカは物理的に目が回り、そして精神的にも目が回りそうになる。

「キスは、駄だ目め。駄目です～。というか、下ろして、下ろして～。下ろしてください～」

「いやぁ、感謝するぜ。アフリアさんも。よくぞグレーテルを助けてくれたよな。しかも今回は、ここまで連れてきてくれるってんだから。あんた本当に、こいつのなに？」

　グスタフはフレデリカを地面に下ろしたが、羽は交がい締じめにするように抱だきしめ、頭をがしがし撫なでる。これはもはや可愛がっているを通り越こし、嫌いやがらせではないか。そんな気もしてきた。

「なんでもいいだろうが。そいつを放せ。見ろ、涙目だ」

　イザークの目が怖い。グスタフは「おやっ」とフレデリカを覗のぞき込み、怯おびえた子こ鹿じかのように震ふるえながら涙目になっているのを確かく認にんしたらしく、目を瞬またたく。

「この前から、本当におまえ変なんだよな。ほらよ」

　と、手を離してくれる。フレデリカはよろめいてイザークの背後に回り、背中にすがりつく。

「駄目です。二度目でも、あれには慣れません。あんなに激しく抱かれるのは」

「前にも言った気がするが、おまえの表現は誤解を招く。おまえ、グレーテルらしく振る舞うんだろう。背筋を伸のばして顎あごをあげて。それらしく振る舞え。人を見下すように、小こ馬ば鹿かにするように喋しやべるんだ。自信満々で」

「やってみます」

　フレデリカはくらくらする頭を抱えたままで、イザークの背中から離はなれた。青い顔のまま、ぐいと顎をあげ、イザークの前に出ると腰こしに手を当てる。

「グスタフ！　ええ、ええ、わたしは大だい丈じよう夫ぶよ！　今日はあなたに会いに来てあげたのを感謝しなさい。すこし、お話ししてさしあげてもよくってよ。そして今日開かい催さいされる会合にも、参加してあげてもいいかとも思うわ！」

　グスタフが仰ぎよう天てんしたように目を瞬き、絶句。

　慌あわてたイザークが背後からフレデリカの口を押さえ、彼女にしか聞こえない声で鋭するどく囁ささやいた。

「黙だまれ！　けど、俺が悪かった！　下手へたなアドバイスをした！　まずは落ち着け！　鳥とり籠かごの中にいるグレーテルを想像して、彼女らしく喋れ！」

　背後から抱きしめられると、くらくらしていた頭が、ようやく正常に動き出す。しっかり頷く。おそるおそるイザークは、フレデリカを自由にした。彼の心配顔を確認しつつ、微笑ほほえんだ。

「グスタフ。わたし近ちか頃ごろ、……すこし混乱することがあるのよ。馬に蹴けられて以来、時々ね。ごめんなさい」

「まあ……、けっこうな混乱ぶりで……」

「でも、あなたに訊ききたいことがあってここまで来たのは、本当なの。それでもし、あなたが知らないことであれば、今日の集会に集まる方々の中に、わたしの知りたいことを知っている人が、いるかもしれないと思って」

「訊きたいことがあるってのは、アフリアさんの手紙に書いてあったが。なにを知りたい？」

　グスタフは、フレデリカとイザークを建物の中へと招き入れた。内部は店てん舗ぽになっていた。

　奥にカウンターがあり、その背後には天てん井じようまで届く棚たなが作りつけられていて、木箱がずらりと並んでいる。カウンター前の石いし敷じきのフロアには、樽たるが山と積まれていた。街路に面した窓から漏もれ入る光だけが、店内を薄うす暗ぐらく照らす。

「オレリアン革命軍政府の要人が、どんな人物たちなのか知りたい。あとは方針とか。外交のやり方とか」

　静かな店舗を横切り、グスタフは二人を、カウンター奥の扉とびらへ案内する。その向こうは細く暗い廊ろう下かだ。

「なぜそんな情報が必要だ？」

　どう答えるべきか迷った。蠟ろう燭そくの明かりも持たず、暗い廊下をすいすい歩くグスタフの賢かしこそうな気配を感じ、下手な噓うそはつかない方がいいと判断する。

「オレリアン革命軍政府が、エーデルクライン王国に会談を申し込んでいるの。わたしが仕えているフレデリカ王女が、会談に臨のぞむ陛下のために情報が欲しいと仰おつしやったの」

　ちらりと、グスタフが嫌な顔をした。

「そうか。でも、なんで王女様の犬みたいな事やってんの？　シュバルツノイマン党の党員が」

　フレデリカは必死に、今まで聞いたグレーテルの言葉を心の中で嚙かみ砕くだく。

（彼女は国の形を変えたい。けれど革命が賢い方法だとも思っていないし、国王暗殺なんて、もってのほかと思っている。その彼女が、オレリアン革命軍政府との会談をうまく切り抜ぬけろと言いたげだったのは、彼女もオレリアン革命軍政府の介かい入にゆうをよしとしていないから）

　それは、なぜか。グレーテルの思考を推測する。

「国の形を変えたいという思いは、前と同じ。でも、わたしたちがエーデルクラインの形を変える前に、オレリアンからちょっかい出されて、わたしたちの望む形にならないのは困るわよね。そのためには今回の会談は、エーデルクライン側が、うまくオレリアン側をかわす必要があるの」

「なるほどね」

　暗い廊下の先には小さな扉があった。そこを開くと、地下へ続く、岩がん盤ばんをくりぬいたような細い階段が現れた。

　階段を下りきった先は四角く切り取られた出入り口で、その向こうは広めの空間になっているらしい。揺ゆれるランタンの明かりと、密ひそやかな話し声が聞こえてくる。おそらく数十人の人間が集まっている。そんな気配だ。石の階段を下りながら、グスタフは肩かたをすくめる。

「オレリアン革命軍政府については、すこし聞いてる。でも俺よりも、シュバルツノイマン党の代表に訊いた方が詳くわしい。彼のところには、いろんな情報が集まる。ちょうど今日、彼は出席してるしな。グレーテルは、まだ会ったことなかっただろう」

「代表だと？」

　背後からついてくるイザークの瞳ひとみが、仮面の奥で鋭く光る。グスタフは眉まゆ尻じりを下げる。

「おいおい。俺を見み逃のがしたあんたのことを信用してるから、ここに招いたんだぜ。代表を密告とか、妙みような真似まねはしないでくれよ、アフリアさん」

「するつもりはない。ただ、興味がある。十五年以上も前から、エーデルクライン国内で啓けい蒙もう思想を広めようとしてきた人物だからな」

「知ち識しき欲よく旺おう盛せいな爺じいさんさ、俺に言わせればね」

　階段を下りきると、地下の空間に出た。

　粗そ末まつな椅い子すが並び、それに三十人ばかりの男女が座っている。その正面に向き合うように座るのは、老木のようなしなびた印象の老人。

　フレデリカは思わず声が出そうになり、慌てて両手で口を押さえた。

　イザークも足を止め、息を吞のんだ気配がした。

「あれは……！」

　押さえた手の下から、震え声が漏もれ出た。

　それに呼応するように、イザークが呟つぶやく。

「……ヘルトリング公こう爵しやく。本のブーフ天使エンゲルの末まつ裔えい」

　自分の目が見ているものを、フレデリカは信じられなかった。

　地下の空間は換かん気きが悪いらしく、その場に踏ふみこむと息苦しかった。全身を包むような熱気が蒸むれている。そのせいだろうか。部屋の最さい奥おうに座る老人の姿が、はっきり見えない。それともこれは、フレデリカが動どう揺ようしすぎているから、視点が定まらないのか。

「自分たちで自分たちのことを決めるなら、代表なんぞ必要ねぇでしょうが」

　集まった中の一人が、質問をしていた。するとヘルトリング公爵が、枯かれ枝のような人さし指を横に振ふる。

「いえいえ。必要です。ボートにたくさんの漕こぎ手が乗り、思い思いの方向に進もうとしてもボートは進まない。みんなの意思をまとめ、同じ方向に進む舵かじ取とり役が必要です」

「それって、王様と同じになっちゃうんじゃない？」

　若い女の声が問うと、ヘルトリング公爵は頷うなずく。

「左様。立場は似ています。が、決定的に違ちがうのは、その舵取り役は漕ぎ手全員の中から、漕ぎ手全員の意見で決められるのです」

「でも全員が同じ人を選ぶとは限らないよな」

　誰だれかの呟きに、ヘルトリング公爵は答える。

「そこが難しい。全員一いつ致ちが望ましいが、そうはいかないのが現実。だから多数決になる。そうすると少数意見の者は、不満です。けれどそれが結果と割り切って、不満を持つ者は諦あきらめる。また多数派の者は、少数派の不満をどれだけ減らせるのかに、腐ふ心しんするべきなのです」

「めんどくさいねぇ」

「そう、めんどくさいのですよ。統治支配というものは」

「だったら、王様にやらしとけ！」

　誰かの軽口に、どっと笑いが起きる。

　場の中心にいるのは、間違いなく六公爵の一人。本の天使の末裔、ヘルトリング公爵。

（ヘルトリング公爵が。天使の末裔が、シュバルツノイマン党代表。啓蒙思想家）

　頭の芯しんがずきずきする。

　知ってしまった事実が、事実と分かっていても、すぐに心に受け入れがたい。

（公爵がなぜ？　王国に仇あだなす者に？）

　そこまで考えたが、ふと、違い和わ感かんを覚える。人々を前ににこやかに話す老人には、王国に牙きばを剝むこうとするような、ぎらついた野心や不満が見えない。ただ良い話を聞いたので、みんなに教えているという雰ふん囲い気きだ。聖教会の司祭たちが、神の威い光こうを語る顔に似ている。

（仇なす者ではないのかしら？　王国に仇なすのではなく、単純に、啓蒙思想を良きものとして広めたいだけ？　ということは、彼こそ本物の啓蒙貴族）

　ヘルトリングと人々のやりとりを耳にしながら、混乱する頭で考えていた。

（ここでグレーテルとして、ヘルトリング公爵から情報をもらうべきだろうか）

　助けを求めるように、無意識にイザークの上着の袖そでを摑つかむ。

　イザークはその手の甲こうに触ふれ、安心させるように撫なでてくれる。そして、

「どうする」

　と、囁ささやき問う。

（ここでグレーテルとしてオレリアンの情報を聞き出すことは、できるかもしれない。でもヘルトリング公爵がシュバルツノイマン党の代表者なら、オレリアンの情報のみならず、もっと大切な情報を握にぎっている可能性が高い。グレーテルとしてそれらの情報を引き出すのは、簡単かもしれない。けれど……それでは、そんな情報を握っている人物を、王女のフレデリカは掌しよう握あくできないまま。それは、次期国王としてあってはならない事態のはず）

　シュバルツノイマン党は、国王暗殺や王女暗殺には荷か担たんしていない。それが原因で、カルステンス侯こう爵しやくと袂たもとを分かつことになったらしいのだ。

（ヘルトリング公爵には、わたしに対する害意がない。ということはきっと、王女として、ヘルトリング公爵と向き合うことは可能）

　動揺で青ざめてはいたが、声は意外にはっきり出た。

「イザーク。わたし、帰ります」

「どうするつもりだ」

「向き合います。本物の、わたしとして」

　一いつ瞬しゆん、それでいいのだろうかと自分を疑う。

　国王代理になった今のフレデリカは、ひとつの決断が、重大な事態を引き起こしかねない。

　忍しのび寄ろうとする不安を、フレデリカは強く頭かぶりを振って追い散らす。

「グスタフ。ごめんなさい。帰るわ」

「どうした」

　不ふ審しんげな彼に、フレデリカは引きつった笑えみを返した。

「代表があの方なら、ここで問うよりも宮きゆう殿でんで問うわ。そのほうが時間も作れる。ありがとう、またね。グスタフ」

　フレデリカはイザークと共にきびすを返し、石の階段を急いでのぼった。グスタフのもの問いたげな視線は感じたが、ふり返らなかった。

　背後から、シュバルツノイマン党の党員たちの話し声が聞こえている。
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「殿でん下かは、大だい丈じよう夫ぶだろうか」

　天使宮のフレデリカの居室で、天秤のヴアーゲ天使エンゲルの末裔ミュラー公爵は嘆たん息そくした。彼の座るテーブルの前には、埃ほこりっぽい紙束が山積みされていた。それはフレデリカたちがザッハ城から持ち帰ってきた、カルステンス侯爵の手紙類だった。

「シュルツが付き添そいですから、平気ですよ。しかも見た目、グレーテルだし。閣下ってば見かけによらず、お茶ちや目めさんな心配性しようですよね」

　テーブルを挟はさんで座るユリウス・グロスハイムが、いつもの吞のん気きな笑顔で言う。

「グロスハイム。前々から思っていたが、おまえは時々、わたしを馬ば鹿かにしてるか？」

「まさかぁ、閣下を馬鹿にしたりしてませんよ。シュルツのことは、馬鹿にしてますけど」

　しかしユリウスの態度は、自分にもイザークにも同じに思える。ということは、結果ミュラーも馬鹿にしているのではないかと、疑念を抱いだく。

　ミュラーの疑ぎ惑わくの目を気にする様子もなく、ユリウスはテーブルの紙束に手を伸のばす。

「さてと。僕たちは、僕たちの仕事をしましょうか」

　フレデリカとイザークがカウスマン商会へ行っている間、ミュラーとユリウスは、ザッハ城から持ち帰った手紙や書類を調べることになっていた。

　たいした収しゆう穫かくがないと予測できても、新しく出てきた証しよう拠こ品はつぶさに調べる必要がある。

（殿下は、オレリアン革命軍政府の情報を、なんらか持ち帰られるだろうか）

　不安半分、期待半分だった。オレリアン革命軍政府との会談が、七日後に開かれる。その時に情報がなければ、フレデリカを丸まる腰ごしで敵の前に放ほうり出すようなものだ。

（いや、殿下を信じよう）

　常つね日ひ頃ごろのフレデリカは、たおやかで優やさしく可か憐れんで、とても外交などできないと思える。

　けれどミュラーのことを「守るべき臣下」と口にした時の彼女には、国の代表として渡わたり合える気き概がいがあるように思えた。だからミュラーは六公こう爵しやくの合議で、フレデリカを国王代理にするべきと強きよう硬こうに主張した。それが正しいと信じた。

　ミュラーはユリウスに倣ならって、メモのような紙切れを手に取った。その時だった。居間の扉とびらが開き、イザークとフレデリカが入ってきた。

　意外なほどに早い帰き還かんだった。

「殿下。如何いかがなされました。なにかございましたか」

　フレデリカは青ざめ、ただならぬ表情だった。イザークが寄り添い、無言で長なが椅い子すのところまで行き、疲つかれたように座りこむ。

　イザークは仮面をはずすと、忌いま々いましげにサイドテーブルの上へと放り出す。

「閣下。急ぎヘルトリング公爵の城へ、遣つかいに行ってくれませんかね。陸軍大臣閣下を使い走りにするのは心苦しいですが、他ほかの誰だれにも知られたくないので。グロスハイムの身分であれば、明日の朝を待てと言われるでしょうが、閣下の名前であれば今夜中に連れん絡らくを取れる」

「なにがあったのだ」

「オレリアン革命軍政府の情報を最も多く握っているのは、シュバルツノイマン党の代表者でした。そしてそれは……ヘルトリング公爵です」

　フレデリカが項うな垂だれ、静かに言った。ミュラーは思わず、「え」と声を出し、その後、馬ば鹿か馬ば鹿かしさに軽く笑ってしまう。

「なにを仰おつしやいます殿下。彼は長年王家に仕える、最年長の六公爵です。その彼が」

「事実です。シュバルツノイマン党の集会に参加している姿を、そして人々に様々な教えを授さずけているのを、わたしは……、見ました……」

　項垂れるフレデリカの様子と、苦い顔のイザークを見れば、彼らが噓うそや冗じよう談だんを言っているのではないとわかる。ミュラーは絶句した。

「まさか」

　ユリウスが「へぇ」、と面おも白しろそうな声を出した。

「そうなんだ。まあ、でも、ありえるのかな？　ヘルトリング公爵は啓けい蒙もう思想について、昔から研究していた。その研究の中で啓蒙主義に傾けい倒とうしていっても、不思議じゃないのかな？　なにしろ、エーデルクラインの指折りの知識人だしね」

　事実を楽しむような調子で言うと、ユリウスは微笑ほほえむ。

「ミュラー公爵閣下と一いつ緒しよに、僕が行くよ。僕がヘルトリング公爵を捕つかまえてあげるよ」

「いえ、違ちがうの。待って、ユリウス。捕まえたいんじゃない。ヘルトリング公爵と話し合いたいの。だから公爵が城に帰ってきたら、月宮の書庫に来て欲しいとお願いして。わたしが直接会って、話し合いたいの」

「賛同いたしかねます。相手はシュバルツノイマン党です」

　ミュラーの声に、ユリウスも肩かたをすくめる。

「僕も閣下と同感」

「シュバルツノイマン党はカルステンス侯爵と相あい容いれないと、離はなれたのよ。だから国王陛下やわたしへの害意は、ないはず」

「でも、なんで話し合いなんかするの？」

「彼がオレリアン革命軍政府の情報を、たくさん握っている可能性が高いから」

「じゃ、捕まえて拷ごう問もんしちゃえば？　得意でしょ、シュルツ」

　ユリウスが水を向けると、イザークが嫌いやな顔をする。

「まあ、色々知ってる」

「駄だ目めです！」

　フレデリカは、思わずのように立ちあがった。

「力ずくでなんて、駄目です。ましてや害意のない相手です」

「しかし殿下。オレリアン革命軍政府の情報を持っていながら、ヘルトリング公爵は、そんな素そ振ぶりはしませんでした。彼は、……殿下に協力するつもりはないかと」

　ミュラーは内心、ユリウスの主張する拷問が最も手っ取り早いとも思った。だがフレデリカは、きつい目で三人を見回した。

「駄目です。三人とも、止やめてください。わたしが話し合います。ヘルトリング公爵がわたしに協力的でないのは、きっとわたしを、信用してくださっていないから。害意がない方に、信用されない。だったら拷問する。そんなことをやっていたら、わたしは自分が王様になった時、数え切れない人を拷問しなくてはなりません。そんなの嫌です。お願いです、わたしはそんな王様にはなりたくないんです」

　沈ちん黙もくが落ちた。

　イザークは苦い顔をし、ミュラーは戸と惑まどった。ユリウスだけがビックリしたように目を丸くしていたが、徐じよ々じよに目がとろけるような甘さをたたえると「……ああ」と、微かすかに声を漏もらした。

「お願いです」

　再度、フレデリカは口にした。するとユリウスが、口元に微び笑しようを浮うかべる。

「わかったよ、フレデリカ。じゃあ、ミュラー公爵閣下。ヘルトリング公爵の城へ行ってください。フレデリカ王女殿下がお呼びです、と」

　ふり返ったユリウスに、ミュラーは渋しぶい顔をした。

「しかし、グロスハイム」

「行ってください、閣下。王女殿下のご命令です」

　微笑んで告げたユリウスの目は恍こう惚こつとしているようでありながら、目の奥に、ぎらぎらした凶きよう暴ぼうなものが潜ひそんでいる気がした。一いつ瞬しゆん、ミュラーはぞっとした。

（グロスハイムは、こんな目をしていたか？）

「お願いします。ミュラー公爵」

　フレデリカに再度頭をさげられ、ミュラーも頷うなずかないわけにはいかない。

「……わかりました」

　ミュラーは天使宮を後にして、ヘルトリング公爵の城を目指した。




　　　　[image: ]




　様々な事実を頭の中で整理しようとするように、フレデリカはまた長椅子に座りこんでいた。一点を見つめ、じっと物思いにふけっている。

　ユリウスがフレデリカの沈黙を乱さないように静かに、イザークの耳元に囁ささやく。

「どうするつもりなの君。ヘルトリング公爵が月宮に来たら」

「フレデリカが話し合いをすると言ってる。彼女の身を守れる距きよ離りで、見守るしかない」

「そうだね。じゃあ、僕も行くよ」

「ヘルトリング公爵を襲おそう気か？」

「襲わない。だって、フレデリカが止めろと言っただろう？」

　微笑んだユリウスの目を見て、イザークは絶句した。彼の目に、奇き妙みような恍惚感を見たからだ。

「ずいぶん素す直なおにフレデリカの命令をきくじゃないか、グロスハイム。狂きよう犬けん返上で、忠犬になる気か？」

「いつもながら失敬だね、君。狂犬でもないし、まして忠犬になんかならないけれどね、僕は。ただ僕たち三人の意見に逆らうフレデリカなんか、初めて見たからさ」

　ユリウスは微笑した。美しい緑の瞳ひとみが異様に輝かがやいていた。
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　雪が降ろうかという冷え切った夜の空気は澄すんでいて、星は鋭するどく瞬またたいていた。

　リリエンシルト宮きゆう殿でんの奥まった場所にある月宮は、書物や絵画などの美術品を管理鑑かん賞しようするために利用される建物で、昼間でもひとけはない。だからこそ月宮の地下倉庫には、半分ミイラになった女の幽ゆう霊れいが出るとか、そんな怪かい談だんめいた話も囁かれる。

　真夜中を過ぎた月宮の書庫は、埃ほこりっぽくてかび臭くさく、古い書物の隙すき間まから、それをめくった人の怨おん念ねんがしみ出してきそうな気味悪さだ。円形に作られた部屋は二階部分まで吹ふき抜ぬけ。二階部分には、壁かべに沿ってぐるりと通路が巡めぐらされ、そこから階下を見下ろせる。

　一階の中央には、書物閲えつ覧らん用の樫かしの机。

　書物を保護するために窓がないこの部屋に、フレデリカは燭しよく台だいを持ち込み、机の上に置いた。

　揺ゆれる炎ほのおを見つめ、にやりとする。天使のごとき麗うるわしき王女、フレデリカの姿に戻もどっていても、下から蠟ろう燭そくの火で照らされてにやりと笑うと、さすがに迫はく力りよくがあった。

　イザークの協力で、フレデリカは王女フレデリカの姿に戻っている。

「すごく、ときめく。なんて雰ふん囲い気きたっぷり……うふ。魔ま術じゆつ師しの本でも見ちゃおうかな」

　今から数時間前、ミュラーが天使宮に戻ってきた。ヘルトリング公こう爵しやくは真夜中過ぎに城に戻る予定らしかったので、帰城したら必ず月宮に参上するようにと、伝言をしてきたという。

　国王代理のフレデリカの命令なので、ヘルトリングは来ざるを得ないはずだった。

　博識で落ち着いた老人と向かい合い、フレデリカはどのように話を切り出すか考えあぐねていた。それでも、大好きな不気味な書庫にやって来ると、なんだかうきうきして、ちょっと元気が出た。

　イザークとユリウスが、書庫の近くに待機している。それも心強い。

　暫しばらく待っていると、書庫の扉とびらがノックされた。「どうぞ」と答えると、小こ柄がらでしわくちゃな老人が、ゆっくりと室内に入ってくる。

「失礼いたします、殿でん下か。こんな夜分にお呼び出しを頂くとは、思いもよりませんでした。年寄りは、夜が早はようございますからな」

　真夜中の呼び出しを暗に批難する言葉に、フレデリカは素直に謝った。

「申し訳ありません、ヘルトリング公爵。けれど公爵は今夜は夜よ更ふかしされているようだったので、問題ないと思いました」

　ヘルトリング公爵の濁にごった目が、わずかに鋭くなる。

「殿下は、この年寄りの生活にご興味がおありか」

　まどろっこしかった。老ろう獪かいなヘルトリング公爵相手に言葉を弄ろうしても、全すべてが、いなされそうだ。

（わたしは、この人から情報が欲しい。そのためには、この人がわたしに、情報を渡わたしてもいいと思わなければ駄目だ。遠回りしていては、相手に不信感を抱いだかせる）

　イザークと信しん頼らいを結んだときのことを思いだす。フレデリカは絶望して混乱し、思いのままをぶちまけて泣いた。けれどそれが結果的に、イザークの信頼を得ることになった。

（相手が敵でないなら、真実を話すべき。本当のことを。わたしが、思ってることを）

　姿勢を正し、フレデリカは老人の目を見つめた。

「はい。あなたは、シュバルツノイマン党の代表者ですから」

「……ほぉ。……御ご存ぞんじでしたか」

　ヘルトリング公爵は、まるで驚おどろいたふうもなく言うと、ハンカチでも捜さがすような素振りで、ゆっくりと懐ふところを探さぐる。

「まあ、急な真夜中の呼び出しですからな。それなりに重大事だとは思っていましたが、そのことですか。して、その事実を、他ほかに誰だれが知っておりますかな」

「ミュラー公爵と、第一騎き士し団団長のユリウス・グロスハイム。そしてわたしの従者の、アンドレ・アフリアが知っています」

「ミュラー公爵が知っているとなれば、もはや逃にげられませんな」

　淡たん々たんと言うと、ヘルトリングは上着のポケットから小さな瓶びんを取り出した。蓋ふたのコルクを抜くと指先で摘つまんで、蠟燭の炎にかざす。

「それは、なんですか」

　身構えて眉まゆをひそめるフレデリカに、老人は笑った。

「怖こわがらなくてもよろしゅうございます、殿下。ただの毒薬です」

「毒!?」

　一歩足を引くが、ヘルトリングはそれを自分の顔の前に持ち上げる。

「大だい丈じよう夫ぶです。この老いぼれが、楽に死ぬためのものですから」

　その意味を察し、フレデリカは青ざめた。

「なにを言っているんですか、止やめてください」

「これだけは申し上げておきましょう、殿下。わたしはシュバルツノイマン党の代表ですが、新しい考えや社会の構造が、エーデルクラインにとって有益だと信じているだけです。大陸で流行を始めた啓けい蒙もう思想を知る必要があると、学んだのがわたしの運の尽つきでしょう。すっかりその思想に傾けい倒とうしてしまった。しかし二十年も隠かくしおおせていたので、油断していたのでしょうかな。我ながら、うかつなことだ」

　淡々と、ヘルトリングは言う。彼がこれほど準備万ばん端たんに、自ら始末をつける方法を考えていたことが衝しよう撃げきだった。それほど、彼は用心していたのだ。

「シュバルツノイマン党代表者となったときから、覚かく悟ごはしておりましたからご心配なく。もし露ろ見けんした場合は、他の党員たちに累るいがおよばぬように、わたしの口を塞ふさがねばなりませんでな。わたしは、ロートタールの騎士たちの拷ごう問もんに、辛しん抱ぼう強づよく耐たえる自信はありません」

　ヘルトリング公爵が小瓶を口に近づける。毒を含ふくもうとしている。

（どうすればいいの!?　どうすれば彼を止められるの!?）

　混乱した。二人を隔へだてる机を回り込み飛びかかっていたら、間に合わない。かといって、大声で怒ど鳴なっても無理だ。ここまで覚悟を決めた、理知的な老人を怒鳴りつけたところで、彼はそんなものは想定内。フレデリカの恫どう喝かつなど耳を素す通どおりさせ、毒をあおるはず。

（どうすれば!?）

　焦あせりが頂点に達したその瞬しゆん間かん、脳のう裏りに閃ひらめく。

（わずかでも、注意を引けば！）

　閃くと同時に、フレデリカは小首を傾かしげて微笑ほほえんだ。

　うまく笑えたかどうかは、わからない。けれど躾しつけられた微び笑しようで、できるだけ内心の焦りや混乱を悟さとられないように、優ゆう雅がに笑った。

　ヘルトリングが不ふ審しんげな表情になり、一瞬手が止まる。

　その一瞬を、フレデリカは見み逃のがさなかった。

「ねぇ、おやめください。マンフリート・ヘルトリング公爵」

　この時、この瞬間、最もふさわしくない表情をフレデリカは作っていた。それは美しい微笑。

　フレデリカの笑え顔がおは、毒をあおろうとする人間を前に見せる笑顔ではない。その場の空気や流れを無視した唐とう突とつな微笑は、ヘルトリングの注意を引いた。

　そして一瞬だけ、思わず手をとめてしまったヘルトリング公爵に、フレデリカは告げた。

「そんな必要はありません、公爵。あなたを、断罪するために呼んだのではありません」

　自分の微笑と言葉が、ヘルトリングの動きを止めたことを理解した。彼を制止させ続けるために、微笑を続ける。

「あなたがシュバルツノイマン党の代表であることは、事実を知る三人以外に、広めるつもりもありません。あなたを逮たい捕ほするつもりも、シュバルツノイマン党の党員たちに手を出すつもりもありません。ただ、あなたの知っている、オレリアン革命軍政府に関する情報が欲しいだけなんです。あなたがシュバルツノイマン党の代表なら、同じ啓蒙思想をかかげる、オレリアン革命軍政府の情報を良く知っているはずです。それだけなんです」

　可愛かわいらしく、フレデリカは小首を傾げる。

　心臓は喉のどの下にあるのかと思うくらいに激しく鼓こ動どうしていたし、背中に嫌いやな汗あせが滲にじむ。

　ヘルトリング公爵の手にある小瓶を凝ぎよう視ししたいのをこらえ、あえて視線をはずし、自分はそんなことは問題にしていないと、余よ裕ゆうの態度を装よそおう。

「お考えになってください、ヘルトリング公爵。賢かしこいあなたなら、おわかりになるでしょう。断罪するつもりならば、こんな真夜中にこっそり呼び出すなんてしません。公おおやけの場に呼び出して、周囲を固め、あなたが逃げられないようにします」

　小瓶を持つヘルトリングの手が、ゆっくりと下がる。

　徐じよ々じよに下がっていく手の動きに比例して、フレデリカの中に安あん堵どが広がる。彼は、とりあえずフレデリカの話を聞く気になっている。ならば彼がフレデリカに必要なものを与あたえてくれるように、彼に対して真しん摯しに向き合うのだ。賢い彼には、きっと噓うそも策略も通じない。
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「断罪するつもりが、ないと仰おつしやるか？」

「ええ、ありません」

「なぜです、殿でん下か。あなたは今、国王代理。国に仇あだなす者は断罪する権利をお持ちだ」

「仇なす者であれば、断罪します。もしこれがカルステンス侯こう爵しやくであったなら、すぐにでもロートタール監かん獄ごくに行っていただきます。けれどシュバルツノイマン党は、啓蒙思想を説いているだけ。それは王政と相あい容いれないものでしょう。けれど国王に反対を唱えるものを全部否定したら、きっと、苦言を呈ていしてくれる大切な家臣までも否定することになるでしょう。対立する意見にも、耳を傾かたむける必要はあります。わたしは、あの落馬事故のあとに、たくさんのことを知りました。だからそう思います」

　グレーテルはフレデリカのことを、馬ば鹿かだと言う。馬鹿だと言われれば落ちこむが、なるほど、自分は馬鹿だったと気がつく。

　それはとても、大切なことのような気がする。

　苦言を呈してくれる人こそ、貴重なのだ。

　ヘルトリングは、ほぉ、と興味を引かれたように目を輝かがやかせた。そして小瓶を机に置く。

「殿下。殿下はあの落馬事故以降、なにを見聞きなされたのか？　なにを思われたのか」

　唐突な質問に、目を瞬まばたく。しかし彼がその答えを聞きたがっていると直感し、正直に答えた。

「わたしは悲ひ惨さんな状態の町があるのを見ました。貧しいのに、人に可能な限り優やさしくしてくれる人に、パンをもらいました。可愛い兎うさぎを夕ご飯にするという子供に可哀かわい相そうだと言ったら、その子供が変だと言いました。食べなければ死ぬのだから、可愛くても食べなきゃならない。そのぶん食べる命に感謝するのが、自然の摂せつ理りだと。わたしは庶しよ民みんが、子供でさえ知っている、生きることの根本さえわかっていませんでした。いつどこでそれを体験したのかは、詳くわしく申し上げられません。でも、体験したのです。だから己おのれが、とても愚おろかだということを知りました。けれどわたしは愚かでも、わたしと、わたしの友だちのために、良き王になりたいと決心してしまいました。だから、すこしでも賢くなって、良き王になりたいんです」

　机の上に置かれた小瓶に手を伸のばし、フレデリカは自分の方へ引き寄せた。

「わたしは、ただ情報が欲しいだけなんです。だからこんなものは、お使いにならないでください」

　ヘルトリングは、フレデリカを見つめていた。値ね踏ぶみされているような沈ちん黙もくの中、それでも黙だまって耐えていた。すると彼は、ふいに柔やわらかな表情を見せた。

「よろしかろう、殿下。オレリアン革命軍政府の情報でしたな」

　告げると彼は、机の小引き出しを開けて中を探る。そして何枚かの紙を見つけると、机の上にあった羽ペンを手に文字をしたためる。

「オレリアン革命軍政府の中心人物は、五人。そのなかで外交に乗り出してくるとすれば、このシャルル・オジエでしょう。小ずるい男です。そして彼らの思想は、『民衆に権利を取り戻もどす』という所で止まっており、そこから先、どのように民衆自身が国を統治する組織を組み立てるか、固まりきっていないのが実情。しかし革命に参加した者たちから突つき上げられ、彼らは困ってる。エーデルクライン国王との会談を申し込んできたのは、おそらく、借金の申し入れが目的でしょう。ごたつく国内を、金でなんとかしようという算段ですな」

「やはりお金ですか。そして、シャルル・オジエという人が」

「お気をつけなさい殿下。相手は今までの王国同士では常識と思われている、遠えん慮りよや配慮や、良識は、持ち合わせていません」

「どういうことですか」

「今、国王陛下が実質不在です。エーデルクライン国内がごたついていると知れば、豊かな国境付近の町の一つ二つ、こちらに寄こせと言ってきかねない」

「まさか。戦争をしているわけでもない、お互たがいに反目しているわけでもないのに。突とつ然ぜんに？」

「国内が苦しいから、隣となりのものを一つ二つ、奪うばおう。稚ち拙せつな国とは、そういった短たん絡らく的思考で動きがちです。ご用心なさい」

　ヘルトリングは机の上を滑すべらせて、人名を書いた紙をよこした。

「念のため五人の指導者の名前と、性質や思想を書いておきました。そしてわたしが予測する、彼らの要求や出方」

「あ……ありがとうございます。本当に……感謝します」

　心底、ヘルトリングが死ななくて良かったと思う。

（オレリアン革命軍政府は、想像以上に厄やつ介かいな相手）

　紙を両手にとると抱だきしめて、頭をさげた。

「感謝いたします。公こう爵しやく」

「殿下は、すこし変わられましたな。殿下のお役に立てれば……これも、差しあげましょう」

　ヘルトリングは目を細め、懐ふところを探さぐると、古びた封ふう書しよを一つ取り出す。

「これは？」

「カルステンス侯爵かもしれぬ人物が生きているだろうと、ミュラー公爵は合議で口にしました。実は、わたしも疑っておりますよ。何者かが陛下を襲しゆう撃げきし、また殿下にも害意を抱いだいているのは事実。その何者かは、過去にカルステンス侯爵を騙かたった、六公爵の誰だれかではないかと……。ただ、わたしには真実はわかりません。それでも、わたしは五年前まで、カルステンス侯爵と時折顔を合わせて啓けい蒙もう思想を語る仲でした。彼は絶対に仮面をはずさず、声も、わざとくぐもったふうに喋しやべっていたから、彼が六公爵の中の誰だったかは分かりません。が、当時、十五年……いや、正確には十七年前、彼が私的に書いた恋こい文ぶみをここに持っています。彼が落としたものを拾いました」

　意外な単語が、ヘルトリングの口から飛び出した。

「恋文ですか？」

「左様。彼の思想が歪ゆがみだしたのは、この手紙を拾った頃ころからでしたな。それから一、二年後にはあからさまに、王族の暗殺を口にするようになった。この手紙は彼に返すべきでしたが、野や蛮ばんなことを口にする彼と話をしたくなかった。暗殺だ王政転てん覆ぷくだと口にするので、嫌いや気けがさしましてな。徐々に疎そ遠えんになり、結局五年前、喧けん嘩か別わかれしてそれきりでした。彼は陛下の暗殺の暴挙に出て、露ろ見けんし、投とう獄ごくされた。ロートタールに投獄されたカルステンス侯爵を一度見み舞まいに行きました。だが彼は、わたしのことなど知らぬようでした。投獄されたのは、わたしの知るカルステンス侯爵とは、別人でした」

（二人のカルステンス侯爵）

　フレデリカたちは、その事実に気がついたばかりだった。そのことをヘルトリングがずっと前から知っていたことは驚おどろきだったが、彼がその事実を口にできなかった事情も理解できる。

「陛下にも殿下にも、お教えできず申し訳なかったとは思います。特に、陛下が無残に襲撃されたので……」

「できれば正直に話して欲しかったです。けれど陛下に打ちあけてしまったら、断罪されたでしょうから……。よい、とは言えません。けれど、あなたの立場は理解できます」

「わたしが知っていたカルステンス侯爵は、きっと生きています。そして未いまだに暗殺だのを考えているのでしょう。これが殿下のお役に立てばと思います。お受け取り下さい」

「読んでいいですか？」

「どうぞ。そのために、お持ちした。わたしが死んでも、これは殿下にお渡わたしするべきだと」

　手渡された封ふう筒とうから手紙を取り出し広げると、乱れた文字が並んでいた。それは愛いとしい人が別の男へ嫁とつぐと知った絶望を綴つづったものだ。署名はなかった。だが宛あて名はあった。

　宛て名を目にして、フレデリカは驚き、片手で口を覆おおう。

「これは！　ヘレネ・ザイツとは。わたしのお母様のこと!?」

　カルステンス侯爵が「あなたが嫁ぐのが、なによりつらい」と告げている相手は、フレデリカの母王おう妃ひだ。

「なぜ、カルステンス侯爵がお母様に」

「わかりませんな。ただ、それが事実十七年前に書かれた、カルステンス侯爵の手による手紙であるとしか、申し上げられません。殿下のお立場であれば、その手紙を書いたカルステンス侯爵が何者であったか、知ることができましょう」

　嬉うれしいような怖こわいような悪お寒かんが、背筋を駆かけあがる。

（これは……）

　手紙を持つ指が震ふるえた。

（これで、カルステンス侯爵の正体がわかる）







「カルステンス侯こう爵しやくの正体が、わかるかもしれません。すぐに王宮へ向かいます。一いつ緒しよに来てください」

　ヘルトリング公爵が月宮から去ると、フレデリカは書庫を出た。そして控ひかえていたイザークとユリウスに一言告げると、早足に王宮に向かう。

「なんなの？　フレデリカ。どういうこと？」

「ヘルトリング公爵から、情報があったのか」

　交こう互ごに問うユリウスとイザークに、ヘルトリングから渡されたオレリアン革命軍政府に関する情報を記した紙を差し出す。

「オレリアン革命軍政府の要人の情報と、彼らの思おも惑わくを推測したものをもらいました。それと、もう一つ。これをご覧下さい」

　続けて、封書を渡す。

「署名がありませんが、それは十七年前、カルステンス侯爵が書いた手紙だそうです。ヘルトリング公爵が保管していました」

　彼らは歩きながらそれに目を通し、驚きの表情になる。

「王妃様への熱ねつ烈れつな恋文だね、これ」

　ユリウスが呆あきれたように言う。イザークが訂てい正せいする。

「いや、正確にはヘレネ・ザイツへの恋文だ」

「こんな手紙を書くからには、お母様が陛下とご婚こん約やくなさる前に、熱烈にお母様に愛を伝えた方がいたのではないかと。その方がきっと、その手紙を書いた方。カルステンス侯爵を名乗っていた、もう一人の人物」

「なるほど。王妃様がその男を覚えていれば、カルステンス侯爵が何者かわかるってわけだな」

　イザークの目が光る。

「はい。ですから、これからすぐに、お母様に会いに行きます」

　王宮に辿たどり着くと、寝ねずの番の侍じ従じゆうは驚いていた。しかし母王妃の様子が心配になって、夜中にもかかわらず来てしまったと告げると、侍従は涙なみだぐんだ。王妃は自室で休んでいるが、侍女の話によると、眠ねむることもできずに長なが椅い子すにぐったりしているという。

　イザークは王宮の外で、そしてユリウスはサロンで待たせ、フレデリカは侍従の案内で母王妃の居室に向かった。

「お母様」

　控えめなノックと共に声をかけて入室すると、窓辺の長椅子に臥ふせていた母王妃ヘレネは、物もの憂うげに体を起こした。その弱り切った気配にどきりとする。

「ご無理なさらないで」

　駆け寄って床ゆかに跪ひざまずくと、母王妃の手を握にぎる。

「ありがとう、フレデリカ。あなたこそ大だい丈じよう夫ぶなの？　グロスハイム公爵から、あなたが国王陛下の代理になると聞きました。あなたが心配で」

　こんな時ですら娘むすめを案じる心に、目め頭がしらが熱くなる。

（こんなに、おやつれになっているのに）

　フレデリカの方が、よっぽど元気に動き回っている。

（わたしこそ、お母様を案じなければ）

　今まで父国王も母王妃も、フレデリカを守ってくれる絶対的に強い存在だった。けれど今、国王は意識不明で、母王妃は衰すい弱じやくしている。父よりも母よりも、フレデリカが一番元気なのだから、自分が、父や母の分もしゃんとしなければならない。そんな思いが強くなる。

「わたしのことは、お気になさらないでお母様。大丈夫です。大丈夫だから、国王陛下の代理を申し出たのですから。お母様こそ、おつらそう。無理にでもお休みになってください」

　弱々しい母王妃の手をそっと引きあげて立たせると、次の間の寝しん室しつのベッドへと導く。促うながされるまま横になった母王妃の手を、フレデリカは両手で優やさしく包みこむ。

「お母様が元気でないと、わたしも心配です。だから、わたしのためにもお休みくださいね」

「ありがとう、フレデリカ。なんだか……不思議ね」

　母王妃は疲つかれた顔で苦く笑しようすると、手を伸のばし、フレデリカの頰ほおに触ふれる。

「陛下がこんな状態の時、真っ先にあなたの心配をしてあげようと思うのに。あなたの方が、わたしを心配してくれるなんてね。大人らしくなったのね、フレデリカ」

「王位継けい承しよう者しやとしてお披ひ露ろ目めもされましたもの。もう、十六歳ですし」

「そうね。なんだか陛下といるみたいで、ほっとするわ。あなたも十六歳なのね。わたしが、陛下に嫁いだ歳としと同じ」

「ええ。お母様」

（嫁ぐ……）

　この話の流れでいけば、母王妃が嫁ぐ前のことに話を向けても、不自然ではないだろう。フレデリカはその話を聞き出すために来たのだ。しかし弱り切った母親の手を握っていると、話を引き出そうとすることが後ろめたい。

（でも……訊きかなければ）

　カルステンス侯爵の正体を知ることは、父国王のためであり、自分のためであり、そしてイザークのためでもある。

　意を決し、母王妃の手を強く握る。

「お母様は嫁がれる前に、恋こい人びとはいらしたの？」

　慰なぐさめるための軽口と思ったらしく、母王妃はふふっと、無理に笑ってくれた。

「まさか。あなたと同じで、初うぶでしたから」

「好きと言ってくださる男性は、いなかったの？」

「そうね……一人いらしたわ。でもそのお方も若い頃ころの、気の迷いでしょうから。名前を出したら、その方にお気の毒」

「こっそり、わたしにだけ教えてくださらない」

「駄だ目めよ」

「教えて欲しいんです。駄目ですか？」

「そうね。では、あなたの好きな人が誰だれか教えてくれたら、教えてあげるわ」

「え？　わたし、好きな方なんて」

「お母様の目は誤ご魔ま化かせないわよ。あなた、近ちか頃ごろ少し変わったわ。大人らしくなったし。そんな時は恋をしている時よ」

　目が泳ぐ。

（好きな方）

　その単語を反はん芻すうしただけで、なぜか頰が熱くなる。

（好きな人なんて、わたし、いない……）

　心の中で言い訳がましく言ってみる。けれど母王妃には、フレデリカが恋しているように見えるという。なぜそんなふうに見えるのだろうか。

「わたし、恋なんて知りません」

「では、気がついていないのかしら。恋っていうのはね、その方のことを思うと胸がどきどきしたり、甘く痛んだりするの。その方の姿をつい目で追ってしまったり、ふとした仕草にぽうっとなったり。そんなお方が、あなたの側そばにいるのではないかしら？」

「あ……」

　そう言われただけで、フレデリカの胸の中がずきんと甘い痛みを感じたのは、イザークを思い出したからだ。母王おう妃ひが口にした全部が、自分がイザークに対して感じるものだ。

（……恋）

　その単語を思うだけで、恥はずかしさにいたたまれない。俯うつむいてしまった。

（わたし、イザークに恋しているの？　グレーテルが、彼を好きだと知ってるのに。グレーテルが望めば、彼がグレーテルに恋する魔ま法ほうを見つけたいとまで言ったくせに）

　耳まで熱い。自分があの美しい魔術師に恋している事実が、申し訳なくて、恥ずかしい。

　けれど彼に抱いだく感情に「恋」という明確な名前を与あたえられてしまったら、恋に間ま違ちがいないと実感する。

（わたし、イザークに恋を……）

　フレデリカはイザークのことが、好きでたまらないのだ。きっとそうなのだ。

「ね、教えてくれない？　フレデリカ」

「え……えっと……」

　ここでユリウスだと言えば、家いえ柄がら的に申し分ないと、即そく座ざに婚約させられそうだ。ミュラーも同様だ。そもそも、母親に噓うそをつきたくない。けれどイザークの名前を出すのは、恥ずかしすぎる。頭から湯気が出そうだ。

「え、と。それは、えっと」

「教えてくれなければ、お母様も教えないわ」

　それは困る。フレデリカはそれを聞き出すために来たのだから、恥ずかしいと言っている場合ではないのだ。意を決した。誰にも聞かれていないのだから、かまわない。

「あの……、あの。新しくわたしの従者になってくれた、アンドレ・アフリア様……あの方が、好き」

　好きと言った途と端たんに、恥ずかしさのあまり頭が破は裂れつしそうだった。

「まあ、グロスハイム家の遠とお縁えんの。あの仮面の方ね」

　母王妃は意外そうな顔をした。しかしフレデリカが真っ赤になって俯いているので、手の甲こうを優しく叩たたいてくれる。

「いい子ね。よく教えてくれたわね。嬉うれしいわ、お母様は」

「あの、じゃ……、お母様も。……教えて」

「秘密よ」

　母王妃は、声をひそめて囁ささやく。

「ローデリヒ・シュタインナッハという方」

　聞いたことのない名前だ。母王妃は微び笑しようする。

「そのお方、ずっと幼い頃からわたしを好きだと言ってくれて、小さい頃は、二人で結けつ婚こんしようなんて申し合わせていたのよ。ロマンチックでしょう。けれどそのお方は、お家のために、さる公こう爵しやく家の姫ひめ君ぎみとご結婚されたの。でも結婚した後ですら、わたしのことを気き遣づかってお手紙を下さってたわ。さすがにわたしが陛下と婚約してからは、誤解されては困るからって、お手紙のやりとりもしなくなったけど」

「どちらの姫君とご結婚されたの？　今は、なにをしていらっしゃるの？」

　心臓が、強く鼓こ動どうする。きっと黒幕の名が明らかになる。国王を襲しゆう撃げきし、フレデリカの命を狙ねらう、その者の正体がわかる。

「その方はご結婚されて、天使の末まつ裔えいになられたの」

「天使の末裔？」

　母王妃は暗がりで、弱々しく微笑ほほえむ。フレデリカの手に安心したのか、ゆっくりと瞼まぶたを閉じた母王妃は、とろとろ眠ねむりに入りそうだった。そして寝ね入いる直前、吐と息いきのようにそっと唇くちびるから言葉を漏もらす。

「そう、天使の末裔よ。……血のブルーノ天使エンゲルの末裔」

　咄とつ嗟さに脳のう裏りに浮うかんだのは、ユリウスの爽さわやかな緑の瞳ひとみと、金の髪かみ。

　ユリウスと同じように───いや、彼にその美しい金きん髪ぱつを与えた、彼の父親。

（ローデリヒ・グロスハイム公爵。血の天使の末裔）

　雷かみなりに打たれたように衝しよう撃げきが走り、頭が真っ白になる。

（内務大臣グロスハイム公爵。その方が、もう一人のカルステンス侯こう爵しやく）
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　王宮から出てきたフレデリカは、青い顔をしていた。イザークはそれに異常を感じた。

　王宮内のサロンで控ひかえていたユリウスと共に出てきたフレデリカは、イザークの顔を見ても、にこりともしない。強こわばった表情のまま「天使宮へ帰ります」と一言だけ告げ、歩き出す。

　ユリウスに目配せし、「なにかあったのか。カルステンス侯爵の正体は？」と無言で問うが、彼の方も「わけがわからない」と言いたげに、肩かたをすくめた。

　なにも収しゆう穫かくがなければ、フレデリカはそう言うだろう。彼女がこんな態度なのは、きっと王妃の口から何かを聞き出せたのだ。

（その聞き出せた内容が、問題なのか）

　天使宮にはミュラーが待機していた。フレデリカが帰ってきた姿を見ると、心底ほっとしたような顔をした。だがすぐに、彼女の強ばった表情に気づいたらしい。

「殿でん下か。なにか、ありましたか」

　フレデリカは疲つかれたように首を振ふったが、いきなり、ふらりと体が傾かしぎ倒たおれそうになる。

「リミットか！」

　慌あわててイザークが抱だき留めると、案の定、フレデリカの体はぐったりして目を閉じていた。

　それと呼応するように、居間の長なが椅い子すの上に横たわっていたグレーテルの体が、ミュラーの背後で起き上がる。強ばった顔で長椅子を下り、両手を胸の前に組み合わせるようにして強く握にぎり立ちすくむ。

　イザークが本来のフレデリカの体をベッドに移す間も、グレーテルの姿をしたフレデリカは沈ちん黙もくし、動かなかった。居間に引き返して来たイザークは、さすがに声をかけた。

「フレデリカ。いったい、なにがあった。話せ」
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（なぜグロスハイム公爵が、こんなことをしているんだろう）

　あまりにも身近な人間に対して咄嗟に嫌けん悪お感かんも憎ぞう悪おも抱けず、混乱していた。

　けれど、こうやって黙だまっているわけにはいかない。

（伝えなければ）

　意を決し顔をあげ、イザークとミュラーの困こん惑わく顔を見る。テーブルの上の鳥とり籠かごにも目をやると、黒くろ猫ねこのグレーテルも期待の目でこちらを見ていた。

　最後にフレデリカは、いつものように明るい瞳のユリウスに視線を固定する。彼は、その意味深な視線に気がついたらしい。おやっというような顔をした。それでも美しく爽やかな緑の瞳は好こう奇き心しん丸出しで、カルステンス侯爵の正体を知りたがっている。

（ユリウスには、受けいれがたい事実に違いない。けれど、言わなければ）

　一呼吸置き、フレデリカは口を開く。

「カルステンス侯爵……ロートタール監かん獄ごくで獄死した、カルステンス侯爵のことではありません。もう一人、カルステンス侯爵を名乗りシュバルツノイマン党に参加し、そして五年前、国王陛下暗殺を謀はかった人物のことです。国王陛下を襲撃し、わたしにも害意を抱く人物。未いまだにカルステンス侯爵を名乗り人を集め、紋もん章しようを使い、その陰かげに隠かくれている人です。その人の正体が分かりました」

　ミュラーが身を乗り出し、イザークの目が鋭するどく光る。

「殿下。誰だれなのです、その者は」

「誰だ、フレデリカ」

　ユリウスが、無む邪じや気きに微笑む。

「誰なの、フレデリカ。教えてよ。もったいぶらないでさ」

「かつて、ローデリヒ・シュタインナッハと名乗っていらしたお方です」

　その一言に、ユリウスの笑顔が消える。

「今のお名前はローデリヒ・グロスハイム。内務大臣グロスハイム公爵です」

　イザークとミュラーが、息を吞のむ。

　ユリウスは何度か瞬く。そして、

「なにを言ってるの？　フレデリカ」

　ははっと、乾かわいた笑い声を上げる。

「僕の父上だよ、それ」

「はい」

「僕の父上がカルステンス侯爵だったって言うの？　フレデリカ。国王陛下を襲撃し、君を狙ってるって？　内務大臣で六公爵の父上が？」

「はい」

「また、冗じよう談だんばっかり」

「冗談ではありません」

　珍めずらしく、ユリウスが不快げに眉まゆをひそめる。彼は六公爵の嫡ちやく男なんとして生まれ、生まれた時から王を守る守護天使たれと教えられ続けている。常つね日ひ頃ごろ天てん真しん爛らん漫まんに振る舞まっているから気づかないが、とても誇ほこり高い一族の一人なのだ。

　その彼にとって自分の血族、しかも、自分の父親が罪人扱あつかいされるのは許しがたいことだろう。だが事実なのだ。それは変えようがない。

「冗談ならば、どんなに良かったか」

「フレデリカ、ごめんね。言いたくないけど、僕はその手の冗談は嫌きらいなんだよ。だからね、今すぐに、父上への非礼を詫わびる言葉を口にすれば、許してあげるよ」

「できません。詫びる理由がありません」

「へぇ……」

　笑うように目を細めたユリウスだったが、瞳から感情が消えた。ぞっとするような冷たい目だった。

（ユリウス？）

　これは、ユリウスではない。そう思ってしまうほど、彼の気配が変化していた。

「まだ言うの？　僕の父上がカルステンス侯爵だって、本気で言っているのフレデリカ？　失礼じゃない？　父は六公爵で、グロスハイム家は王家を守る天使の家いえ柄がらだよ？」

「けれど」

「けれど、なに？　王の後こう継けい者しやのくせに、王の代理のくせに、王の守護天使を貶おとしめるの？」

　怖こわかった。冷えた声も、無感情な瞳も、出会ったことのない人間のもののようだ。きっと天使の末まつ裔えいとしての誇りを傷つけたのだろう。彼を怒おこらせたのだ。

「グロスハイム。フレデリカは事実を告げている。それだけだ」

　危険を察したように、イザークがフレデリカの前に立ちふさがる。だが彼の背後に庇かばわれたフレデリカを、ユリウスは逃のがすまいとするような眼まな差ざしで見つめ続けている。

　ミュラーが身構えた。

「どうしたのだ。グロスハイム。落ち着け」

　ユリウスは、顔に冷たい微び笑しようを張りつかせたまま答える。

「いやですね、閣下。僕は落ち着いてますよ。とてもね。だから訊きいているんです、フレデリカに。本気で言っているの？　って。シュルツに訊いているんじゃない。フレデリカに訊いているんです」

　明るく天真爛漫なユリウスは、消えている。本来の彼はどこへ行ってしまったのかと、フレデリカは戸と惑まどう。どんなに怒ったとしても、いつもの彼ならこんな風にはならないはず。

（いつものユリウスは、いったい……）

　しかし思い出してみれば、彼は時々、いつもの彼とはまったく違ちがう目の色を見せることがあった。その度たびにフレデリカは、わずかな違い和わ感かんを覚えていた。

（もしかして、これが……こちらが本当の彼なの？　この恐おそろしい目をしている彼こそが、本当のユリウス？）

　無意識に背後に下がりそうになる足を気力で引き留めると、全身が緊きん張ちようする。ユリウスを怒らせたままにしてはおけない。彼はフレデリカの秘密を知る数少ない人物で、彼の協力なしでは、きっとこの先やっていけないと分かっていた。

「ユリウス。わたしは、事実を言っているだけよ」

「その事実の根こん拠きよは！」

　激しく問われ、びくりとした。イザークがさらに前に出ようとするし、ミュラーがフレデリカの傍かたわらに寄り添そう。

「殿下、お下がりください。グロスハイムは興奮している！」

　ユリウスの緑の瞳ひとみに、フレデリカの姿が映る。彼女だけを見ている。彼の瞳の中にある自分の姿が、一いつ瞬しゆん、まるで鏡を見るようにありありと見えた気がした。それは魔ま術じゆつ師しと陸軍大臣に守られた、怯おびえた少女だ。そう感じた瞬間、ユリウスが激げき昂こうしたのも無理はないと思えた。まるで国王代理らしくない、王位継承者らしくもない小こ娘むすめが、六公こう爵しやくを侮ぶ辱じよくしたのだ。侮辱された公爵の実子が激げき怒どするのは、当然だ。

　その時、ニャーと小さな声が聞こえた。鳥籠の中の黒猫が、フレデリカを睨にらみつけていた。その目が問いかけていた。お前は、何者なのかと。

（わたしは、国王代理。王位継承者）

　それらしく振ふる舞わなくては、きっとここでユリウスを失うことになる。そう直感し、両足を踏ふん張った。

「あなたこそ無礼です！　ユリウス・グロスハイム！」

　ミュラーの手をふりはらい、イザークの脇わきを抜ぬけ、フレデリカはユリウスの正面に立った。

「殿でん下か！」

「おいっ！」

　ミュラーとイザークが焦あせったように声をあげるが、フレデリカはユリウスと対たい峙じし、彼の瞳を見つめる。ユリウスはちらりと笑う。

「僕が無礼？」

「そうです。無礼です。讒ざん言げんならば、怒ってください。けれどわたしは、事実を口にしているだけです。わたしの母王おう妃ひが、グロスハイム公爵は若かりし頃ころ、母に思いを寄せていたと証言しました。ヘルトリング公爵の持っていた手紙を書いたのは、もう一人のカルステンス侯こう爵しやく。そして今回、国王陛下を襲しゆう撃げきした者は、陛下の外出を知り得た六公爵の誰か。となれば、グロスハイム公爵しかあり得ません！　五年前の投獄の時、二人のカルステンス侯爵の存在を隠いん蔽ぺいし、ロートタール監獄内のカルステンス侯爵に対しても、密ひそかに圧力をかけて沈ちん黙もくを要求することは、六公爵ならば可能です」

　事実をつきあわせれば、グロスハイム公爵しかありえない。それはおそらくユリウスも理解しているだろうが、彼の誇りがそれを認めないのだ。ユリウスは顔を歪ゆがめ、反論を試みようとしているようにも見えた。だが言葉は出ず、その代わりにサーベルの柄つかに手が伸のびる。

　背筋に、冷たい恐きよう怖ふが走る。

　イザークとミュラーがフレデリカの前に出ようとするが、

（駄だ目め！）

　目顔で、二人を制した。

　ここで守られる気弱な乙おと女めになれば、逆にユリウスはサーベルを抜く。そんな気がした。

　怒いかりと混乱が渦うず巻まく彼の瞳を見つめていると、彼の中にたぎる天使の血が見える。彼は、気弱な小娘なんか無情に斬きる。けれどきっと、王には従う。

「わたしは、今、国王陛下の代理です。わたしの言葉に、噓うそ偽いつわりはないと誓ちかいます。誓ったわたしの言葉を信じないのであれば、あなたこそ無礼です。守護天使は王を守るのであれば、今、王の代理たるわたしを信じ、守ってください。それが道理でしょう」

　柄を撫なでながら、ユリウスが一歩フレデリカに近づく。そして柄に触ふれているのとは逆の手で、フレデリカの頰ほおに触れた。

　毒どく蛇へびの舌先が触れたような恐怖に血の気が引くが、動かなかった。

　イザークとミュラーが声をあげようとするが、フレデリカはそれも目線で止める。

「知ってる？　フレデリカ。君はまだ、王様もどきだよ」

「……知っています」

「僕が守るのは王だ。君に王位継承権がある限りは、僕は君を守るべき対象として扱うよ。けれどいくら王位継承者でも国王代理でも、僕や僕の一族を侮辱する、王様もどきには忠誠なんか誓わない。それらしく守ってあげるけれど、あくまで、それらしく、ね。とりあえず生きてるっていう状態だけ保てば、充じゆう分ぶんだと思う」

「王様もどきかもしれませんが、わたしには、あなたの力が必要です。このまま力を貸してください。もし、わたしの言葉に噓があり、あなたの一族を謂いわれなく侮辱したと証明されれば、その時は、ユリウスがやりたいように、やればいいです」

「そう？　じゃあその時は、君の腕うで一本もらうかな？　この綺き麗れいな手を」

　指先で右の上じよう腕わんに触れ、ユリウスは嬉うれしそうに笑う。

　ぞくりとした。本気だと分かったからだ。

（きっと。これこそが、ユリウスなんだ）

　口の中が乾かわいている。

「どうぞ」

　掠かすれた声で、答えた。

　突とつ然ぜん、ユリウスはにこりと笑った。いつもの天真爛漫な笑えみだ。

「君がおかしなこと言うから、ちょっと興奮しちゃったじゃない。いいよ、フレデリカ。とりあえずは君の言うことを信じるから。外の空気を吸ってくるね」

　いつもの明るい調子で言うと、彼は早足に部屋を出ていった。

　彼が部屋を去ると、ミュラーとイザークが同時に深い息を吐はき、黒くろ猫ねこすらもほっとしたように、鳥とり籠かごの中に座った。張りつめていたものが一気に緩ゆるむと、フレデリカは自分の足が、まるで柔やわらかな綿の袋ふくろになったような気がした。くたくたとその場に座りこむ。
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　冬ふゆ枯がれのバラ園へ出たユリウスは、星の瞬またたく夜空を見あげた。自分の呼吸が白い蒸気になって散るのが見えるのは、天使宮の明かりが、うっすらとバラ園の上に落ちているからだ。

（下手へたなことをしたかもね）

　自分がフレデリカの前で見せてしまった姿を思い出し、苦く笑しようする。あんなことをすれば、あれが本ほん性しようだと、いかな鈍にぶいフレデリカでも悟さとるだろう。

　昔のフレデリカならば、ユリウスの本性を知ったが最後、怯えて彼を遠ざけたはず。

（でもフレデリカは、このまま力を貸してくれと言った）

　フレデリカのなにかが、変わっている。それを認めないわけにはいかない。だからこそユリウスは、フレデリカが謝罪しないことを許したし、また、しばらくは彼女の言葉が事実である方向で、彼女に協力することを決めたのだ。最後に「どうぞ」と、掠れた声で言われたときは、わずかに快感めいたものさえ感じた。

　事実をつきあわせれば、父グロスハイム公爵が黒幕であると考えるのが妥だ当とうだ。

　だが一方で、天使の末まつ裔えいであるグロスハイム家の一員が、そんな真似まねをしていたのだと、認めがたいのも本当だ。実直な父親であり、母が愛している夫でもある。ユリウスと、三人の妹姫ひめの父であるのだ。

　ユリウスは幼い頃から、人への愛着が薄うすい。それは家族にしても同様で、父親を心から愛し尊敬しているとは、正直言えない。事実として自分の父であり、嫌きらいな人ではない、というだけだ。だが間ま違ちがいなくグロスハイム家の一員で、誇ほこり高い血のブルーノ天使エンゲルの末裔グロスハイム姓せいを名乗っている分だけ、自分に近い存在だとは感じる。

　だからこそ、六公爵の誰だれかが黒幕であるとミュラーが推測していたときに、無意識に、父親が黒幕である可能性を除外していた。

（フレデリカの言葉が事実でなかったときは、本当に彼女の腕を一本もらう。腕の一本なくとも、生きていれば問題ない。逆にもしフレデリカの言葉が本当なら、父上の首を刎はねる）

　ユリウスは微び笑しようした。

（血の天使の末裔の、この血にかけて。グロスハイム家の名に泥どろを塗ぬった者を粛しゆく清せいする）

　どちらにしても、ユリウスは楽しめるのかもしれない。

　親しい者の血を、ユリウスは見ることになるのだろう。
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　ユリウスと向かい合った恐怖と緊きん張ちようが途と切ぎれ、フレデリカは腰こしが抜けたらしい。そして一気に押し寄せた事実を頭と心が整理しきれず、呆ぼう然ぜんとしているようだ。

（当然だな）

　イザークがそう思うのは、彼自身もまた、知り得た事実を自分の中に落とし込むのが精せい一いつ杯ぱいだからだ。

「大だい丈じよう夫ぶかよ、おまえ」

　へたりこんでいるフレデリカの傍かたわらに膝ひざをつく。

　ミュラーも心配そうに近寄ってきた。

「まさかグロスハイムが、あのような振る舞まいをするとは……。殿下。立てますか？」

「いえ……。ちょっと、無理そうです」

　その時ノックが聞こえた。同時に「ミュラー公こう爵しやく」と呼ぶ、少年の声が扉とびらの向こうからする。ミュラーは「わたしの従者です」と、安心させるようにフレデリカに告げると、扉に向かう。

「どうした。このような夜中に」

　扉を開いたミュラーの背中越ごしに、従者のお仕着せを着た少年が見えた。

「申し訳ありません。至急、ミュラー公爵のご意見を伺うかがいたいと、エアハルト公爵から連れん絡らくがありました」

「エアハルト公爵から？　なにごとだと？」

「オレリアン革命軍政府について至急、とのみ」

　真夜中に至急とは、ただ事ではないだろう。当然ミュラーもそう思ったらしく、フレデリカとイザークに振ふり向き、「行って参ります」と告げ、従者と共に出て行った。

「なにか、あったのでしょうか……」

「さあな。とりあえず、立てよ」

「先ほどミュラー公爵にも申し上げましたが、立てません。腰が……」

「世話が焼ける」

　舌打ちすると、イザークはフレデリカの体を抱だき上げた。するとフレデリカが、慌あわてたように鳥籠に目をやった。きっと鳥籠の中の黒猫グレーテルが、背中の毛を逆立てているのだろう。

　昔からグレーテルは、イザークが他ほかの女と必要以上に接せつ触しよくすると、条件反射のように凶きよう暴ぼうになる。

　フレデリカを抱いたまま、イザークは寝しん室しつへ入る。それから長なが椅い子すに下ろして寝ねかせた。

「こっちの部屋で、すこし休め。あっちにはグレーテルがいるから、気が休まらないだろう」

　こくりと頷うなずいて見あげてくるその表情は、たまらなく可愛かわいらしかった。グレーテルの姿ではあるが、その表情はフレデリカだ。思わず、前まえ髪がみに触ふれた。

「正直、ヒヤヒヤした。あの狂きよう犬けん、なにをするかわかったもんじゃないからな」

「イザークは、ユリウスがあんな性質を持ち合わせているのは、知っていましたか？」

「ああ。最初に会ったときから、妙みようだとは思ってたが。追つい及きゆうしたら、あっさり本性を見せた」

「わたしは、知りませんでした……」

　幼い頃ころから知っているユリウスの、本当の顔。それを知らなかったという事実が、フレデリカには衝しよう撃げきだったろう。見えていないことがありすぎて不安が増したはずだ。

　イザークは長椅子の端はしに腰を下ろす。

「おまえは、興奮した狂犬を大人しくさせた。それだけで充分だ」

　本心だった。そもそも、ヘルトリング公爵から、オレリアン革命軍政府の情報を引き出せただけでも充分なのだ。その上に思いがけず、カルステンス侯こう爵しやくの正体まで暴あばけた。

　イザークは取り調べを仕事にしていた。人を見れば、その人物が容易に自白する人間か、そうでないかくらいは分かる。ヘルトリングのようなタイプは、簡単に吐かせられない。イザークでも一週間以上、手こずるはずだ。

「しかも、おまえはカルステンス侯爵の正体を暴いた。まさか、グロスハイム公爵がな」

　正体を暴けた嬉しさや興奮よりも、驚おどろきが強かった。第三騎き士し団に勤務していた頃は、職務上、時折接触していた公爵だ。ユリウスに似た明るい瞳ひとみの、国王と王おう妃ひの信しん頼らい厚い、有能な臣下にしか見えなかった。常識的で、そつない政治家。そんな印象しか抱いだかなかった。

「公爵はなぜ、カルステンス侯爵になってしまったのでしょう。しかもなぜ国王陛下や、わたしを殺そうと……。常つね日ひ頃ごろのあの方は、お優やさしくて気さくで。自分が暴いておきながら、わたしは、未いまだに信じられない思いです。内務大臣の立場でありながら、なぜ」

　裏切りへの憤いきどおりよりも、困こん惑わくと寂さびしさが勝まさっているのか、フレデリカの声は頼たよりなく細い。

「ザッハ城で押おう収しゆうした証しよう拠こ品の署名の日付を考えれば、グロスハイム公爵がシュバルツノイマン党に参加したのは、奴やつがグロスハイム家の姫と結けつ婚こんする前だ。若わか気げの至りで、目新しい思想に飛びついたのかもしれない。にしても、結婚後も奴は、シュバルツノイマン党と関かかわりを続けている。それどころか十五年ほど前から、王族の暗殺を口にするようになったらしい。奴の思考が、徐じよ々じよに凶きよう悪あくな方向へ向かっていった原因は、わからないが」

「あの恋こい文ぶみ……」

「恋文？」

「ヘルトリング公爵があの手紙を拾ったのは十七年前。その後、徐々に思想が歪ゆがんで、十五年前頃からカルステンス侯爵は、暗殺だとか過激なことを口にするようになったと。もしかすると、あれがきっかけで」

「十七年前、あいつは既すでに結婚してる。妻がいるんだぞ。長男のユリウスも生まれている。それなのにザイツ家の姫ひめ君ぎみの婚こん約やくを耳にして、腹を立て、過激な思想に走ったと？」

「そう、考えられませんか？」

「そうだとすれば、相当な阿あ呆ほうだ。そもそも自分がグロスハイム家の姫君と結婚していることが、問題だろう。まあ、奴がなにを考えていようが俺には関係ない。グロスハイムには悪いが、……報復は必ずする」

　わずかに、フレデリカは哀かなしそうな目をした。

「当然ですよね。でも、ユリウスは……」

「そんな顔をするな。おまえのせいじゃない。事実が、そうだった。それだけだ。なんにしても、おまえのおかげで敵の正体が摑つかめた。よくやった。褒ほう美びをやりたいくらいだ」

「ご褒美？」

　フレデリカは目を輝かがやかせた。その素す直なおさが子供みたいで、おかしくなる。

「なにが欲しい？」

「それはもちろん、そらま……」

　そこではっと、口を噤つぐむ。

「ソラなんだ？」

「そ、そそそ、そら……。そら、ほら、あの……空、空のような、青い……青い。湖の水の……水の中にいる、魚の……」

「なんの連想ゲームだ？」

　フレデリカは、ちょくちょく挙動不ふ審しんだ。そしてイザークに隠かくし事をしている。グレーテルに関しても、口にしていないことがあるはずだ。信頼されていると分かっていても、打ちあけてくれないことがあるのは、腹立たしい。

（こいつのなにもかも、全すべて、知れたら）

　そう思いながら、長椅子の背もたれに腕うでをかけ、フレデリカの顔を覗のぞきこむ。

「隠していること、全て教える気はないか？」

「それは……」

「俺は知りたい。全部を」

　なぜかほのかに、フレデリカの頰ほおが赤らむ。頰を染めるフレデリカの顔を見つめていると、胸の中に沸わきあがる感情は、焦じれったいような微かすかな熱。これは愛いとしさだろうか。

「教えろ」

「わたしの秘密を教えたら、イザークはきっと……わたしを変な目で見ます」

「そんなわけないだろう」

「いえ、自信があります」

　そうまできっぱり言われると、逆に不安になる。

「そうなのか？」

「確実です」

（それ、いったいどんな秘密なんだよ？）
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　覗きこむイザークの紫むらさきの瞳が綺き麗れいだった。近ちか頃ごろ、いつもこうやって質問されている気がするが、それでも今は、フレデリカを労いたわってくれているのだろう。

（……わたし……この人が好きなんだ）

　母王妃の言葉で、自分がイザークに恋していると自覚した。自分の中にある感情に名前がつくと、その思いは一層強くなるらしく、胸の内側が焦こげるのではないかと思うほど熱い。

（ご褒美。そら豆人形は駄だ目めだから……。キスしてもらえたら……）

　緊きん張ちようが切れた反動で、頭の芯しんがぼんやりしていた。そこに奇き妙みような胸の熱さが混じり、発熱した時のように思考がまとまらない。

「まあ、今は、おまえの隠し事を追及はしない。褒ほめてやってるんだしな。でも、褒美なんぞいらないか」

「いえ、できればキス……」

　まとまらないぼんやりした思考の断だん片ぺんから、反射的に、無意識に言葉が飛び出す。

　イザークが目を見開く。その表情に、フレデリカの方もはっとして、真っ赤になった。

（わたし、なんてことを!?）

　さっきのそら豆人形と違ちがい、キスは単語が短すぎる。誤ご魔ま化かしようがなかった。

（仕えてくれるだけで充じゆう分ぶんなのに！　わたし、なにを調子に乗って。いくらご褒美だって！）

　簞たん笥すがあったら、今こそ喜んで入りたい。しかし簞笥はないので、仕方なく両手で顔を覆おおう。

「すみません。色々ありすぎて、どうかしているんです。忘れてください……」

　本当に、どうかしている。

　この数日で、フレデリカは何度も、追い詰つめられるような経験をしていた。

　六公こう爵しやくを前に、自分が国王代理になると宣言し、ヘルトリングと向き合い、本ほん性しようをむき出したユリウスと対たい峙じした。その時その時、勘かんと覚かく悟ごと、わずかな知識と理性を最大限に働かせ、咄とつ嗟さに思いついた言葉を投げ、咄嗟に思いついた表情を作るしかなかった。

　天使宮で過ごしていた十六年間には、そんな経験はなかった。

　この厄やつ介かいな災難にあってからは、心に浮うかんだことを、そのままぽんと口にしたり、行動したり、そんなことを繰くり返していた。だから、自分の心に浮かんだ言葉を口に出すべきか否いなか、慎しん重ちように考える過程をすっ飛ばしがちなのだ。結果さっきのように、そら豆人形と口にしそうになったり、キスをせがむようなことを、口に出してしまったのだ。

　顔を覆う両手首を、イザークが摑む。彼は、フレデリカの顔から手をどかせた。

「俺はおまえに、魔ま術じゆつ師しとして仕えると誓ちかった。それだけだ。恋だの愛だのは関係ない」

　当然の言葉だ。知っていることでも、改めて言われると胸の奥が痛い。イザークに恋していると自覚したばかりで、その熱に浮かされたようになっていたところに冷水を浴びせられたようだった。

「はい……。覚えています。それだけですよね……。わかってます」

　根本的に貴族が嫌きらいな彼が、しかも、これほど厄介な状じよう況きようを抱かかえた挙動の怪あやしい、めんどくさい王女を恋れん愛あいの対象にするはずはない。それはよく分かっていても切ない。仕えてくれるだけでも、自分にとっては充分な贅ぜい沢たくなのだと分かっていても、寂しい。

（いやだ……泣きそう）

　目を閉じ、顔を背そむける。自分が馬ば鹿かみたいだった。知っていることを言われただけで、泣きたくなるなんて。

「おい？」

　その様子に、イザークはすこし驚おどろいたらしい。しばしの沈ちん黙もくの後、彼は妥だ協きよう案のように言う。

「ただ……、おまえが俺に、従者として伽とぎを命じるって事なら、キスは、なくもない」

『恋愛感情は皆かい無むだが、ご主人が命令するならキスする』ということだろう。

「そんなの、いや」

「おねだりは良くて、命令は拒きよ否ひか？」

「おねだりなんか、してません……」

　否定しようとするが、自信がなくて声が萎しぼむ。

　さっき自分は無意識に、おねだりしていたのだ。

　だが恋愛感情が皆無な相手にキスしてもらうのは、切なすぎる。好きな相手であれば、あるほど。さっきのおねだりは、「愛して欲しい」という思いまで、暗におねだりしてしまったのだ、きっと。

（馬鹿だわ、わたし）

　自分のおねだりの虚むなしさと愚おろかさに、眦まなじりから涙なみだがこぼれた。

「……どうしたんだ、おまえ」

　戸と惑まどったようにイザークが呟つぶやく。

「なんでも、ありません。お願いです。もう……放して……」

　懇こん願がんだった。これ以上、彼に触ふれられていたら、もっともっと涙が出そうだ。

　イザークはゆっくり手を離はなした。

「殿でん下か！」

　突とつ然ぜん、居間の扉とびらが開く音と、焦あせったミュラーの声が響ひびく。

　イザークははっとしたように立ちあがり、フレデリカも、慌あわてて長なが椅い子すの上に上半身を起こして眦をぬぐう。

　寝しん室しつの扉が開き、ミュラーが青い顔で駆かけ込んで来た。彼に珍めずらしく、寝室に踏ふみこんだ非礼も詫わびず、いきなりフレデリカの足元に跪ひざまずくと、顔をあげる。綺麗に撫なでつけられた髪かみが乱れ、額に落ちかかっていた。

「殿下、大変なことが」

　ただならぬ様子に、緊張した。

「なにがありましたか？」

「エアハルト公爵のもとへ、オレリアン革命軍政府から、国王陛下宛あてに親書が届いたのです。会談は七日後との申し入れだが、オレリアン側は待てないので、すぐにエーデルクラインの国境に向かうと。彼らがその国境線に到とう着ちやくし次し第だい、会談を開きたいと。国王陛下は、すぐに国境へとお運び下さるようにと」

「はぁ!?　なんて無む茶ちやを言ってきやがるんだ!?」

　思わずのように、イザークが声を出した。

「エアハルト公爵からその話を聞いている最中に、わたしの部下からも連れん絡らくが入りました。国境の町フーベル駐ちゆう屯とん部隊から早馬があり、国境付近に、オレリアン革命軍政府の軍隊とおぼしき中隊が現れたと。とりあえずはフーベルの町の城門を閉じ、侵しん入にゆうは防いでいると」

「なんで、そんな。なんでオレリアン革命軍政府は、そんな行動を……」

　彼らは最初、礼れい儀ぎ正しく会談申し込みの使節を送ってきた。しかしその返事をした途と端たんに、奇き襲しゆうのようにやってくるとは。会談を開きたいと言ってはいるが、これは明らかに侵しん攻こうだ。

　オレリアン革命軍政府が態度を豹ひよう変へんさせたのには、原因があるはず。

（国王陛下が昏こん睡すい状態になった。それを、知られてしまったのかも。だから……）

　オレリアン側は様子を探さぐるようにして、使節を送ってきた。けれどその返事には、会談には応じるが、諸事情により、国王代理が会談に出席する旨むねが書かれていた。

　オレリアン側はそのことで、エーデルクライン王国政府の内部がごたついていると察し、密ひそかに情報を集めた。そして国王が昏睡状態とわかり、外交経験のないフレデリカが国王代理となったと知ったに違いない。混乱に乗じようとしているのだ。

　ヘルトリング公爵も、言っていた。

『今、国王陛下が実質不在です。エーデルクライン国内がごたついていると知れば、豊かな国境付近の町の一つ二つ、こちらに寄こせと言ってきかねない』

　と。

　彼らは国境の町を渡わたせと要求するよりも手っ取り早く、実力行使で奪うばいに来たのだ。

「オレリアン革命軍政府は、国境の町フーベルを占せん領りようするつもりですか？　そうですよね」

「させません。わたしがこれから指揮をとり、大隊を引き連れ、フーベルを目指します」

　ミュラーの決意の瞳ひとみは頼たのもしかったが、フレデリカは焦った。

「でも、彼らは宣戦布告しているわけではないのですよね。ただ会談を開きたいと、建て前では言っているんですよね」

「はい。しかし我々が、大隊を引き連れて向かえば、圧力で退けられるでしょう」

「けれど、退かなければどうしますか閣下？　まずいことになります。相手に侵攻の口実を与あたえることになる」

　イザークの指し摘てきに、ミュラーは唇くちびるを嚙かむ。彼にもそれは分かっていたらしい。

　フレデリカもイザークの言葉で、初めて気がつく。

「そうですね。オレリアン側は、会談に来たのだと言えます。使節を送り、筋を通したと。なのにエーデルクライン側が、会談にやってきたオレリアン側に攻こう撃げきを仕し掛かけた。だからやむなく反撃し、結果として国境の町を占せん拠きよした、と」

　周しゆう到とうなやり口だ。周辺国からの批難をうまくかわしつつ、エーデルクラインの豊かな土地を、いくらかかすめ取れる。

（卑ひ怯きような）

　そう思うが、ここに座って相手の卑ひ劣れつさに歯を食いしばっているだけでは、相手にやられるがままだ。考え行動しなければ、どうしようもない。

（イザークは、侵攻の口実を与えると言った。だったらまず、口実を作らせなければいい）

　相手は「会談にきた」という口実で来る。ということは、答えは一つ。

「会談いたしましょう。オレリアン革命軍政府が望むように、急きゆう遽きよ、国境で。わたしが急ぎ国境まで出向き、会談に臨のぞみます」

「危険すぎます、殿下！」

　ミュラーが悲鳴のような声をあげる。

「国王代理が会談の場に赴おもむき、会談に臨んだとなれば、彼らの侵攻の口実はなくなります。だから、行く必要があります」

「国境で、しかも相手は軍隊を引き連れてきたならず者のような政府です。そんな場所でそんな輩やからと会談をすれば、どんな危険が」

　ならず者と聞いて思い出したのは、ケルン村で粗そ野やな男たちに襲おそわれかけたことだった。生々しい恐きよう怖ふを思い出し、青ざめ、すっと全身が冷たくなるような怖こわさを覚えた。

　しかし、フレデリカは国王代理になってしまっていた。なんてことだろう。だが、自分が決意したことなのだ。六公こう爵しやくの前で大おお見み得えを切ったのだ。未いまだ目を覚まさない父国王のために、グレーテルのために、そして自分のために。

「危険はわかっています。でも、行かなければ。だから、行きます」

　そう答えるが、また別の怖さが顔を出す。

（でも、もしこの決断が間ま違ちがっていたら？）

　しかし躊ちゆう躇ちよしている時間はない。

　意を決して立ちあがった。だが、すこし足が震ふるえていた。

「わたしは、フーベルに向かいオレリアン革命軍政府の要求通りに、そこで会談に臨みます。国王代理のわたしの決断ですから、誰だれも、苦情は言えませんよね？　だからこのことを、ミュラー公爵は六公爵の皆みな様さまへ報告して下さい。ただし……」

　フレデリカは、慎しん重ちように続ける。

「お知らせするのは、わたしがリリエンシルト宮きゆう殿でんを離れてから、事後報告にして下さい」

「なぜです」

「グロスハイム公爵がいます」

　ミュラーが忌いま々いましげに「そうだったか」と、舌打ちした。

「わたしの出発を知ったグロスハイム公爵が、どのような動きをするか、見当がつきません」

　ミュラーとフレデリカの会話を聞いていたイザークは、苛いら々いらしたように前まえ髪がみをかきあげた。

「閣下。いっそ今から、グロスハイム公爵を捕ほ縛ばくし、ロートタール監かん獄ごくに収監しては？　国王代理のフレデリカの署名があれば、可能なはずです」

「駄だ目めだよ、シュルツ。それはできない。君は知らないだろうけど、貴族社会の中での、立場や身分ってものがあるからね」

　突然、背後から聞こえたのはユリウスの声だった。いつものようににこやかに寝室に踏みこんでくるが、フレデリカをはじめ、イザークもミュラーも顔が強こわばる。

「あれれ、みんな。やめてよ。そんな顔」

　口調や笑え顔がおはいつものユリウスで、緑の瞳にも爽さわやかな輝かがやきがある。彼の怒いかりが静まったことに安あん堵どもするが、この軽けい薄はくな態度の奥に、フレデリカの腕うでを所しよ望もうする本ほん性しようが隠かくされていると思うと、ぞっとした。こうやって見れば完かん璧ぺきに明るい貴公子で、先刻、彼の本性を目まの当たりにしていてさえも、さっきの彼は幻まぼろしだったのかと錯さつ覚かくしそうになる。

「なぜグロスハイム公爵を捕縛できない？　おまえの親おや父じだからか？」

「そうとも言えるかな？　だって父上はグロスハイム家の当主で、内務大臣で、国王陛下直下にいる六公爵の一人だよ？　その人を断罪できるのは国王陛下だけ。けれど、国王陛下は昏睡状態。フレデリカが国王代理とはいえ、十数年間国政に携たずさわってきた重臣を、二ヶ月前にお披ひ露ろ目めされたばかりの王位継けい承しよう者しやの姫ひめ君ぎみが『捕つかまえろ、裏切り者だ』と糾きゆう弾だんしても、果たして、何人の人間がまともに取りあう？　いいところフレデリカを宥なだめて終わり。ミュラー公爵閣下が強行に逮たい捕ほしても、他ほかの六公爵から批難があがる。信しん頼らいされるには、実績ってものが必要なんだよ。悪いけどフレデリカには、実績なんて皆かい無むだ。逆に、根こん拠きよもなくグロスハイム公爵を糾弾する王女への不信を招く」

「根拠は、あるはずだ。あの手紙だ」

「あんな紙切れ一枚、でっち上げだと父上が否定すれば、それまで。フレデリカが真実だと主張しても、ここでも実績がものを言うのは、容易に想像がつくよね」

「全すべて、わたしのせいですね。信用も実績もないから」

　嘆たん息そくしたフレデリカに、ユリウスは微笑ほほえむ。

「そういうこと。みんなが諸もろ手てを挙げて、フレデリカ王女の言葉を全面的に信じますって言うくらいに、周りの人に信用されてよフレデリカ。そうすれば、僕も楽だよ」

「百年かかりそう」

　呟つぶやくと、再度ミュラーに頼む。

「お願いしますミュラー公爵。わたしが国王代理として国境へ向かいます。そのことを事後報告で、六公爵にお知らせ下さい。そしてその報告が終わり次し第だい、大隊を連れてフーベルへ来てください。さすがに相手が軍隊を連れているので、こちらも、それくらいの備えが必要かと」

「承知しました」

「準備をします。馬車を用意して、護衛を、いずれか数の揃そろっている騎き士し団にお願いして」

　イザークが苦い顔をした。

「それもできないはずだ。グロスハイム公爵の息がかかっている騎士たちが、何人も宮殿内にいる。誰がグロスハイムの信しん奉ぽう者しやか分からない状態で護衛をつけてみろ。ただでさえ危険な場所に向かうんだ。その危険にかこつけて、今度こそ、おまえも抹まつ殺さつしてやろうと企たくらむ。国王陛下が昏睡状態の今、王位継承者のおまえが死ねば、グロスハイム公爵はなにもかも自由に動かせるだろう。六公爵の合議が必要とは言え、国王に最も近い存在の内務大臣の発言力は強い」

「……そんな」

　国王の代理を決定する六公爵の合議では、グロスハイム公爵が、国王代理に決定しかけていた。きっとそれこそ、グロスハイム公爵の計画通りだった。

　だがそこへフレデリカが割って入ったのだ。そのことを苦々しく感じているだろうし、機会さえあれば、グロスハイム公爵は容よう赦しやしないだろう。

　この部屋にいる人間以外は、信用してはいけない。こんな大きな宮殿の中にいるからこそ、自分たちの居場所がこの部屋しかないような状じよう況きようが、とてつもなく心細い。

「では、わたしとイザーク、ユリウスだけで。こっそりと？」

「それもまた、危険すぎるよね。僕は嫌いやだなぁ、そんな危険」

　肩かたをすくめたユリウスに、フレデリカは泣きそうになる。

「じゃあ、どうすれば」

　するとイザークが、にやりとした。

「いるじゃねぇか。それなりに戦力を持っていて、王おう侯こう貴族は嫌きらいなくせに、王族の暗殺を蛮ばん行こうと言うおかしな奴やつらが。俺は奴に貸しがあり、しかもグレーテルの頼たのみとなれば、鼻の下をのばして駆かけつけてきそうな」

「あっ！」

　期待に、目が輝く。

「シュバルツノイマン党。カウスマン商会の、グスタフ・カウスマン！」
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　鳥とり籠かごの中から聞き耳を立てていた黒くろ猫ねこグレーテルは、愕がく然ぜんとした。

（あの子、本気で国境へ行くつもりなの!?）

　フレデリカがリリエンシルト宮殿を出た後に、大隊を引き連れて国境へ向かう準備のため、ミュラーが真っ先に天使宮を出ていった。彼はこれから、王都常じよう駐ちゆうの大隊の中から一団を選ぶ。そして選ばれた大隊の兵士たちは、出発の時間も目的も行く先も告げられないまま、ただ出発準備をして待機するはず。

　次に出て行ったのは、ユリウスだった。彼はフレデリカの命令と称しようし、彼女の署名の入った文書を、ミュラー以外の六公爵へと届けに走ったのだ。

　ユリウスが届けるのは、『オレリアン革命軍政府から新たな要求があったため、今日の正午に、合議の間で六公爵とフレデリカで、対応を協議したいので集まるように』と、命じた文書だ。しかし、この命令の通りに今日の正午、六公爵が集まったときには、フレデリカは既すでに国境へ向かっているはずだ。合議では、フレデリカが出発したことと、そして国境でフレデリカは、オレリアンとの会談に臨むとミュラーの口から六公爵に告げられる。そしてその後ミュラーも、大隊を連れてフレデリカを追う。

　最後に天使宮を出ようとしたのは、イザークだった。彼は居間のテーブルに放ほうり出してあった仮面をつけて、ケープを羽織る。これからグスタフ・カウスマンに協力を仰あおぐため、カウスマン商会へと走るのだ。

「あの子を国境へ行かせるの？」

　鳥籠の脇わきを通り過ぎるイザークに、グレーテルは声をかけた。

　声をかけられたイザークは、驚おどろいたように足を止めた。

「聞いてたのかよ」

「本気なの？　危険なのは分かっているでしょう？」

「ああ。だが、あいつが行くって言ってんだ。国王代理としてな。俺は、あいつに仕えてるだけだ。あいつの、やりたいようにさせるだけだ」

「噓うそつきね」

「誰が噓つきだ。おまえに言われる筋合いはねぇぞ、噓つきグレーテル」

「イザークの噓が始末に悪いのは、自分自身にも噓をつく癖くせがあることよ」

「どういう意味だ」

　正直、呆あきれた。

「無自覚の噓つきなのよね、イザーク。キスしたかったくせに」

「なんのことか、わからねぇ。おまえに訊ききたいことは山のようにあるが、無む駄だ話の時間はない。カウスマンが承知すれば、フレデリカはすぐに出発させる。俺も同行するから、もちろん、おまえも連れて行くぞ」

「お留守番でも、構わないわ」

「おまえを一人で残していったら、なんとか策略を巡めぐらして、確実に逃にげ出すだろう。もう逃がさない。連れて行く」

　それだけ言うと、イザークは出て行った。

（優やさしい外げ道どうで、無自覚の噓つき）

　やってられないなと、鳥籠の中に伏ふせる。

　寝しん室しつにフレデリカを連れて入ったイザークとフレデリカの会話は、グレーテルには聞こえていた。うっかりキスをねだってしまったフレデリカの言葉に、グレーテルは反射的に全身の毛を逆立てた。「あの馬ば鹿か王女、引っ搔かいてやる！」と、心の中で散々罵ば倒とうした。

　だがイザークが「恋こいだの愛だのは関係ない」と言ったのを聞いて、ほっとしたのと同時に、ひどく落らく胆たんしている自分に気がついた。

　そしてその後イザークが、伽とぎだの命令だの言い始めると、今度は腹が立った。

　なぜ自分が落胆したのか、腹が立ったのか、わからない。

　けれどすぐに腹立ちがおさまり、なんとなく呆れた気分になったのは、イザークが伽だ命令だと口にしながらも、フレデリカにキスしたそうな気配をぷんぷん匂におわせていたからだ。

　イザークは、自分自身に噓をつく。

　キスしたいのに、命令なら仕方なくやってもいい、と噓をつく。

　グレーテルのことにしても、そうだ。グレーテル自身がイザークの妹であると自覚していると、敏びん感かんな彼ならわかりそうなものだ。なのに彼は、グレーテルは知っているはずはないと、自分自身に噓をつき、それを自分でも信じている。無意識にだ。

　そのことを指し摘てきすれば、彼はきっと気がつくはずだ、自分の噓に。

　でもそれは彼を苦しめることだから、指摘できない。

　フレデリカは国境へ向かう準備で、居間と寝室を往復してバタバタしていた。ドレスを準備し、毛布を準備し、「なんてこと、そら豆人形をコーゼル城に全部置いてきた！」と、どうでもいい悲鳴をあげていた。

「行くの？　フレデリカ。本当に？　危ないわよ。あなた、死ぬわよ」

「そら豆が……」と、鳥籠の横で呟いているフレデリカに、グレーテルは声をかけた。するとフレデリカは驚いたらしく、ぴゃっと妙みような声をあげて飛びあがった。

「し、死ぬ？　突とつ然ぜん、しかも縁えん起ぎでもないこと言わないで」

「あなたオレリアン革命軍政府がどんなものか、知らないでしょ」

　グレーテルは、オレリアンに革命が勃ぼつ発ぱつしたとき、好こう奇き心しんから、密ひそかにオレリアンに行ってみた。そこで目にしたのは、人間同士が、剝むき出しの憎ぞう悪おで殴なぐり合うような生々しい悲劇だった。

　それはグレーテルが望む世界とは、ほど遠かった。

「あなたに死なれたら、困るんだけれど」

　国の形を変えてやりたい。けれど変えるときには悲劇も起こしたくないし、血も流させたくない。そんな方法をとりたいと思うのは、グレーテルの意地だ。

　グレーテルの形を変えた連中は、グレーテルに血を流させた。だからこそ、国の形を変える時に誰だれの血も流させたくない。グレーテルは、自分の形を変えた連中よりも、もっと上等な方法で国の形を変えてやったのだと、自負を抱いだき、自分を慰なぐさめたい。

　それは無む理り矢や理りに命の形を変えられた自分が、ひっそりと果たせる復ふく讐しゆうなのだ。

　そのためにフレデリカは必要だ。彼女ならば、国の形を変える王になる可能性がある。それは彼女が生まれつき寛かん容ようで、いびつなものでも、「可愛かわいい」と受け止める人だからだ。

「ありがとう。でも、大だい丈じよう夫ぶ」

　屈くつ託たくなく笑うので、逆に腹が立つ。

「なんで大丈夫って思うのよ、馬鹿！」

「え、と。ミュラー公こう爵しやくが大隊を連れて来てくれるし、ユリウスもイザークもいるから」

「本心で言ってる？」

「それは……」

「別の安全な方法はないの？　いっそ、国境の町なんかくれてやればいいのに、オレリアンに」

「それは駄だ目めよ。だって、わたしが国王陛下の代理になったのだもの。理由があれば渡わたす必要があるかもしれないけど。国土を安易に渡したら王様らしくない」

「王様らしくって……」

　それは、グレーテルが要求したことだ。その思いをフレデリカは受け止めて、とり込んで、自分の思いにしてしまっているらしい。

「馬鹿もここに至れりって感じね」

　素す直なおにも程ほどがある、と思う。

「見守ってて」

「わたしは、守護天使でもなんでもないのよ。見守っても、御ご利り益やくなんかないわよ」

「わたしには、あるかも？　グレーテルがみていると、情けない国王代理ではいられないと思うの。ただ心配なのは、自分の決断が間ま違ちがっていたときのこと。取り返しがつかなかったら」

「心配する必要ないわよ。あなたは、大きな空っぽの袋ふくろでいいと言ったわよね、わたし」

「え？」

「イザークもミュラー公爵も、あの狂きよう犬けんもいるでしょう？　あなたが間違ってれば、誰かが馬鹿って言って、引き留めるわよ。それでもし全員が間違ってたら、全員が全力でなんとかしようとする。だから、あなた一人が心配する必要ないのよ。あなた一人の責任だと思うのは、かえって傲ごう慢まんだわ」

　フレデリカは目を丸くして、そして微笑ほほえむ。

「そうね……そうか。あなたも、いてくれるし。ほら、やっぱり御利益があるわ。もしかしたらグレーテルは、わたしの守護天使かしら」

「……本当、馬鹿ね」

　馬鹿呼ばわりされると、フレデリカは嬉うれしそうに「うふっ」と笑った。

「優しいのね、グレーテル」

「はっ!?　どこが!?」

「わたしのことを、心配してくれてる。ありがとう」

「言ったでしょ。あなたを王様にすることが、わたしの望みを実現する方法でもあるんだから。だから、あなたに死なれちゃ困るだけ」

「でも優しいもの。グレーテルはいつも意地悪ばかり言うし、わたしを馬鹿って呼ぶけれど、優しいの。わたしにとっては」

「な……なに。それ……」

　耳の先と、小さな鼻がじわりと熱くなり、鼻先はたちまち乾かわいてしまう。

　自分が今、毛むくじゃらで良かった。きっと赤面してしまっている。

　こんなに真っ直すぐに、真っ正面から優しいなんて言われたことはなかったから、恥はずかしさとむずがゆさで、喚わめきたくなる。胸の中に大きく膨ふくらんだものを喚き声にしたいのに、どんな言葉を乗せればいいかわからず、口がぱくぱくした。

　フレデリカはまた、忙いそがしく準備に戻もどった。

　グレーテルは胸の中に膨らんだものを抱かかえて、困こん惑わくした。胸の中をいっぱいにしているのに、この膨らみは息苦しくない。それどころか人ひと肌はだのように温かい。
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「もうすぐ、陽ひが沈しずみますね」

　箱形馬車の窓のカーテンが開くと、フレデリカが顔を出した。

　声をかけられたイザークは、前方の景色に目を向けたまま頷うなずく。

「ああ。でも心配するな。もうすぐフーベルに到とう着ちやくする」

　フレデリカの乗る馬車を守るのは、十五騎きもの人馬だった。

　馬車の右側には、青毛の馬を操あやつるイザーク。左側にユリウス。

　前後に、七騎と六騎。前後につく護衛は、全員がカウスマン商会に雇やとわれている、国外の傭よう兵へいだった。彼らは屈くつ強きようで知られる山さん岳がく地帯の国レマンの男たちだ。レマン傭兵は雇こ用よう主に忠実で勇ゆう敢かんだと知られている。

　森を抜ぬけ、広い草原の中を蛇だ行こうする街かい道どうを走っていた。

　草原は冬ふゆ支じ度たくで、一面、狐きつねの毛の色に染まっていた。その白っぽい茶色の枯かれ草に、斜しや陽ようがきらめいていた。風が吹ふけばいっせいに、波立つように草葉が揺ゆれる。

　オレリアンに接する西の国境の町フーベルへは、王都から馬車で、通常一日半程度かかる。

　昨夜真夜中過ぎにリリエンシルト宮きゆう殿でんを抜け出したフレデリカは、カウスマン商会の用意した馬車に乗り込み、西を目指した。

　途と中ちゆうの宿場町で馬を代え、休まず走ったおかげで、通常の三分の二程度の時間で国境の町フーベルに到着できそうだった。

　フレデリカは、首を伸のばして背後を確かく認にんしている。

「ミュラー公爵は、出発したでしょうか」

「正午に六公爵の合議が始まったんだ。しかも大隊を動かすとなると、馬で駆かけ抜けるような真似まねはできない。追いつくのは早くとも、明後日あさつての朝だろう」

　それよりもイザークが気になるのは、グロスハイム公爵の方だ。

　六公爵の合議でフレデリカの不在を知った彼は、混乱に乗じてフレデリカ暗殺を試み、刺し客かくを放つかもしれない。

　それを思うと、屈強な傭兵たちがいることがありがたい。

（グスタフ・カウスマンに感謝だな。まあ、ちゃっかりはしてるが）

　昨夜、イザークはグスタフを訪ねた。彼は、国境の町フーベルにオレリアン革命軍政府の中隊が近づいたことを、商人たちの情じよう報ほう網もうで、いち早く知っていた。

　そこでイザークは、包み隠かくさずに事情を説明した。

　オレリアン革命軍政府の動き。カルステンス侯こう爵しやくの正体。王女フレデリカは、ヘルトリング公爵がシュバルツノイマン党代表であることを知り、咎とがめないと決断したこと。

　そして全すべての状じよう況きようから、まずはオレリアン革命軍政府の侵しん攻こうを止めることが先決で、国王代理であるフレデリカ王女がフーベルに向かい会談に臨のぞまなければならないこと。そのためにグスタフの力を借りたいこと。

　それを聞いたグスタフは、腕うで組ぐみして考える素そ振ぶりをしていたが、暫しばらくして「いいだろう。次期国王に恩を売っておくのも、悪くない」と、頷いた。しかし「そのかわり王女殿でん下かが国王就任のあかつきには、民衆議会の設置を検討すると約束するか？」と、切り出した。もし約束するなら、王女殿下の署名入りの覚え書きが欲しいという。

　エーデルクラインの政治は、国王の決断が最も優先される。しかしその国王へ政治的な提案をするために、貴族議会というものがある。代表貴族が議会で話し合い、提案や改善要求を、国王へ奏上するというものだ。これを民衆の代表にもさせろということらしい。

　フレデリカは、グスタフの要求に応じると決断した。

　決断できたのは、ヘルトリング公爵に意見を聞けたからだ。

　フレデリカは民衆議会とはどういう性質のもので、どのように働くかをヘルトリングに問い、そしてそれは王政に組み込むのは可能かと問うた。ヘルトリングは端たん的てきに、可能と答えた。

　さらにグスタフが、駆け引き上手だったことも幸いしたのだ。彼は、民衆議会の設置を要求しなかった。民衆議会設置の検討を要求したのだ。ただ検討の要求であれば、受け入れやすい。

　グスタフにしてみれば、検討の確約を取りつけるだけでも成果だ。そのあたりの駆け引きの心得があるのが、やはり商人だ。

　覚え書きをしたためると、フレデリカはそれをイザークに託たくした。

　そこからはさすがにエーデルクライン一番の商人だけあり、動きが速かった。

　グスタフの命令ですぐさま馬車と護衛が仕立てられ、イザークとともにリリエンシルト宮殿へと向かった。フレデリカと、そして本来のフレデリカの体を馬車に乗せると、小さな隊列は密ひそかに出発した。

「見えたぞ。フーベルだ」

　指さすと、フレデリカが物もの珍めずらしそうに目を瞬まばたく。

　草原は徐じよ々じよに傾けい斜しやして、なだらかな登り坂になっている。草原は、巨きよ大だいな屛びよう風ぶのように立ちふさがる山脈の裾すそ野のへと繫つながっているのだ。

　山脈はエーデルクライン国内を遥はるかに超こえ、北と南の隣りん国ごくまで連なっている。天然の要よう塞さいとも呼ばれ、歴史的にも、エーデルクラインが西側から他国に攻せめ込まれたことはない。

　この山脈のため、西にし隣どなりのオレリアンとは隔かく絶ぜつされたように見える。

　だが一いつ箇か所しよだけ山やま肌はだが落ちこみ、狭きよう隘あいな通路のようになった谷がある。その谷が唯ゆい一いつの接続点で、そしてこの接続点に発達したのがフーベルの町だ。

　ユリウスが疲つかれたように肩かたを回す。

「やっと到着したねぇ。お尻しりが痛いよ。揺れない場所に座りたいな」

　岩と岩の間を埋うめるように、切り出した石を丹たん念ねんに積んだ巨大な城じよう壁へきが見えた。

　城壁は、オレリアンとの国境を隔へだてている。今は門もん扉ぴを閉とざしているようだったが、日ひ頃ごろ、その門は開かれ、双そう方ほうの国の人間が行き来できるのだ。町の最さい奥おうに聳そびえ立つ堅けん牢ろうな城壁から、なだらかな山裾へ向かって、フーベルの町は坂に張りつくようにして発達している。

「イザーク……。なにか、おかしいです」

　初めて目にする国境の町を、面おも白しろそうに見つめていたフレデリカが、徐々に眉まゆをひそめる。

「町の中の一箇所に、たくさんの人が集まっているようです」

　フーベルの町と国境を隔てる壁かべがわざわざ「城壁」と呼ばれるのは、その壁が王国軍の駐ちゆう屯とん施し設せつと一体化しているからだ。配備されている兵士の数は多くない。だが施設は大きく、壁の足もとが半分ほど、階段のように出っ張っている。その出っ張りには、規則正しく窓が並ぶ。それが壁と一体化した駐屯施設で、遠目に見れば、巨大な屛風を背負った城じよう砦さいなのだ。

　フレデリカはその駐屯施設に向かい、そこを拠きよ点てんとし、城壁の向こうにいるはずのオレリアン革命軍政府との会談準備を整える手はずだった。

　奇き妙みようなのは、フレデリカが指し摘てきした人の群れが、駐屯施設の前に集まっていることだ。

「窓から、お菓か子しでも投げてるのかな？」

　ユリウスが小首を傾かしげるが、当然彼が、本気でそんなことを思っているわけはない。

（妙だ）

　危険を察し、イザークはユリウスとフレデリカに向き直った。

「なにか、あるのかもしれねぇ。念のため、フーベルの町に入ったらカウスマン商会と名乗る」

「なんで？　それじゃ僕が変じゃない？　第一騎き士し団の軍服を着てるんだから」

「脱ぬげ」

「シュルツってば、変態。僕のあられもない姿を、そんなに見たいの？」

「どこまで脱ぐ気だ、めんどくせぇ奴やつだな。とりあえず上着だけ脱いで、護衛の誰だれかの上着でも借りて羽織れ」

　自分の本ほん性しようを全員の前で披ひ露ろうしてなお、こうやって馬ば鹿か馬ば鹿かしく振ふる舞まうユリウスの面めん倒どうくささに、げっそりした。これはイザークに対する嫌いやがらせか、もしくは、長年こうやって振る舞っていたために、癖くせになっているのか。

　きっと両方だろう。
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「これは……」

　馬車で町に入ったフレデリカは、城壁近くの道を通過するときに窓のカーテンを細く開け、外を確認した。そして目の前の光景に絶句した。

　城壁の向こう側から、一ひと抱かかえもある真っ白い玉のようなものが投げ込まれている。それは放物線を描えがいて城壁を越こえると、落下の途中で、玉にするために結束していた紐ひもが切れ、空中で一気に散った。散ったのは紙だ。ひらひらと舞い降りてくる。

　舞い降りる紙に、町の人々は興きよう味み津しん々しんで飛びついて引っ摑つかみ、我先に拾う。

　町のあちこちから集まる人の数は、徐々に膨ふくれあがっている。

「拾うな！　拾うな！」

「その紙を拾ってはならん！」

　人々の間を、四、五人の兵士が走り回って注意している。だが、誰も聞いてはいない。

「あの紙はなに？」

　呟つぶやくと、膝ひざの上に抱えていた鳥とり籠かごの中から、グレーテルが伸び上がって窓の外を覗のぞく。彼女はイザークの断固とした意見で、こうやって同行することになったのだ。

　髭ひげをひくつかせて、グレーテルが嫌そうな声を出す。

「ああ、あれね。どうやらオレリアン革命軍政府の中隊と、会談を要求している要人って奴らは、もう城壁の外まで到とう着ちやくしているのね」

「どういうこと」

「あれはオレリアン革命軍政府のやり方よ。あれには、一いつ緒しよに革命に参加しようって呼びかけや、国王に苦しめられる民衆の絵なんかが描かれてる。あれをばらまいて、民衆を誘ゆう導どうするの」

　ひらりと、一枚の紙が手元に飛んできた。

『王政に苦しむエーデルクラインの国民に告ぐ。王政打だ倒とうのために、オレリアン革命軍は、エーデルクラインの国民に力を貸す。閉じたる門を開き、共に戦おう』

　そう書かれていた。

「……城壁の外まで……もう」

　見あげる城壁の向こうに、オレリアン革命軍政府が軍隊を連れて来ている。

　情報によると、彼らは中隊を引き連れて来ている。しかし中隊ひとつでは堅牢な城壁を壊こわすことも、扉とびらを開くこともできない。だからこうやって内側の人々を煽せん動どうし、揺ゆさぶり、うまくすれば門を開かせようというのだろう。

（すぐにでも会談すると、向こうへ告げないと）

　既すでに彼らは行動に出ているのだ。猶ゆう予よはない。

（でもミュラー公こう爵しやくは、まだ到着しない）

　フーベルに駐屯する兵士たちは、国境の警備の他ほかに、町の治安維い持じも任務である。歴史的に平和な国境であり、よもや突とつ然ぜんオレリアン革命軍政府が軍隊を連れてやって来るなど、予想だにしていなかったエーデルクラインの備えは、言ってみればお粗そ末まつだ。

　兵士の数は三十人足らずで、その三十人のうち半数が、城壁の見張り台に立ち、城壁の向こう側を睨にらんでいる。エーデルクラインの旗を掲かかげて精せい一いつ杯ぱいの威い嚇かくはしているが、それでも兵士の数が圧あつ倒とう的に少ないことは、オレリアン側にばれているだろう。

（ぐずぐずして会談を実じつ施しできなくなれば、ここに来た意味がない）

　決意して、カーテンを大きく開く。

「イザーク。お願いします。馬車を、このまま城壁へ向かわせてください」

「あの混乱ぶりを見ろ。危険だ。城壁の安全を確かめるまで、行かせられない」

「落ち着くまで待っていたら、オレリアン側がなにをしかけてくるか、わかりません。今ですら、こんなことを始めています。すぐにでも城壁に入り、国王代理がフーベルに来たことと、会談の意思があり、早さつ急きゆうにオレリアン革命軍政府と会談を行う用意があることを、相手に知らせなければ。そうしなければ、ここまで来た意味がないです。お願いですイザーク。王の代理が来たことを知らせるため、城壁に王旗を掲げなければ」

　イザークは苦い顔をしたが、ユリウスが「へぇ」と、面白そうな目をした。

「フレデリカの言うとおりじゃない？　シュルツ」

「くそ。まったく、こんな馬ば鹿か騒さわぎに突つっこむのかよ」

　毒づくと、イザークは前を行く傭よう兵へいの所まで馬を進め、声をかける。その後同様に、背後を守る傭兵にも声をかけた。戻もどってくると彼は、

「おまえの意見が正しい。行くぞ。グロスハイム、俺の馬の手た綱づなを頼たのむ」

　と言うと、ユリウスに向かって手綱を投げる。ユリウスが手綱を受け止めると、イザークは馬の背から乗り出して馬車の扉を開く。馬車に手をかけ、馬の背から馬車へ乗り移った。イザークが後ろ手に馬車の扉を閉めるのと同時に、馬車は緩ゆるやかに方向を変え、城壁へと進む。

　城壁の前に集まった人々は、驚おどろき左右に飛び退のく。馬車は麦の穂ほをかき分けるように進み、集まった人々の視線が馬車へと集中する。なんだ、なんだと、囁ささやきあっている。

　驚いたのは警備の兵士たちも同様らしく、慌あわてて、城壁駐屯所の扉の前に駆かけてくる。

　イザークはフレデリカの膝の上から鳥籠をとりあげると、馬車の床ゆかに置いた。そして座席に放ほうり出してあった膝ひざ掛かけを、鳥籠の上へ被かぶせる。籠の中からニャーという、不満そうな鳴き声が聞こえた。イザークはそれを無視して、フレデリカの前に跪ひざまずく。

「フレデリカ。元の体に戻る必要があるぞ」

　揺れる馬車の振しん動どうの中で、イザークはフレデリカの右手をとる。ひんやりした彼の手の感かん触しよくが、いつものように心ここ地ちいい。

「俺に隠かくしていることがあるのは腹が立つが……、信しん頼らいはしてる。俺はおまえに従う」

「はい」

「ここまで来たら、なにが起こるかわからないが。守ってやる」

　彼は優やさしく、手の甲こうに口づけた。

　いつもの突き飛ばされるような衝しよう撃げきを感じ、目を開くと、ぐったりしたグレーテルと、それを支えるイザークが目の前にいた。座席に横になっていたフレデリカは、強こわばった体の節々の痛みをゆっくりいなしながら、起き上がる。

　馬車が停止した。

「フレデリカ」

　注意を促うながすようにイザークが呼ぶ。フレデリカはそれに頷うなずいて答えた。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　馬車の扉が開く。扉を開いたのはユリウスで、いつの間にか、さっき脱いでいたはずの第一騎士団の軍服を身につけていた。美しく優ゆう雅がに、ユリウスは馬車の中のフレデリカに一礼する。

「到着いたしました。殿でん下か」

　ユリウスの背後には、馬車を守る忠実な傭兵たちの背中が見える。そしてその彼らに阻はばまれている向こう側には、警備の兵士の姿が四人。そしてさらにその後ろには、町の人々の顔がある。

（王女らしく）

　顎あごを引き立ちあがると、馬車の外へ踏ふみ出す。

　馬車を降りた途と端たんに、周囲からどよめきが起こった。フレデリカの顔を見知っている者は、ほとんどいないだろう。彼女が王位継けい承しよう者しやの王女フレデリカであるとは、わからないはず。どよめきが起こったのは、単純に彼女が天使のように美しかったからだ。

　フレデリカに手を貸して馬車の外へと導いたユリウスが、ぽかんとしている兵士の一人に向かって微笑ほほえんだ。

「そちらの方の胸に、徽き章しようが見えます。警備責任者の方ですか？」

「は、はぁ……」

　ふらふらと、その兵士が傭兵の間を通って前に出る。

「僕は近この衛え隊第一騎き士し団団長のユリウス・グロスハイムです。本日は火急の外交のために、こちらに、国王代理をお務めの王女、フレデリカ殿下をお連れしました」

「フレデリカ……殿下？」

　まさかと言いたげに、兵士たちの口も、また町の人々の口もあんぐり開く。

「あれがエーデルクラインの宝石か」

「天使だ」

「本当に宝石みたい」

　囁き声が聞こえた。フレデリカは口を開きっぱなしの兵士に、微笑みかけた。

「急に、申し訳ありません。けれど先方のご訪問が突然だったもので、お許しください。国王陛下の代理で参りました。フレデリカです」







　国王代理として、エーデルクラインの宝石がフーベルに来た。その噂うわさは、瞬またたく間にフーベル中に広がった。

　オレリアン革命軍政府という得体のしれない隣りん国ごくの集団が押し寄せたことが、自分たちにとって良いことなのか悪いことなのかさえ、フーベルの町の人々には判断がつかなかった。

　そこに出現した国王代理の美しい王女殿下が、なにをしてくれるのだろうか。

　もしくは、なにか起こるのだろうか。

　フーベルは不安と困こん惑わくの中にあるようだった。







　フレデリカは、王女フレデリカとして城じよう壁へきに入った。それと同時に城壁の上には、国王もしくは国王代理がここにいるという印に、王旗が掲げられた。

　王旗が掲げられるのと同時に、人々を煽せん動どうするオレリアン側の紙は放りこまれなくなった。

　城壁には、王族や六公爵が視察で利用する部屋がある。急ぎ整えられたその部屋に入ると、フレデリカは真っ先に、オレリアン革命軍政府への親書をしたためた。

　親書はすぐに城壁の駐屯兵士に持たせ、城壁の向こうへと走らせた。

　その親書には、国王代理のフレデリカがフーベルに到とう着ちやくしたことと、いつでも会談に臨のぞむ用意があるので、オレリアン革命軍政府も応じて欲しいと書かれている。

　イザークとユリウスは、城壁内部の安全確かく認にんのために歩き回っている。

　一人部屋に残ったフレデリカは、念のため、扉とびらの内側から鍵かぎをかけた。そして気持ちを落ち着けるために、奥の窓辺に寄った。

　部屋は城壁の最上部近くに位置し、外部からの敵の襲しゆう撃げきは到底無理だ。

　開いた小窓からは城壁の向こう側、オレリアン側が見み渡わたせる。

　フーベルと同じくなだらかに下り坂になった狭きよう隘あいな土地ではあるが、町はない。あるのは、オレリアン側が百年前に建設した、古い監かん視し用の砦とりでだけだ。

　砦は雑木林の中に吞のみこまれようとしていたが、今、その砦に明かりが灯ともっていた。林の中にも焚たき火の灯ひが揺ゆれ、歩き回る兵士たちの姿が見える。

　薄はく暮ぼに染まる空の下に、フレデリカは初めて、オレリアン革命軍政府の姿を目にした。

（あそこにいる人間と、向かい合う）

　国王代理として、オレリアン側が仕し掛かけてきた先制の手を止めるべきだと思った。そのためにここに来て、会談を開くことが、最善策だと信じた。

（でも、この決断が間ま違ちがっていたら？）

　王になれると信じて、王になりたいと決意した。だが、自分が間違った決断をして失敗ばかりしてしまったら、どうだろうか。フレデリカの信念も決意も、エーデルクラインにとって、迷めい惑わく以外のなにものでもなくなる。

　心が揺れる。

　国王代理になることは、重大な責任が伴ともなうと知っていた。知っていながら、自ら望んだ。

　しかし実際に責任というものが、目の前に生々しく、他国の軍隊という形で目に見えると、想像していた以上の重さを感じる。潰つぶれてしまいそうだ。

「怖こわいの？」

　机の上に置かれた鳥とり籠かごの中から、黒くろ猫ねこが訊きく。

「いいえ……」

　と、反射的に、グレーテルに望まれる答えを探そうとしてしまった。だが心が重くて、どうしようもない。項うな垂だれて正直に答えた。

「ええ、うん。怖い。とても。情けなくてごめんなさい」

「安心したわ」

　黒猫はつんと尻尾しつぽを立てる。

「責任の重さを感じるから、怖いのよ。それを感じないのは、よほど傲ごう慢まんで思い込みの激しい奴やつか、もしくは底そこ抜ぬけの馬ば鹿かよ。だから、怖がりなさい。怖がる方が、正しいの。あなた一人の責任だと思うのは、かえって傲慢だと言ったけど。かといってなんにも怖くないなんて思われたら、それも困りものよ」

　その言葉で、すこしだけ恐きよう怖ふ感かんが引く。せっかく怖がることを認めてもらえたのに、怖くなくなるのは不思議だった。

　すっかり日も暮れた頃ころ、イザークとユリウスが部屋に入ってきた。

「オレリアン革命軍政府から返事が来た」

　イザークは不快げに、手にしていた親書をテーブルに放ほうり出す。

　それを取りあげて読み進めると、自然と顔が強ばる。

「今夜、真夜中過ぎに会談を？　しかも場所は城壁の外の、オレリアンの砦。国王代理と二名の護衛のみで……？」

　とんでもない条件だ。こちらを甚はなはだしく軽かろんじている。

　ただフレデリカは、そのことに怒いかりを感じる余よ裕ゆうはない。今は、自分がここまで来てしまったことが、正しいのか間違っているのか確信のない状態だ。判断を間違えてはならない。その義務感と責任感だけが、心を占しめている。

（間違っちゃ駄だ目めだ）

　必死に考える。

（どうすることが正解？　最善？　考えて）

　オレリアン側は無理難題をふっかけ、こちらが拒きよ否ひするのを期待してるのかもしれない。しかし拒否してしまえば、彼らは「エーデルクラインが会談を拒否した」と言うだろう。

　エーデルクライン側に、落ち度はない。そう明言するためには行かねばならない。

　会談さえ開かれれば、もしその後に武力衝しよう突とつがあったとしても、仕方ないと諦あきらめられる。一方的に話し合いを拒否したわけではない。

　フレデリカ自身も、きっと納なつ得とくできる。

　こんな無む茶ちやを言ってくる相手は、おそらく、ろくな事を考えていない。

　けれど会う必要がある。もし百万分の一の可能性でも、話し合いでオレリアン側と友好関係を築ければ、それに越こしたことはない。最初から拒絶はするべきではない。危険であろうとも、ほぼ可能性がなかろうとも、やるべきだ。

　それが国王代理の責任だし、外交というものだろう。

（これが正しいと、確信はない。けれどこれが、最善かもしれない）

　できる限り真しん摯しに対応し、話し合う。それでも駄目であれば、強きよう硬こう手段を考えるべきなのだ。

「行きます。ただし、こちらからも条件があります。オレリアン側の軍隊が、会談の開かれる砦から離はなれることです。軍隊がある程度離れたのを確認すれば、参りますと」

「え、行くの？　オレリアン革命軍政府は、なにをしでかすかわからない相手だよ」

　ユリウスが嫌いやそうな声を出す。

「会談に応じると言っているものを無視すれば、こちらの落ち度と言われかねない。それに、あちらは軍隊を連れている。もし彼らが武力に訴うつたえたら、フーベルの町に被ひ害がいが出るわ。彼らが軍隊を動かす前に、こちらも備えがあれば安易に手は出さないはず。だからミュラー公こう爵しやくが大隊を連れて到着するまでの、時間稼かせぎが必要よ。そのためにも、行かないと」

　この決断は正しいだろうか。

　問うようにフレデリカは、イザーク、ユリウス、そして鳥籠の中のグレーテルを順々に見る。

　誰だれかが、それは違うと言ってくれるだろうか。本当に違うと思えば、イザークもユリウスも、もちろんグレーテルも、遠えん慮りよせずフレデリカを馬ば鹿か扱あつかいしてくれるだろう。

「……わかった。オレリアン側へこちらの条件を伝える」

　イザークが言うと、ユリウスが肩かたをすくめる。

「護衛二人ということは、僕とシュルツが行けるけど。少ないなぁ」

「わたしも行くわ」

　鳥籠の中から金の瞳ひとみを光らせて、グレーテルが言った。突とつ然ぜんあがった声にイザークとユリウスは鳥籠にふり返り、フレデリカも目を丸くした。

「わたしは誰にも見えないし、こうやって話もできるから。何かの役に立つかもよ？　どう？　イザーク。そしてそちらの貴公子様のご意見は？」

「逃にげる気だろう」

　不信感いっぱいのイザークに、グレーテルは鼻を鳴らす。

「疑うなら、わたしの背中に束そく縛ばくの魔ま法ほう陣じんでも描かいておけば？　外げ道どうな真似まねは、得意でしょう？」

「連れて行ってもいいんじゃない？　グレーテルは、わりに利口だよ」

　にやりとしたユリウスに、黒猫はぶるっと身み震ぶるいした。

　彼らのやりとりを聞いていたフレデリカは、小首を傾かしげる。

「あの、皆みなさん。いいんですか？　とても危険だけれど、行ってもいいのですか？　もしこれが間違っていて、大変な事態になったら……」

「名案とは言えないが、この場合は行くしかない。大変なことになれば、俺たちがなんとかする」

　イザークは、当然のように告げた。ユリウスは片目をつぶる。

「僕は、正直よくわからないから、どっちでもいい」

「行くべきよ」

　きっぱり言ったのは、グレーテルだ。

　三人の声を聞き、なにかが心の中にすとんと落ちた。

　自分一人の責任だと思うことこそ傲慢だと、グレーテルは言った。その意味がわかった気がする。

　フレデリカの決断は、フレデリカ一人でできるものではなく、自分が信しん頼らいする人たちの言葉に後押しされてできるものなのだ。そして勇気を持って、その決断をすることだけが、フレデリカの務め。責任は自分がとるという、覚かく悟ごだ。けれど決断を助けてくれた人たちは、助けた責任で、フレデリカを助けてくれるだろう。全力で。

「わかりました。行きます」

　静かに答えると、胸の奥から闘とう争そう心しんに似た勇気が湧わく。怯おびえる自分も消えたわけではないが、それ以上に、彼らの言葉に後押しされたことが心強くて、やるべきだと確信する。

『王女に必要なもので魂たましいが満たされる』

　いつかグレーテルは、そう口にした。彼女はあの時、フレデリカが完全に元の姿に戻もどる条件は、『王女に必要なもので魂が満たされる』時なのだと言ったのだ。

　イザークの信頼とミュラー公爵の忠誠心を得ることによって、わずかな時間だけ、もとのフレデリカの姿に戻れるようになった。ただフレデリカは、なぜ彼らの信頼や忠誠が、王女に必要なのか深く考えたことはなかった。王様なのだから、臣下に信頼され忠誠を誓ちかってもらえるのは当然の条件なのだと、薄うすっぺらく理解していただけだ。

　だが今、フレデリカはゆっくりと理解した。

　彼らの信頼や忠誠が必要なのは、彼らが、国を統治するために必要不可欠な存在だからだ。それは手足として動くだけではなく、こうやって王が決断するために共に考え、提案し、あるいは賛成し、時には拒否して苦言を呈ていするため。

　王という名の独裁者にならば、きっと必要のないものだ。

　だがフレデリカは、独裁者になりたいわけではない。グレーテルが望むような良い朝を、親切なコーゼル村の人たちを含ふくめて、王国の人々にあげたいだけだ。

（一人で、不安がって怖こわがる必要はない。わたしは国王代理だけれど、目立つ場所で、正面に立っている人間というだけ。わたしの決断は、わたしに噓うそをつかない人たちの賛成で成り立ってる）

　無論、最終的な責任はフレデリカにある。

　仮に責任をとって首を差し出せと言われるようなことがあれば、差し出されるのはフレデリカの首だ。けれどその重大な決定が、自分一人でしたものでなければ、「みんなで知ち恵えを絞しぼったのに、およばなかった」と、納得できる。自分一人の勝手な判断ではなかったと。そうすれば首を差し出すときも、きっとフレデリカは納得できるのだろう。

　でも実際問題、首は差し出したくない。

「イザーク、ユリウス、それにグレーテル。よろしくお願いします。ともに、来てください」

　深く頭をさげると、今、おそらく全速力でこちらに向かっているはずのミュラー公爵へも、心の中でお願いする。

（ミュラー公爵。早く、到とう着ちやくしてください。なにかが起こったとき、こちらに武力があるなしでは、決定的に相手の出方が変わるはず……だから。早く）
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「到着は、夜よ明あけ……。いや、もうすこし早く着けるか」

　歩みの遅おそい───しかし大隊の移動速度としては最大速度で移動する軍隊を先導しつつ、天秤のヴアーゲ天使エンゲルの末まつ裔えいミュラー公爵は、夜空を見あげる。

　馬上の風は冷たく、西の国境へ向かうほど気温が下がるようだ。

（フーベルの町は、どうなっている）

　オレリアン革命軍政府が、中隊を連れてフーベルの城じよう壁へきに迫せまっており、フーベルは城門を閉とざしているとは聞いている。だがそれ以降、フレデリカたちが無事にフーベルに到着したのか、オレリアン側の動きに変化があるのか、なにも情報がない。

　そしてさらに気がかりなのは、グロスハイム公爵の動き。

　正午の六公爵の合議の場でミュラーは、既すでにフレデリカがフーベルに向けて出発していると告げた。六公爵たちはフレデリカの行動に驚おどろいたらしかったが、結局、それ以外の選せん択たく肢しがないことと、国王代理の決断ということで、認めざるを得ない。危険だ、なにが起こるかわからないと苦い顔をしたものの、ミュラーが大隊を引き連れてフレデリカを追うことには、全員の賛成があった。

　合議の間中、ミュラーはグロスハイム公爵の様子を注意深く観察していた。彼はいつもと変わらず振ふる舞まい、特に、怪あやしい素そ振ぶりもない。顔色一つ変えない。彼が、陰かげでカルステンス侯こう爵しやくを名乗る国王暗殺を謀はかった黒幕であるとは、事実を知っているミュラーでさえ、本当だろうかと疑いたくなるほどの、常と変わらない様子だ。

　だからこそ、油断できない。

　彼はそうやって誰にも気取られることなく、暗い執しゆう念ねんを燃やし続けているのだろう。考えてみればぞっとする。彼は内務大臣になった時から既に、裏の顔を持っていたのだから。

　フレデリカが国境へ向かったのを聞き、グロスハイム公爵が指をくわえているとは思えない。

　きっと、なにかを動かしているはず。

　しかしその動きをまったく察知できないことが、焦しよう燥そう感かんを煽あおる。

　こうやってのろのろと大隊をすすめるミュラーと違ちがい、グロスハイムの手の者は、きっと馬を飛ばし、夜や陰いんに紛まぎれ、フーベルに向かっているはず。

（殿でん下かの身に、なにごともなければ良いが）

　もどかしいのは、事実を知りながらミュラーもフレデリカも、グロスハイム公こう爵しやくに手出しできないことだ。それはひとえに、フレデリカの実績のなさに起因する。二ヶ月前にやっとお披ひ露ろ目めされたばかりの王位継けい承しよう者しやでは仕方のないことだが、やはり、フレデリカに対する周囲の認にん識しきは、世間知らずの可愛かわいらしい王女殿下のままなのだ。
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　城壁の向こうに見えるオレリアン革命軍政府の中隊が、松明たいまつを掲かかげ、ぞろぞろと砦とりでから離はなれていく。その松明の流れは西へと向かう。そして砦から徒歩で一時間はかかるだろうと思われる、小高い丘おかの上へ集結していた。

　フレデリカの要求通り、オレリアン革命軍政府は軍隊を砦から遠ざけた。

　真夜中過ぎに会談を実じつ施しする予定で調整していたが、結局、オレリアン側の中隊を移動させる段取りに手間取り、あと一時間で朝あさ陽ひが昇のぼろうかという時間にまでずれ込んでいた。

「行くしかねぇか」

　窓越ごしに動く松明の明かりを目で追いながら、苦々しい思いでイザークは呟つぶやく。

　国王代理のフレデリカが会談に応じることこそ、最善策だと理解している。会談に応じることで、オレリアン側が目もく論ろむ侵しん攻こうの口実を与あたえなくてすむ。オレリアン側も、さぞがっかりしているだろう。

　突とつ然ぜん、軍隊を連れて国境に迫れば、対応策としてエーデルクラインは軍隊を送りこんでくるのが普ふ通つうだ。武器を手に玄げん関かん前に押し寄せてくる連中がいると知れば、扉とびらの内側にいる人間も武器を手に身構えるのが当然。

　オレリアンの小ずるいところは、事前に会談の申し込みの使者を送っていることだ。

　会談の申し込みを事前にしてあり、会談のためにやってきたのに、エーデルクライン側は会談を拒きよ否ひ。あまつさえ攻こう撃げきを仕し掛かけてきそうであった。だからこそ仕方なく反撃したのだと、口実にするつもりだったはず。

　エーデルクライン王国の国王代理が無む茶ちやな条件を吞のみ、会談を受けることは予想外だったろう。彼らは彼らが弄ろうした策のために、彼らの側から会談を拒否はできない。

　だが、国王代理がその場に赴おもむくことを、好機と捉とらえるかもしれない。

　その場で国王代理を殺せば、国王も国王代理も不在の国内は混乱する。その混乱に乗じれば、かなりの領土を奪だつ取しゆできる、と。

（ただ、周辺国の批難を覚悟で、オレリアンがそこまでするか……。賭かけだな）

　今は対外的な配はい慮りよで、侵攻の口実をあれこれ画策しているようだ。だがいざとなれば、周辺国の批難など知ったことかと開き直りかねない。

　窓から視線をはずすと、背後のテーブルの上に置かれた鳥とり籠かごを見やった。空っぽにしか見えないが、その中に黒くろ猫ねこのグレーテルがいるはずだ。

「グレーテル。俺から逃にげないと約束するか？」

　問うと、苛いら々いらした声が返ってきた。

「約束するって、さっきも言ったでしょ。わたしは、あの子を王様にしたいの。ここであの子が殺されちゃ元も子もないから、助けたいの。すくなくとも、あの子が無事にこの状じよう況きようを乗り切るまでは逃げないわよ」

「乗り切るまでかよ」

「正直に言っただけ。もしそれ以降もわたしを逃がしたくないなら、さっきも言ったように束そく縛ばくの魔ま法ほう陣じんをわたしの背中に描かけばいいわ」

　生き物の体に魔法陣を描くのは、グレーテルも言ったように外げ道どうな真似まねだ。

　魔法陣は強力な魔術の発動の源になる。それを生き物に描けば、その生き物を魔術師の力で強く支配する。しかも皮ひ膚ふの上で直接発動する魔術は、その生き物に相当な負担をかける。イザークが体内に精せい霊れいを取り込んだ時以上の苦痛を、伴ともなうはずだ。

　ただイザークは、グレーテルを逃がしたくなかった。猫の姿でどこを放ほう浪ろうしているのかと、気が気ではない。どこかでのたれ死んでいるのではないかと、はらはらする。一度娘むすめを失ったコール夫妻に、二度も娘を失う哀かなしみを味わわせたくもない。

「外道は承知だ」

　イザークは懐ふところから、準備していた、なめし革がわを二枚重ねたものを取り出す。

　そのなめし革を鳥籠の前に広げると、重ねた一枚の革をめくる。するとそこには、赤い色の魔法陣が描かれていた。魔法陣は、粘ねん性せいの高い樹液に色をつけたもので描かれ、線がてらてらと光っている。

「これを持っていく。もし必要と思えば、これをおまえの背中に貼はりつけて魔法陣を写す。しかも逆転写になるぞ。魔法陣の魔力は、おまえの背中から外側にではなく、おまえの中へ向けて発動する。この意味がわかるか？」

　粘性の高い線で描かれた魔法陣は、それを別の場所に押しつければ、その場所に転写される。そのためにイザークはこれを準備した。転写するまでは、なめし革を二重にして崩くずれないように保持しておく。転写するときに上の一枚をはがし、押しつける。

　しかし、正しい方向で描かれた魔法陣を押しつけて転写すれば、全すべては表裏逆になる。

　魔法陣は、正しく描かれた面から魔力を放出するから、逆転写となれば、放出は逆になる。

　地面に正しく描かれた魔法陣の魔力は、宙へ。そして逆転写した魔法陣を描けば、魔力は地下へ。そんなふうに発動する。

　体の表面に描かれた魔法陣が、体の内側に向かって発動するとなれば、それは体を貫つらぬく強力な力に苛さいなまれるということだ。

「いいわよ」

　と、答えたグレーテルの声にわずかな怯おびえが滲にじむのは、イザークの使う魔術が、直接体内にめり込む苦痛を想像したのかもしれない。ちょっとやそっとの脅おどしでは、グレーテルを御ぎよしきれないのはわかっている。これを使うつもりはなかったが、脅しには効果抜ばつ群ぐんだ。

「じゃあ、出てこい」

　魔法陣の上に別のなめし革を載のせて巻き取り、懐にしまうと鳥籠の扉を開く。

　イザークの手の下を何かがすり抜ぬけて外へ出た気配がしたのと同時に、フレデリカがユリウスと共に部屋に入ってきた。

　鳥籠から出てきたグレーテルを認めたらしく、フレデリカが目を輝かがやかせる。

「出してもらえたのね！　グレーテル」

「おかげさまでね」

「良かった」

　フレデリカは微笑ほほえむと、今度はイザークに向き直った。緊きん張ちようした表情で、しかし迷いなく告げた。

「そろそろ参ります。先さき触ぶれに、砦の兵士を走らせましたので、王女の体に戻もどります。お願いしますイザーク。わたしを、元のわたしに戻してください」







　にわかに動きだした城じよう壁へきの警備兵の様子に不安を覚えたらしい町の人々が、暗くら闇やみにもかかわらず、あちこちの家から城壁の近くへ集まっていた。どこからか流れた情報で、国王代理の王女殿下が、これから城壁を出て、オレリアンとの会談に挑いどむらしいのだと人々は囁ささやきあっていた。彼らの不安は高まっているようだった。

　その不安を煽あおるように城壁の扉が開き、三騎きの馬に乗った人ひと影かげが、暗い城壁の外へ踏ふみ出した。
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　城壁から砦までは、馬で十分程度の距きよ離りだ。

　周囲に雑木の繁はん茂もしたオレリアンの砦は、無骨な剝むき出しの石造り。数十年間放置されていただけあり、ほとんど廃はい墟きよだった。だが今は、砦の周囲に多くのランタンの明かりが灯ともされ、砦はぼんやりと闇に浮うかんでいる。

　周囲に兵士の姿はない。

　フレデリカはイザークとユリウスと同様に、馬に乗って砦に向かった。

「もし会談が一時間ですまなければ、どうしましょうか？　わたし、グレーテルの体に戻ってしまいます」

　フレデリカの鞍くらにはグレーテルがちょこんと座っていたので、その背中を撫なでながら気がかりを口にした。イザークは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「時間切れになりそうだったら、俺が合図してやる。大げさに気分悪いふりでもしろ。それでリミットが来ておまえが仮死状態になっても、王女殿でん下かは緊張のあまり気絶したとでも言ってやる。会談は後日と打ち切って、城壁へ帰る。誰だれも、おまえの脈なんかとらねぇだろう」

「まあ、それも話が通じる相手なら、の場合だね」

　ユリウスがにこやかに、辛しん辣らつなことを言う。

　砦とりでを囲む雑木林に近づくと、出で迎むかえの男が一人待っていた。質素な上着を身につけたその男は、丁てい寧ねいな物もの腰ごしで参さん謀ぼうだと名乗った。その彼の案内で砦に入ったが、人の気配がなく静かだ。

　外よりも一層ひんやりした空気が満ちていた。

「約束通り、オレリアン側も人数を制限しているようですね」

　案内役の参謀に従い、石の床ゆかを踏みながら進む。硬かたい足音に紛まぎれるように、フレデリカは囁いた。

「見たところな。油断はできねぇ」

　仮面の下から周囲の気配に目を配りつつ、イザークが答える。

　四層の造りになった砦の中には、兵士が息をひそめる場所は無数にある。

　グレーテルはフレデリカの足元を歩きながら、髭ひげをひくひくさせていた。

　ユリウスは面おも白しろそうな顔をして、周囲を見回す。

　なにが起こるのか、なにが待っているのか、わからない。

　一人であれば泣き出して逃げ帰りたくなるほど、全身が強こわ張ばる。ただイザーク、ユリウス、グレーテルがいてくれるということだけに勇気づけられ、足は一歩一歩出てくれる。

　最上階の四階まで階段を上がると、そこはフロア全体が一部屋になっていた。小さな窓が四方に並ぶ殺風景な部屋。その中央に、三人の男がいた。

　軍服を身につけた左右の男たちの腰こしにはサーベルがあったが、中央の中年男は丸まる腰ごしだ。綺き麗れいに整えた髭を蓄たくわえ、袖そで口ぐちやボタンに凝こったレースやビーズをあしらった上着を身につけていた。身なりは貴族のようだったが、どことなく品がない。

　案内役の参謀を名乗る男が、「前へ」と静かに促うながし、自分は壁かべ際ぎわへと控ひかえる。

（変だ）

　奇き妙みように感じたのは、この部屋にはテーブルどころか椅い子すすらないことだった。会談をするための部屋ならば、せめて椅子くらいは置かれていていいはず。

（彼らの真意は……）

　嫌いやな予感がふくれあがるが、ここまで来ては覚かく悟ごを決めるしかない。ここに来た目的は、彼らとの会談だ。彼らもそれを望んでいると言っていたのだから、それを要求するべきだ。

　略式の正装のドレスを身につけていたフレデリカは、マントを脱ぬぎユリウスに預けた。数歩前に進み出て、立ち止まる。

　髭の男は目を見開き、フレデリカを無ぶ遠えん慮りよに、上から下まで眺ながめている。その舐なめるような視線に、イザークとユリウスの気配は冷える。

「ようこそ、お越こし下さいました。わたしはオレリアン革命軍政府、代表議会議長のシャルル・オジエと申します」

　脂やに下さがった嫌らしい笑え顔がおで、髭の男が名乗る。

（これがヘルトリング公こう爵しやくが教えてくれた、小ずるい男という……）

　警けい戒かいしながらも、フレデリカは優ゆう雅がに膝ひざを折る。

「エーデルクライン王国王女のフレデリカ・アップフェルバウムでございます。国王陛下が諸事情により宮きゆう殿でんを出ることが叶かないませんので、わたしが代理として参りました」

　顔をあげると、オジエと目が合った。彼は嬉うれしそうに笑いながら、

「なんとも、美しいな」

　と、口にした。

　あまりにも無遠慮な言葉と視線に、フレデリカは我知らず眉まゆをひそめる。

　王族の顔を直視することは無礼だとか、言葉を交かわすのは無礼だとか、そんな慣習めいたことを責める気は毛頭ない。だが初対面の相手との挨あい拶さつを交わした直後、適切な会話もなく、いきなり「美しいな」とは無礼にすぎる。

　ユリウスが背後で、くすっと笑った。そして、

「ねぇ、フレデリカ。話し合いをする価値はある？」

　フレデリカにだけ聞こえるような、細い声で囁く。彼の声で、彼の本ほん性しようが目覚めている気配を感じてひやりとするが、ふり返り、目線で彼を制止する。

　まだ早い。彼らと話し合いの余地がある限りは、短気を起こしてはいけないのだ。

「会談の申し込みを頂きましたので、参上いたしました。お話し合いは、オジエ様とこの場所でいたしますか？」

「いいえ。話し合いは、とっくに終わっていますよ。フレデリカ殿下」

　嫌な笑顔で、オジエが答えた。

「どういう意味ですか？」

「先ほど、エーデルクライン王国のさる実力者から使いが参りました。殿下が、わたしどもと会談をするためにお越しになるはずだが、話し合いの必要はない。殿下の身み柄がらは我々で保護し、丁てい重ちように、どこへなりともお連れしてかまわないと」

　殴なぐられたような衝しよう撃げきを感じた。

　フレデリカの足元にいた黒くろ猫ねこも毛を逆立て、イザークとユリウスはサーベルに手をかけた。

　だが衝撃と同時に感じたのは、「やはり」という思いと「なぜ」という疑問。今にも飛び出しそうなユリウスとイザークの気配に、フレデリカは声を張った。

「二人ともお待ちください！」

　そして続けて、オジエを睨にらむ。

「その実力者とは、どなたですか？」

　聞かねばならないと思った。間ま抜ぬけにも、正直にも、こんなところに、のこのこ出てきた自分は、そのくらい知らなければ情けなさ過ぎる。

「さるお方としか、言えません」

「では、わたしを拐かどわかしたオレリアン革命軍政府は、エーデルクライン王国に対してどのように申し開きをするつもりですか。戦争をしたいのですか？　さらにエーデルクラインのみならず、周辺国の批難をどうやり過ごしますか？　下手へたなことをすれば、エーデルクラインに加勢するという名目で、隣りん国ごくのホーヘンザイツがオレリアンに侵しん攻こうする口実を与あたえる可能性もありますよ。ホーヘンザイツはエーデルクライン王国の同盟国です」

「我々に協力下さるお方は、エーデルクラインの政治の中ちゆう枢すうにおいでです。殿下がいなくなれば、その方が国王代理となられる公算が高いとのこと。その方は、殿下の失しつ踪そうはオレリアンとは関係のない事故として処理し、オレリアンと和解します。我々が殿下をどこぞへお連れすれば、見返りにフーベル周辺の土地をオレリアンに譲じよう渡と下さるとのこと。周辺国に対しても、オレリアンとエーデルクラインは、和解したと言えますので心配にはおよびませんよ」

　オジエは「さるお方」としか言わないが、それが誰なのか、オジエの語るとんでもない目もく論ろ見みから明らかだった。

（グロスハイム公爵）

　先手を打たれた。

　邪じや魔まなフレデリカを排はい除じよするために、グロスハイム公爵はいち早くオレリアンと通じたのだ。

　フレデリカたちがフーベルに到とう着ちやくし、手順を踏ふみ会談の申し込みをしている間に、グロスハイム公爵の配下はフーベルに到着した。そして城じよう壁へきを密ひそかに越え、オレリアンと接せつ触しよくしたのだ。

　グロスハイム公爵の配下は、既すでにフーベルに何人も入り込んだのだろう。

　半日の時間的優位があったにもかかわらず、してやられた。

　相手の判断と動きが、すこぶる早い。さすがは内務大臣だ。そして十年以上もの間、息をひそめ、隙すきを狙ねらい続けた執しゆう念ねん深さと慎しん重ちようさと知ち恵えがある。

「そんなに、フーベルの町が必要ですか？　オレリアンにとってなんの価値があるのです？」

「価値としては、まずは我々革命軍政府が勢力を広げていると、国民に知らしめることができます。そして報ほう奨しようを望む革命の功労者に利権をもたらす土地として、活用できますな」

「勝手ですね……」

「誰でも、そうでしょう？　殿下。自分の国が第一で、隣国のことなど知ったことではない。隣国は、自国の発展のために利用するものです」

　ヘルトリング公爵はオジエを、小ずるい男と評していた。だが違ちがう。彼はずるいだけではなく、身勝手だ。

「交こう渉しようの余地は、ありませんか？」

「交渉は、もう終わっているのです。さる方と」

「まどろっこしいのは、嫌きらいだよ」

　ぽつりと、ユリウスが呟つぶやく。そしてオジエに薄うすく微笑ほほえみかける。

「僕はユリウス・グロスハイムだよ。グロスハイム公爵の嫡ちやく男なんだ」

　するとオジエの表情が、嬉しげに変わる。

「ほほぉ、では。君は父君のご命令で殿でん下かがここまで来るようにと、誘ゆう導どうしてくれたのかね」

　その言葉に、ユリウスの気配がさらに冷える。目が暗くよどむ。

「やはり、父上なんだねぇ……。そうか。よくわかったよ、これで。僕の父は、間違いなく天使の家名に泥どろを塗ぬる男だ。ごめんね、フレデリカ。君は正しかった」

「いいえ、ユリウス」

　フレデリカは答えながら、周囲の物音に気がついていた。階下からいくつもの足音がする。やはり姑こ息そくにも、オレリアン側は兵士たちを隠かくしていたのだろう。

「イザーク、ユリウス。グレーテル。ごめんなさい。わたしは、判断を間違えたの、きっと」

　こんな場所に、たったこれだけの人数で敵に囲まれれば、逃にげる余地はない。

（攫さらわれる？　殺される？）

　恐きよう怖ふ感かんが頂点に達し、足が震ふるえる。自分の命のみならず、ユリウスやイザークの命すら風前の灯ともし火びに思えるこの状じよう況きように、泣き出したくなる。

「ごめんなさい、間違っていた。ここに来た意味はなかった」

「意味はあるわよ」

　足元から、グレーテルの囁ささやく声がした。

「もしあなたが無事に帰れば、ここで会談をしたことこそ、大きな意味を持つのよ。エーデルクラインは、オレリアンと会談をした。その実績をつくるんだもの。あなたが城壁を出るのは、フーベルの町の人間が見てる。エーデルクラインはオレリアンと会談をした上で、オレリアン側が和解を拒きよ否ひしたと言える。オレリアン側の非を唱えることが可能になる」

「でも、帰れない」

　涙なみだ声ごえになってユリウスとイザークをふり返ると、イザークがにやりと笑う。

「帰るさ。俺はおまえに仕える魔ま術じゆつ師しだ。おまえの判断を助けるのが、俺の務めだ」

「逃げられるつもりか？」

　せせら笑うオジエの声と共に、階段室から二十あまりの兵士が室内になだれ込んできた。

「三人とも、姿勢を低く！　鼻と口を塞ふさげ！」

　イザークが懐ふところに手を入れるのと同時に声をあげたので、わけがわからないまま、フレデリカとユリウスは、その場にしゃがんで衣服の端はしで鼻と口を覆おおった。グレーテルはフレデリカが抱だき上げ、抱かかえ込んだ。

　白い粉のようなものが周囲にばらまかれた。

　細かな白い霧きりで覆われる室内で、魔術師の声がした。

「我、湖水の魔術師の血を引く者。湖水の天地と狭はざ間まにある、全すべての精せい霊れいと契けい約やくする者」

　白い霧の中で、輝かがやく紫むらさきの瞳ひとみを見た。

「狭間の精霊に告ぐ。封ふうじよ」




　　　　[image: ]




　フーベルの城壁の周囲に集まる人の数は増える一方だった。

　国王代理のフレデリカ殿下が、オレリアンとの交渉に向かったのだと聞きつけた者たちは、事の成り行きが不安でたまらないのだろう。こちらは丸まる腰ごしの庶しよ民みんだ。壁かべの向こうには他国の軍隊がいると思えば、おちおち眠ねむってはいられない。

「どうなるんだ？」

「あの綺き麗れいなお姫ひめさん一人で、なにができるんだ？」

「今から、避ひ難なんした方がいいのか？　エーデルクラインの軍隊も来たら、戦争になるだろう」

　怖おそろしげに囁きあう人々の中に、数人の男たちがするすると紛まぎれこむ。彼らは商人風の身なりをしていたり、農民風の身なりをしていたり、まちまちだった。だが鋭するどい目をしており、鍛きたえられた体つきといい、まるで騎き士しのようだった。

「オレリアンの目的はいったいなんだろう？」

　誰だれかの発した質問に、

「オレリアンは、エーデルクラインの国民を、王政から解放するのが目的だろう。昼間にばらまかれた紙に、そう書いてあっただろう」

　と、答えがあった。答えたのは商人風の身なりの割に目つきの鋭い、屈くつ強きような男だった。

「そうなのか？」

「そうだ。彼らは革命を果たした国だぞ。古い王政に縛しばられる我々を、助けに来たんだ。オレリアンがばらまいた紙に、そう書いてあったろう」

「助けに来たって、それほど生活には困ってねぇよ」

「王政を倒たおせば、もっといい生活ができるぞ。貴族たちがやっているような贅ぜい沢たくを、みんなで分けあうんだからな」

　あちこちで、ちらほらと囁かれ始める声。

　それがすこしずつ大きくなる。

「ならオレリアンを追い返そうとするのは、王様や貴族が、自分たちの生活を守るためか？」

「あの王女様も、そのために来たのか」

「おい、オレリアンの軍を追い返していいのか？」

「エーデルクラインの軍隊が来たら、オレリアンの軍隊は追い返されるだろう？」

「いいのか？　このままで」

「オレリアンの軍隊を招き入れたら、この土地だけでも、民主的とかいう、いい土地になるんじゃないか？」

「今のうちに城壁の門を開いて、オレリアンの軍隊を入れるべきじゃないのか？」

　情報もなく、また指導的な者も存在せず、ただ困こん惑わくと戸と惑まどいで寄り集まっていた人々。そこに密かに、意志を持って誘導する存在が投げ込まれる。すると人は、戸惑っていたぶんだけ簡単に、明確に示される意志が、あたかも正しいかのような錯さつ覚かくを起こす。

　不ふ穏おんな気配の高まりに、城壁の兵士たちは戸惑い、門前で色をなくしていた。

「門を開け」

　誰かが囁く。それが次々と伝でん播ぱして、伝播するごとに声は大きくなる。

「オレリアンを招き入れよう」

「開くべきだ」

「門を開け！」

　ひときわ大きな誰かの声があがったのを機に、至る所から声があがった。

「門を開け！」

「開け!!」

　待て、落ち着けと、周囲を諭さとす声もある。散発的にあがるその声を、人々の中に紛れこんだ誘導者が、意識的に大声でかき消す。

「この機会を逃のがしたら、オレリアンの協力は得られないぞ。門を開け！」

「開け!!」

「門を開け！」
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　砦とりでに残っていたオレリアン兵士は、総勢三十二人。そしてオレリアン革命軍政府参さん謀ぼうと、代表議会議長オジエだった。

　エーデルクライン王国王女を誘さそい込んだ最上階が、突とつ然ぜん、白い霧に包まれた。

　白い霧はすぐに消えた。しかし。

「いない!?」

　四階に殺さつ到とうした兵士もオジエも、目を疑った。押し寄せた兵士とオジエたちの間に立っていたはずの、エーデルクライン王女も、その護衛の二人の青年も姿が消えていた。

　そして参謀の姿もない。

「捜さがせ！　今の隙すきに逃にげたんだ！　まだ、砦から出ていないはずだ！」

　オジエは顔色を変え、兵士たちに命じた。

　兵士たちは弾はじかれたように、階段を駈かけ下りた。彼らは階段室を塞いでいたので、まさかその隙すき間まをかいくぐって逃げ出せるとも思えなかった。だが、彼らが消えたのは事実だ。

　階段を下りる。しかし、彼らの前から階段はなくならない。先頭の兵士がはっとして階段室の窓から外を見ると、自分たちはまだ四階の高さにいることに気がついた。

「そんな馬ば鹿かな」

　誰かが、信じられないと言いたげに呟つぶやく。

「階段を下りた……よな？」

「なにか。勘かん違ちがいをしているんだ。下へ行くぞ」

　先頭の兵士が命じ走り出す。兵士全員で階段を駆かけ下りる。下りる。下りる。

　が、また足が止まる。

　いくら下がっても階段は下へ下へと延び、そしてふと窓の外を見れば、自分たちはまだ四階程度の高さにいるのだ。全員がそのことに気がつき、そして理解した。自分たちは、いくら階段を下りても、なぜかすこしも進めていないのだと。

「なんだ、これは、なんだ!?」

　恐きよう怖ふに耐たえかねたように、一人が悲鳴をあげた。

「ご苦労様だな、あんたたち。こんな辺境まで」

　静かな声が兵士たちの背後、頭の上から降ってきた。

　ふり返り兵士たちが見あげたのは、最上階の踊おどり場だ。そこに、兵士を見おろす銀ぎん髪ぱつの仮面の男がいた。アメジストのような輝きのある濃こい紫の瞳が、仮面の奥から彼らを見つめていた。

　その男は、唇くちびるに人さし指を当てる。

「いいものをやろう。兎うさぎたちが追い込まれた檻おりの中へ、狂きよう犬けんを」

「おまえは……、さっきまで四階にいた。隠かくれていたのか？」

　先頭の兵士がサーベルを抜ぬいて構えながら問う。それに応じ、怯おびえながらも他ほかの連中もサーベルを抜く。

　銀の髪かみの男、イザーク・シュルツは目を細めた。

「我、湖水の魔ま術じゆつ師しの血を引く者」

　銀の髪が、風もないのにさわさわと揺ゆれる。

「なんだと？」

「湖水の天地と狭はざ間まにある、全すべての精せい霊れいと契けい約やくする者。その権限において天使の末まつ裔えいを、閉とざされし場所へ誘いざなう。行け、血のブルーノ天使エンゲルの末裔ユリウス・グロスハイム」

　兵士たちが、目を瞬まばたく。

「ユリウス・グロスハイム？」

「僕のことだよ」

　突然、兵士たちの背後で声がした。振ふり向くと、いつの間にかそこには、爽さわやかな緑の瞳ひとみと金色の髪をした、ユリウスの姿がある。笑え顔がおで兵士たちを見あげる彼には、純白の軍服が惚ほれ惚ぼれするほど似合っている。

　微笑ほほえみながらユリウスは、サーベルを抜く。
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「極力殺すな、グロスハイム。恐怖心を植え付けて、生かしておけ。二度とエーデルクラインに舐なめた真似まねができないように」

「いいよ。殺しても面おも白しろそうな奴やつら、いないし。目をえぐるか、鼻や耳を削そいで、痛い思いをしてもらおうかな？　ちょうどいいことに、僕はすこし苛いら々いらしている。天使の家名を汚けがす裏切り者の血が僕の体にも流れていると思うと、我が慢まんがならないほど苛々する。でも君たち安心して。大だい丈じよう夫ぶだよ。目を潰つぶし、耳や鼻を削ぐ程度なら、死なないよ。激痛には苦しむけれど」

　非の打ち所のない貴公子のはずなのに、目を細めたユリウスは毒どく蛇へびに見えた。その一いつ瞬しゆんの変へん貌ぼうに驚きよう愕がくした兵士たちに、ユリウスは躍おどりかかった。

　狭せまい空間で悲鳴があがり、濃い血の臭においが立つ。

　四階に突つっ立っていたオジエは、階段を駆けおりた兵士たちが突とつ如じよ悲鳴をあげ始めたことに顔色をなくし、焦あせって周囲を見回す。誰だれもいない四階の空間に、彼一人だ。

　階段室が静かになった。ただ地じ獄ごくの底から聞こえるような呻うめき声が、四階に這はい上ってくる。そしてその呻き声に押し出されるように、イザークと、血がぬらりと光る抜き身のサーベルを手にしたユリウスが、四階へと上がってきた。

　震ふるえるオジエに二人が近づくと、オジエは腰こしを抜かしてその場に座りこんだ。

「おまえたちは……なんだ？　なにをした……」

　それには答えずイザークは薄うすく笑い、そして、震えるオジエの額に人さし指をあてる。

「エーデルクラインの宝石に手を出すな。いいか。おまえの額に印をつける。これ以上エーデルクラインに対して卑ひ怯きような真似を働けば、見えない矢が、おまえの額から脳のう髄ずいを貫つらぬく。おまえがやらなくとも、オレリアンの動向次し第だいでは見えない矢は放たれる。他の連中も、宥なだめておけ。俺はエーデルクラインの魔術師。悪魔だ」

　指先に力をこめると、その衝しよう撃げきでオジエは石の床ゆかに昏こん倒とうした。
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「なにが、起きているんですか？」

　フレデリカは呆ぼう然ぜんと周囲を見回す。イザークの放った白い霧きりが消えると、そこに残されていたのは、フレデリカと黒くろ猫ねこグレーテルのみだった。

「イザークと、ユリウスは!?」

　焦ってもう一度周囲を見回すが、二人の姿はない。しかもオジエの姿も参謀の姿も、兵士の姿もない。

「イザークが空間閉へい鎖さの魔術を発動したのよ。粉を吸い込んだ奴らは、別の空間に閉じこめられたはずよ。今のうちに、砦から逃げるの」

「イザークとユリウスは!?」

「二人は、閉じこめた奴らの処置をしてるわよ。大丈夫、来なさい。あなたは帰らなきゃならないでしょう」

　国王代理であるフレデリカが無事に戻もどらなければ、結局はグロスハイム公こう爵しやくの思いのままにされる。父国王にあんな無残な仕打ちをした彼が、思うままに振る舞まうことを許してはならないはず。

（無事に戻る）

　それが今、フレデリカのするべき事だ。駆け出したグレーテルの後に続いて、階段をおりる。

　砦の外へ飛び出すと、雑木林につながれた馬の手た綱づなを解こうとした。しかし興奮状態で手が震え、なかなか手綱を外せない。

　グレーテルは手て頃ごろな木の枝に、猫らしく俊しゆん敏びんにのぼり周囲に目をこらす。

「しまった！」

　グレーテルが声をあげ、樹上から飛び降りてくる。

「こちらに向かって、オレリアン中隊の兵士が来る！　馬に乗ってるみたい。速度が速いわ」

「なぜ!?」

「参謀って奴が、林の外でランタンを振って合図してる。非常事態が起これば、駆けつけられるように手配してたのよ。近くに潜ひそんでたんだわ」

　ぐるるっと、黒猫が喉のどで呻く。

「参謀を閉じこめ損そこねたのね。あいつ、イザークがわたしたちに発した注意を聞いて、咄とつ嗟さにそれに従ったんだ。伊達だてに参謀なんて肩かた書がき、もらってないってことね」

「でも、とりあえず馬で逃げるしかないわよね!?」

　焦りつつ、懸けん命めいに馬の手綱をはずそうとしているフレデリカの背後から、

「おいっ！　無事か!?」

　イザークの声がした。ふり返ると、ユリウスと共に、イザークが砦とりでから走り出てきたところだった。

「イザーク、急ぎましょう。兵士が来ます」

「なんだって？」

　目をつり上げたイザークに、グレーテルが急せき込んで告げた。

「すぐそこまで来てる。追いつかれるわ。相手は五十騎きもいるし、イザークと貴公子様二人じゃどうにもならない数よ。ただ逃にげたんじゃ駄だ目め」

「俺が奴らを足止めする。おまえたちは、グロスハイムと一いつ緒しよに城じよう壁へきへ戻れ」

「でも、イザーク一人でなんて！」

　思わず、イザークの上着の裾すそを摑つかむと、鋭するどい目で睨にらみつけられた。

「おまえは帰れ！　その体でいられる時間も、残り少ないはずだ」

「一人でなんて行かせられません！　勝算はあるんですか!?」

　フレデリカは食い下がった。できれば全員で逃げ切りたい。

「イザーク一人じゃ無理ね。五十人相手に、一人の魔ま力りよくじゃ限界がある。わたしも行くわ」

　グレーテルが、するりとフレデリカの足元を抜け、イザークの肩かたに飛び乗った。その重みにイザークが意外そうな顔をする。

「グレーテル？　なんのつもりだ」

　それには答えず、グレーテルはフレデリカを金の瞳で見み据すえる。

「帰りなさい。わたしがイザークと一緒に、あいつらを防いであげる。行きなさい」

「でも！」

「行って。こんなところで死なれちゃ困るって、何度も言わせないで」

「でも、でも。わたし、心配で。わたし一人が」

　泣き出してしまいそうだった。自分が死ねないことはよくわかっている。捕とらえられても駄目だ。けれど自分の判断で来たこの場所に、イザークとグレーテルを残し、自分だけが逃げ帰るのがどうしようもなく辛つらい。

　ふっと、グレーテルが笑った。

（……え）

　その笑い顔が皮肉っぽくもなく、ただ優やさしく笑ったように見えたので驚おどろいた。グレーテルのこんな優しげな目を、見たことがない───いや。一度だけ、見た。

「フレデリカ。安心して、任せて。帰って、ね。いい子だから。信じてよ」

　ふいに、記き憶おくの彼方かなたに吸い込まれるように、五歳の時のあの光景が蘇よみがえる。初めてそら豆人形を可愛かわいいと言って抱だきしめた瞬しゆん間かん、グレーテルは一瞬だけ、今と同じような目をした。

　ひねくれ者が隠かくし持っている優しさが、微かすかな輝かがやきのように見えた瞬間だ。そのことに胸をつかれる。グレーテルは心から、フレデリカが無事に帰ることを願っている。

（彼女の本当の思いは、裏切ってはならない。きっと）

　そういうことなのだと、悟さとる。

「……帰る……わかったわ、帰る」

　呟つぶやくと、イザークの上着を握にぎる手を離はなした。布地の感かん触しよくが手から離れる瞬間、不安が高まる。二度と彼の存在を感じられなくなるのではないかと、そんな不ふ吉きつな予感すらした。

　イザークはユリウスをふり返る。

「行け。頼たのんだぞ、グロスハイム」

「任せて」

　短いユリウスの返事を聞くと、イザークはグレーテルを連れて砦の裏手へと駆かけていった。

（イザーク、グレーテル、無事に帰ってきて）

　心の中で必死に祈いのりながら、馬の手綱をはずした。泣きたかったが、こらえた。

　フレデリカは馬に乗り、ユリウスと共に駆け出した。城壁へ向かって。
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「なぜ俺と一緒に来た、グレーテル。おまえに魔術の心得なんかねぇだろう」

　雑木林の西側に向かうイザークの肩の上で、グレーテルはふんと鼻を鳴らす。

「わたしは生まれた時から、イザークのことを見てるのよ。魔術は使えなくても、どんな魔術があるかくらい、知ってるわ。詳しよう細さいに巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんを描えがくならともかく、閉鎖されてもないこんな場所で、魔術師の力だけで使える魔術なんかたかがしれてるんじゃない？」

　言われるまでもないことだった。それは百も承知している。

「できる限りのことをする。時間稼かせぎができればいい。フレデリカを逃がすための」

「捨て身ね。愛してるのね、あの子のこと」

「なんでそうなる。愛だの恋こいだのではなく、俺はあいつに仕えると誓ちかったからだ」

「また、噓うそをつくのね」

「なにが噓だ」

「愛してるから、あの子に仕えると誓ったんでしょう」

「そんなはずあるか」

「じゃあ、なんでそんなことを誓えたの」

「それは、あいつのありように……」

　気弱なくせに覚かく悟ごを決め、良き王になりたいと言った彼女のありように心こころ惹ひかれた。しかしそれを言葉にしようとすると、躊躇ためらわれた。「ありように心を惹かれた」と口にすると、それはまるで、愛の告白のように思えた。

「あの子のことを、気に入ったんでしょう。心を惹かれたんでしょう。だから仕えるなんて誓ったんでしょ。それをね、愛って言うのよ」

「違ちがう」

「違わない。噓つき。自分ではとっくにわかってるはずよ」

　雑木林が途と切ぎれる向こう側は、岩の多い冬ふゆ枯がれの草原だ。起き伏ふくの多い草原を、松明たいまつを掲かかげた人馬が五十騎こちらに向かってくる。

　埒らちもない会話をしている場合ではない。

（フレデリカは、グロスハイムと出発したはずだ。こちらに注意を向けさえすれば）

　建物のような閉へい鎖さ的な空間であれば、先刻のような雲うん母もの粉を使った魔術を使える。しかし開けっぴろげな場所では無理だ。土地の精せい霊れいの力を借りるしかない。

　だがここはエーデルクライン王国の領土外。おそらく、エーデルクラインの魔術師の血をもつイザークには、この場所の精霊は扱あつかいきれないはず。

（子供だまししか、できないだろう）

　それでもやるしかないと覚悟を決めたとき、肩の上から重みが消えた。かわりにブーツの甲こうに、ずしりと温かいものが乗った。見えないが、グレーテルだろう。

「どけ、グレーテル」

「わたしの体を使って、イザーク」

「なんだと」

「わたしを脅おどかすために、魔法陣を描いたなめし革がわを持ってたわよね。あれをわたしの体に写して、逆転写で、わたしの体に魔力を吹ふきこめば、相当な力を得られるはずよ。黒くろ猫ねこは魔力の強い生き物だし、人間の魂たましいを宿した黒猫なんて、さらに魔力は強いわよ」

「できるか、どけ！」

　焦あせっていた。草原を駆ける蹄ひづめの音が、容よう赦しやなく近づいているのだ。

（早く手を打たなければ、フレデリカが……！）

　グロスハイム公こう爵しやくは、エーデルクライン王国の王女を亡なき者とすれば、オレリアン側に町を与あたえるという、とんでもない約束をしている。オレリアン側は是ぜが非ひでもフレデリカを捕ほ縛ばくしたいだろう。

　彼女が捕まれば、彼女の肉体はきっと永久に失われる。魂はグレーテルに引き戻もどされて無事でいられるだろうが、フレデリカは永久にグレーテルで、グレーテルは永久に黒猫だ。

　そしてフレデリカは、けして王にはなれない。

「イザーク！　わかってるでしょう！　わたしを使うのが最も有効な手段よ！」

「どれほど苦痛を伴ともなうか、わかって言ってるのか!?　下手へたしたら死ぬぞ！　黒猫に宿っているおまえの魂にも、直接魔術の力が響ひびく」

「知ってるわよ、でも、それしかないでしょう。フレデリカを助けるために！　わたしがそうして欲しいの！」

「できない！」

　心の底から拒きよ絶ぜつしたのは、生理的な嫌けん悪お感かんからだった。

　グレーテルの魂は、かつて自分が操あやつり、無む理り矢や理りにこの世にとどめ残した魂だ。その魂が宿る黒猫の体を、再びその命を弄もてあそぶように、魔術に利用することがあまりにも残ざん酷こくな行こう為いに思え、我ながら吐はき気がする。グレーテルはなにも知らないから、こんなことが言えるのだ。

「やるのよ、やって！　やらなければ、あの子が危ない！　奴やつらが来てるのよ！」

　グレーテルの声も焦っている。

「俺が自分の力でなんとかする！　精霊を呼ぶ、おまえは……！」

「これ以上、わたしを大切にしないでよ！」

　悲鳴のようにグレーテルは、イザークの言葉を遮さえぎった。

「わたしは知っていて覚悟して、言ってるの！　わたしが、自分はイザークの妹だって知ってることも、イザークはわかってるはずよ！　もう噓をつかないでよ！　あの子を助けて！」

　暗くら闇やみに隠されていた扉とびらを、突とつ然ぜん開かれたような気がした。

　目を見開く。息が、できなくなる。

（妹……。知っている……？）

　その場に、思わず膝ひざをついた。激しくなる動どう悸きを感じ、胸を押さえる。

「イザーク。わたし、知ってるの。全部わかってる。ずっと昔から」

（昔から……わかっていた？　ずっとか？）

「でもイザークだって、きっと気がついてたはずよ。死を操られた魂が、色々なことを把は握あくするってこと。イザークの知識で、察せられないわけないわよ」

　息ができずに全身から血の気が引く。こんなことをしている場合ではないと、わかっている。一いつ瞬しゆんでも早くフレデリカのために、なんらかの魔術を発動するべき時だとわかっている。

　だが息ができない。苦しかった。

「イザーク」

　グレーテルの声が遠く聞こえる。あまりの苦しさに吐き気がする。

（グレーテル。すまない……すまない……）

　謝罪するべきだと思うが、その声も出ない。苦しくて強く瞼まぶたを閉じた。

「イザーク」

　優やさしく労いたわるような声こわ音ねと共に、ざらりと、小さく温かいものがイザークの頰ほおに触ふれた。その感触から、それは黒猫の小さな舌だとわかった。

　その感触に、はっとした。呼吸が楽になる。

「イザーク、わたし、あなたが好きよ。噓つきで外げ道どうだけど、優しいあなたが好き」

　小さく温かな舌でグレーテルが舐なめ取ったのは、イザークの苦しみだ。そして彼女が与えたのは許しだ。

（グレーテル）

　昔から彼女はなにもかも知っていて、そしてきっと、イザーク自身が知らないことまで察していたのだ。

（グレーテル）

　もう一度、グレーテルは頰を舐めた。目を固く閉じ、心の底から告げた。

「……悪かった、おまえにしたこと……」

「言わないで、謝って欲しくなんかない。自分の噓を認めてくれたら、それでいいの」

「そうだな……。俺は……噓つきだ」

　グレーテルが全すべて知っていると、どこかで気がついていたかもしれない。それをずっと気がつかないふりをしていたのは、きっとグレーテルの苦痛を想像したくなかったからだ。ひどいことをしていたのだ、きっと。

「だからおまえは、フレデリカとは話をするのに、俺に捕まりたがらなかったのか」

「イザーク。わたし怒おこってもないし、今も、あなたが好き。だから苦しかっただけ。でもね、それがちょっとやわらぐ方法を、この前発見したわ。フレデリカが、あなたと一いつ緒しよにいるところを見ると、ちょっと落ち着くわ」

「フレデリカ？」

「わたしはイザークに愛してもらえないことは、よくわかってる。でもだからってイザークが他ほかの女と一緒にいると、嫉しつ妬とでどうにかなりそうだった。でもねフレデリカなら、ちょっとはましなの。きっとわたしが、あの子のことを、ほんの少しだけ必要としている存在だから、まあいいわって大目に見られる。だから、あの子が死んでは困るの。お願いイザーク。わたしを使って、フレデリカを助けて。わたしは、これっぽっちも噓うそなんかついてない」

　ずっと苦痛を味わわせてきたのだろう。それを思うと立ち上がれないほどの衝しよう撃げきを感じるし、自分が、そのことに気がつかないふりをしていたのも、我ながら衝撃だった。

　しかし今、グレーテルが心から願っていることは、噓うそ偽いつわりなく感じられる。小こ悪あく魔まで噓つきで策略家の彼女の言葉には、一つの噓もない。

　罪つみ滅ほろぼしに、今、グレーテルの望むことを叶かなえるべきだろう。

「イザークも、もう、噓をつかないで」

　五十騎きの人馬が、砦とりでを迂う回かいしていく。急がなければ、彼らはあっという間にフレデリカに追いつくだろう。

「お願い。魔術を発動して、わたしを使って」

　五十騎の集団が駆かける気配を感じ、イザークは目を開く。

（もう、噓はつけない）

　懐ふところからなめし革を取り出し、手て探さぐりで黒猫の感かん触しよくを探す。するとイザークの手の下に、するりと温かい毛皮の手て触ざわりが滑すべり込んでくる。二重になったなめし革を一枚はがし、もう一枚を毛皮の上へ押しつける。赤いねっとりとした線で描えがかれた魔ま法ほう陣じんが、宙に浮うかぶ。

「地底の獣けものを呼び寄せ、おまえを依より代しろにする。下手したらおまえ自身が獣に取り込まれるだろうが、心配するな。そうなったら俺も、一緒に地底の門を潜くぐってやるよ」

「ねぇ、イザーク。あなた、フレデリカを愛している？」

　ふいに問われ、苦く笑しようした。

「またか」

「噓をつかないで」

　グレーテルにこじ開けられた場所に、その答えは当然のような顔をして存在していた。

　涙なみだ目めでイザークを見あげる可愛かわいい王女様を、自分はけっこう前から、好きだと感じていた。

「……かもな」

「無事に帰れたら、彼女に愛を囁ささやいてみない？」

「考えとく」

「なにを考える余地があるのよ」

「あいつは俺に話せないことがあるらしい。時々、挙動がおかしい。特に寝しん室しつで。隠かくし事をされていることが、苛いらつく」

「ああ、あれのことね。あれが、イザークにまで影えい響きようするなんて」

　なにか知っているらしく、グレーテルはげんなりした声で言う。

「いいか？　グレーテル」

「ええ」

　イザークは目を半眼に閉じると、ねっとりした魔法陣に右みぎ掌てのひらをつけ、左手人さし指で唇くちびるに触れる。

「我、湖水の魔術師の血を引く者。湖水の天地と狭はざ間まにある、全ての精せい霊れいと契けい約やくする者」

　髪かみが揺ゆれる。魔法陣に触れた掌がじわりと熱くなり、低く苦しげな猫ねこの声があがる。しかしこれがグレーテルの望みであるならば、イザークは続けるしかなかった。

「地底の門を開き、闇やみを守護する獣を召しよう還かんする。狭間の獣に依り、狭間に出いでよ！」
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　体全体が一気に膨ふくらみ、破は裂れつしたような気がした。

　喉のどから大きな塊かたまりを吐き出すような悲鳴をあげたと思ったが、その声は、空気に轟とどろく咆ほう哮こうになった。破裂した体は、全身から血を吹ふきながらどんどん膨らむ。そんな幻げん影えいを抱いだきながらも、全身を苛さいなむ苦痛を押して目を開くと、目の前に五十騎の人馬が見えた。

　全員が馬を止め、呆ぼう然ぜんとこちらを見つめている。

　全身から血を吹くような痛みに耐たえながらも、グレーテルはなぜか心の底からおかしくなって、笑いを我が慢まんできなくなった。突とつ然ぜん、げらげらと笑ってしまったが、その声は空気を震ふるわせる獣の声だ。

（ああ、なんだか、いい気持ち）

　全身が焼けただれたような痛みなのに、なぜか頭の芯しんだけは爽そう快かいで、目の前にいる五十騎に向かってにいっと笑いかける。

　砦からの微かすかな明かりに照らされて、彼らの上に、巨きよ大だいな黒い影かげが落ちている。それは全身が剛ごう毛もうに覆おおわれた、小山のような黒い影で、頭の部分に尖とがった耳の影が突つき出ている。そしてその耳の付け根に、鋭するどい角の影。

（地じ獄ごくの化け物ね。わたしは、自分に戻もどれるかしら）

　そんな思いがちらりと浮かんだが、爽快感と高こう揚よう感かんの方が強く、戻れなくてもいいような気がした。五十騎がいっせいに、怯おびえたように馬首を巡めぐらし退たい却きやくしようとするので、グレーテルは彼らの上へのっそりと覆い被かぶさり、囁いた。

「逃にがさない」

　馬が全て竿さお立だちになり、兵士たちが振ふり落とされる。

　兵士たちは悲鳴をあげ、尻しり餅もちをつき、地面を這はい、逃げ惑まどう。

　グレーテルは笑った。愉ゆ快かいだった。このまま闇の獣に取り込まれて一体化し、地底の門へ引きずり込まれてもいいとさえ思った。

　ただ、イザークは道づれにしたくなかった。フレデリカが、きっと泣くだろうから。

　フレデリカは、泣かせたくなかった。彼女は馬ば鹿かみたいに笑ってる方が、可愛い。
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「なんだ、これは……」

　東の空が藍あい色いろに染まるが、朝あさ陽ひはまだのぼらない。夜中と朝のあわいの時に似つかわしくない喧けん噪そうが、フーベルの町を支配していた。

　城じよう壁へきの周囲には、ほぼ町の人間全すべてと思われるほどの人数が押し寄せ騒さわぎ立てている。

　双そう眼がん鏡きようで、町の外からその状態を確かく認にんしたミュラー公こう爵しやくは、焦あせり戸と惑まどった。

　町の連中が、なんの理由かわからないが、興奮して城壁に押し寄せているのだ。その興奮状態の人の群れに、大隊を引き連れて突っこむわけにはいかないだろう。

　兵士たちを目にした町の人間が、何かの勘かん違ちがいで兵士たちに食ってかからないとも限らない。

　兵士と町の人間が小こ競ぜり合いになれば、町を守りに来た自分たちが、町の人間を傷つけることになる。本ほん末まつ転てん倒とうだ。

（フレデリカ殿でん下かは、城壁に入られているはず。なにが起こっているのか、確かめなければ）

　本来ならば、誰だれかを偵てい察さつに走らせるべきだ。しかしこの場合は、ミュラー自身が行く必要がある。もしフレデリカがグレーテルの姿であれば、ミュラーの代理人は、けして王女フレデリカに面会が叶わない。本当の状じよう況きようも聞き出せない。

「大隊長」

　ミュラーは同行した部下を呼びつけた。

「わたしは城壁へ向かう。城壁を注視していろ。必要なときは合図を送る。合図があれば、大隊を町の中へ進めるのだ」

「公爵がお一人で!?」

「そのような危険な！」

　大隊長と、ミュラーの傍かたわらにいた従者が、同時に声をあげた。しかしミュラーは手た綱づなを強く握にぎり、爽さわやかに笑った。

「わたしは、殿下のために行かねばならないのだ！　頼たのんだ！」

　強く馬の腹を蹴けった。有う無むを言わさず、颯さつ爽そうとミュラーはフーベルへと駆け出した。

「公爵！　ミュラー公爵！」

　悲ひ壮そうな従者の声が背中に当たったが、ふり返らなかった。

（殿下。どうぞご無事で。今、参ります）

　我が主あるじのもとへと急がねばならない。彼の頭の中にあるのは、それだけだった。
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　背後に迫せまった五十騎きの蹄ひづめの音と気配が、いきなり止まった。イザークとグレーテルが阻そ止ししてくれたのだとわかったが、ふり返っても、暗闇の中にはなにも見えなかった。ただ遠くぼんやりと、砦とりでの明かりが灯ともるのみだ。

　フレデリカはユリウスと馬を並べ、一気に城壁へと駆かけ込んだ。外門を開いていた兵士たちは、駆け込んできたフレデリカたちの姿を見るなり、泣きそうな顔をした。

「殿下！　よくぞ、ご無事で」

「大変なことに、殿下！」

　轡くつわをとり、こちらを見あげる兵士たちの顔には、フレデリカの帰き還かんを喜ぶだけではない、逼ひつ迫ぱくしたものがあった。

「どうしましたか？　なにか……」

　息を切らしながらも馬から下りると、異様な騒がしさに気がついた。

　厚みのある城壁の門は、外門と内門に分かれている。

　内門は、町へ通じる内壁にある門もん扉ぴ。その扉とびらを開けると、城壁の分厚さの分だけ空間があり、その先に、城壁の外壁にある外門の門扉があるのだ。フレデリカたちが駆け込んできたのは外門で、馬を下りて立ちつくしているのは城壁の内部だ。見あげると石組みの、高い天てん井じようがある。

　そして駆け込んできた門とは反対側の正面に内門があるのだが、その向こう側、町の中が異様な騒がしさなのだ。

「町の人間たちが、門を開けろと騒いでいます」

　兵士の言葉に、フレデリカは目を丸くした。

「なぜですか!?」

「オレリアンの軍隊を町の中へ入れ、オレリアンのように民主的とかいう土地にすると。オレリアンは、エーデルクラインの民たみを、王政から救いに来たのだとか」

「なぜ、急に……」

「数人がそうやって騒ぎ出して、今しかチャンスはないと。周りをたきつけて」

「……鎮しずめなければ……」

　門の外から聞こえる騒ぎの声の大きさに、おののいた。会談が失敗し、命からがら逃げ帰った。イザークとグレーテルは、フレデリカを逃がすために、まだ城壁外にいる。

　ここで町人たちが門を開けてオレリアン軍を導き入れてしまったら、全てが無む駄だになる。グロスハイム公爵の思おも惑わく通り、町はオレリアンの手に落ち、そして城壁に取り残されたフレデリカは、きっとオレリアン軍の手に落ちる。

「様子を確認します！」

　フレデリカは城壁の内側にある細い階段を駆かけのぼり、最上階の窓から、城壁の内側を見おろした。たくさんの人間が門に押し寄せている。騒そう乱らん状態と言っていいかもしれない。

　しかしそんな状況を上から見ていると、冷静に動き回っている人間が数人いる。彼らは互たがいになにかを囁ささやきあい、また群衆の中へと散る。周囲に集まった人間に声をかけ、興奮した人間の方へと誘さそい込む。

　明確な意図を持って、煽せん動どうしている人間が交じっている。

「あれらは……」

「きっと、カルステンス侯こう爵しやくの一味だよね。君のことをオレリアン側に打だ診しんすると同時に、フーベルに仲間を送り込んで、町の人間を煽動して、内側から門を開かせる魂こん胆たんだよ」

　一いつ緒しよに階段をのぼってきたユリウスが、薄うすく笑いながら言う。

「本当に、腹が立つ……」

　ユリウスが呟つぶやいた。

　フレデリカも石の窓まど枠わくを強く握った。

（もう、これ以上のことを許してはならない）

　あらゆる邪じや魔ま立だてをされても、泣き出しそうなのをこらえ、必死に最善策をとってきた。しつこくまといつく悪意を振ふりきろうと、力の限り努力した。フレデリカのみならず、イザークもグレーテルも、ユリウスも、ミュラー公爵も、必死に力を貸してくれている。

　それなのにまだ、何度も拳こぶしを振り下ろすように、無む慈じ悲ひにやってくる妨ぼう害がい。

「腹が立つ……」

　笑いながらも、またユリウスが口にする。彼の表情にも言葉にもそれらしいものは見あたらないのに、フレデリカはなぜか、彼が絶望して哀かなしんでいるとわかった。父親に裏切られていた事実を知り、そしてまた、こうやって追い打ちをかけるように手を下す父親に、彼は絶望して哀しんでいる。

　ふつふつと、信じられないほど熱くたぎるものが、体の芯しんに生まれている。

「許しません」

　口にした瞬しゆん間かん、体がぐんと暗闇に引っ張られる感覚がした。リミットだった。グレーテルの体に引き戻もどされる。

「フレデリカ!?」

　ユリウスが体を支え、同時に、フレデリカの意識は飛んでいた。







　ベッドに寝ねかされているグレーテルの体で、フレデリカは跳はね起きた。さっきまで感じていた怒いかりは、体を移動しても消えることなく、ふつふつとたぎっている。ベッドから降りると、駆け足で部屋を出た。

「どこへ行くの!?　フレデリカ!?」

　フレデリカの体を抱かかえて駆けてきたユリウスの脇わきを、早足に通り過ぎる。

　ユリウスはフレデリカの体を抱だいたまま、追ってきた。

　フレデリカは階段を下りると、城じよう壁へきの通用口へ向かった。鍵かぎのかかった通用口に手をかけようとすると、ユリウスが体を割り込ませてきた。

「どこへ行くつもりなんだい！　そこから出たら、あの騒そう動どうのまっただ中へ出ることになる」

「あの中へ行くの。そこをどいて、ユリウス」

「危ないよ、君の身になにかあったら」

「わたしは今、グレーテルよ」

「グレーテルだとしても、女の身で、危険には変わりないじゃない」

「危険だと言って怖こわがって隠かくれていては、どうにもならないわ。今、イザークもグレーテルも、城壁の外にいるのに！　こんなことまでして二人を危険にさらして、もし門が開いたら、なにもかも無駄になる」

「でも、君になにができるって」

「やってみなければ、わからないわ！　そこをお退どきなさい、ユリウス・グロスハイム！」

　怒りというものが、恐きよう怖ふも哀しみも全すべてを凌りよう駕がするのだと知った。心の底から怒りにまかせて命じる声に、ユリウスが口を閉じる。

「……フレデリカ」

「退きなさい。わたしは、行く」

　睨にらみつけると、ユリウスが体をどけた。鍵を開き、扉の取っ手に手をかける。そしてちらっと、ユリウスに目をやる。

「わたしが出て行ったら、この鍵をかけて。そしてわたしの合図があるまで、開かないで。下手へたに開いて、町の人間が城壁の中になだれ込んだらおしまいよ」

「……わかった」

　一つ呼吸し、フレデリカは迷わず扉を潜くぐった。

　目の前は人で埋うめつくされていた。喧けん噪そうが周囲を圧あつ倒とうし、誰だれがなにを喚わめいているのかさえ定さだかではない。興奮状態だ。この中にいては駄だ目めだとわかり、フレデリカは小回りのきく俊しゆん敏びんな体を生かし、周囲を探さぐる。そして城壁に向かいあわせで立つ商家の屋根に目をつけた。ハーフティンバーの堅けん牢ろうな建物には、人の頭よりすこし高いところに、頑がん丈じようそうな軒のきが突つき出ている。

　そこを目指して走り、積み上げられていた空の木箱を使い、軒にあがった。

「門を開けては駄目！」

　声を限りに、フレデリカは叫さけんだ。

「門を開けては駄目、開けるな！　開けるな！　開けるな！」

　喉のどから血が出るのではないかと思うほど、大声で叫ぶ。

「門を開けるな！」

　その声に反応し、軒の近くにいた連中がふり返り、殺気だった目でフレデリカを睨む。なにを言っているのだと、批難の目だ。しかしそれでいいのだ。注意がこちらに向けば、いいのだ。

「開けるな！　みんな後こう悔かいするわ！　きっと後悔する！　開けるな！」

「なにを言ってる！　今開けなきゃ、オレリアンが助けてくれるチャンスはなくなるぞ」

「それが本当に、わたしたちのためになることなの!?　そうじゃない。開けるな！」

「なんだ、この女」

「開けるな！」

　戸と惑まどいと批難と、そんなものが広がり始めるのが、軒の上からだとよく見えた。

　城壁にのみ向かっていた人々の視線が、こちらに向かって来る。

「オレリアンは、フーベルが欲しいだけ！　それがわたしたちの幸せなの!?　幸せになれるの!?　いい暮らしができるの!?」

「オレリアンは革命で、良くなったんだろ！」

　フレデリカの声に、誰かが反応する。いい傾けい向こうだ。これで、さらなる人数の注意がこちらに向かって来る。

「本当に!?　本当に良くなったと、誰が言ったの！」

「オレリアンが、より良い生活を手に入れるために、俺たちに手を貸すと言ってるじゃないか！　自分たちが成功したものを、俺たちに教えようとしているんだ！」

「そうだ、昼間の紙にも書いてあった」

「共に立ちあがろうと書いてあったぞ」

　フレデリカは、声をあげた連中に向かって声を張った。

「本当に幸せな人間が、うちの幸せを分けてあげたいからって、隣となりの家の扉とびらを蹴け破やぶろうとするの!?」

「王政が門を閉とざしているからだろう！」

「門を閉ざしている家を、なんでわざわざこじ開けようとするの!?」

「それは、俺たちを救おうとして」

「人を助けようとして、軍隊まで引っ張り出してくるの!?　頼たのまれたわけでも恩義があるわけでもない、隣りん人じんのために!?　扉をこじ開けようとするの!?　自分の身を削けずって幸せを分けてあげましょうって、あなたなら言う!?」

　フレデリカの問いに、反論していた連中は答えに詰つまったように、一いつ瞬しゆん黙だまる。それを好機と、フレデリカは続けた。

「わたしなら、自分の幸せを守るのに必死だわ！　幸せを手に入れたばかりで不安定なところに、さらに身を削って、恩も義理もない隣人の扉を蹴破って、幸せにしてあげましょうなんて言わない！　他人の家の扉を蹴破りたいのは、中にあるものが欲しいときだけよ！」

　喧噪の質感が、フレデリカの立つ周囲から変わってくる。

　興奮から、戸惑い、そして不安へと。

「みんななら、どうなの!?　考えて！」

　声を張った。

「わたしなら、そんな隣人は信じられない！　だから、扉は開けない！」

「この、女！」

　一人、使用人風の身なりをした男が軒に這はい上ってきた。身なりは使用人だが、目つきや体つきが、鍛きたえ上げられた騎き士しのようだ。しかし、フレデリカに摑つかみかかろうとするその男の足首が、突とつ然ぜん、軒下から伸のびた手に摑まれた。男は悲鳴をあげて軒下に転落し、目を回す。

「あなたは！」

　手を伸ばし、男の足首を摑んだ人物は、目立たないようにフードを深く被かぶっていた。だが、その隙すき間まから見えた顔は、フレデリカが頼たよりにする一人だった。

　軒上から認めたのは、精せい悍かんな顔立ちに理知的な瞳ひとみの天秤のヴアーゲ天使エンゲルの末まつ裔えい。ミュラー公こう爵しやくだった。

　彼は目顔で、守りますと告げ、周囲に目を配っている。

「みんな落ち着いて。考えて。幸せを分けてあげましょうと、扉を蹴破ろうとする隣人を信じていいのか!?　それは、白い手の狼おおかみかもしれないわ！　だから門を開けては駄目！」

　フレデリカの声に、喧噪が引いていく。

「開けては駄目！」

　興奮が収まっていく気配がする。

　空が徐じよ々じよに藍あい色いろに染まり、夜明けが近づく。それと同時に、人々の興奮が引いていくようだった。空が明るくなってくると、誰もが悪夢から覚めたように冷静さを取り戻もどしていくようだ。暗くら闇やみは、人を本能的に恐怖させる。その本能に乗じていた混乱が、消えていく。

　周囲が明るくなるにつれ、フレデリカの目め頭がしらが熱くなり、なぜか涙なみだがあふれてくる。

「門を開けないで！」

　繰くり返しながら、意識の隅すみに様々なことがよぎる。

（夜明けが来る。イザーク、グレーテル。無事なの？）

　それが不安で涙が出るのだろうか。それとも、

（ユリウスは、泣いていないかしら。哀かなしそうだった。傷ついている、きっと）

　怖ろしい本ほん性しようを隠し持っていながらも、明るく天てん真しん爛らん漫まんな部分も彼の一部で、それと同じようにきっと心のどこかで彼は、父親の背信に苦しんでいるはずだ。

　それを思うから、涙が出るのか。

（国王陛下は、まだ、ご無事だろうか）

　死の淵ふちを彷徨さまよう父国王のことが気がかりだから、涙が出るのか。

（わたしが、こんな場所で大声をあげてる？　なにをしてるの、わたし）

　自分がこんなところでこんな大勢を前に声を張っている事実が、信じられなくて、怖こわくて、涙が出るのか。

「門を開けないで！　今、この時はやめて！　もしどうしても開きたいなら、よく考えて、それが正しいとわかった時に開いて！」

　城じよう壁へき前に集まった人の群れは、今は、ほとんどがフレデリカの方を見ていた。互たがいに困こん惑わくした視線を交かわし合い、冷静さを取り戻し始めている。

「今しか！　今しか門を開くチャンスはないぞ！　オレリアンの軍隊がいるうちに！」

　群衆に交じった煽せん動どう者しやが、冷静さを取り戻す人々を煽あおるように声を張った。

　しかし、その時。

「事実を知りたい！」

　群衆の中から、張りのある声が響ひびく。その声にフレデリカは、はっとした。

（この声!?）

　群衆の中を見み渡わたすと、銀の美しい髪かみの青年が、フレデリカにしか見えない黒くろ猫ねこを肩かたに乗せ、こちらを見あげていた。

（イザーク！）

　なにがあったのか仮面もつけていないし、上着も身につけていない。かぎ裂ざきになったシャツの胸むな元もとははだけていたが、それでも彼はいつもと変わらず、見とれるほどに端たん正せいな佇たたずまいだ。

　けれど彼が無事でいたことが嬉うれしくて、あふれる涙が馬ば鹿かみたいに温かく感じる。

「そうだろう、みんな？」

　イザークは周囲の連中を見回す。

「俺たちは真実を知り、判断する。そうするべきだろう？」

　賛同する声が、ちらほらとあがる。イザークはフレデリカを見ながら、声を張った。

「国王代理の王女殿でん下かは、この馬ば鹿か騒さわぎの真相を俺たちに説明してくれるのか!?」

　これは、説明するべきだと促うながされている。そう直感し、頷うなずく。

「わたしは、フレデリカ王女殿下づきの召めし使い、グレーテル・コールです。王女は説明すると、明言しています。今から王女が説明を始めます！　皆みな様さま、城壁に注目を！」

　茶番だと、笑い出したくなった。けれど茶番を演じるのも、きっとフレデリカの務めだ。

　フレデリカは軒のきから飛び降りた。駆かけ寄ってきたミュラー公爵に守られながら、フレデリカは城壁の通用口へと駆けた。

「ユリウス！」

　鋭するどく呼ぶと、通用口の扉が開く。ミュラーと共に駆け込むと、背後で扉が閉まる。

「フレデリカ、どうするんだい!?」

　ユリウスが珍めずらしく顔色をなくしている。

　フレデリカは、共に駆け込んできたミュラーに向かって命じた。

「ミュラー公爵。今からわたしを、王女フレデリカに戻して下さい。人々の前に立ちます」

　やらねばならないと思った。すこしも、怖いと思わなかった。イザークとグレーテルが、フレデリカが王女として、堂々と振ふる舞まうのを見たいと待っている。そんな気がして勇気が湧わいて、怖さや戸と惑まどいは一いつ切さい吹ふっ切れていた。

（わたしは、王女だ）
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　城壁の内門の上には、見張りのために作られた石のバルコニーがある。困惑するフーベルの人々が群がる様を見下ろすその場所に、エーデルクライン王国王女フレデリカが歩み出てきた。

「見ろ」

「王女殿下だ」

「出てきた」

　人々はざわめき、視線が集中する。朝あさ陽ひがゆっくり昇のぼっていた。

　フレデリカがバルコニーの正面に立つと、朝陽の真っ直すぐな光が彼女を正面から照らした。

　ミルクにお日様を溶とかしたような金の髪が、汚けがれない朝の光に輝かがやき、白い頰ほおも、慎つつましやかな薔薇ばらの蕾つぼみのような唇くちびるも、天使そのもののように清らかに映はえる。

　ふわりと純白の羽を広げ、今にも飛び立ちそうだ。

　その彼女の左ひだり隣どなりには、白い軍服が頼たのもしくも爽さわやかな、緑の瞳の貴公子、血のブルーノ天使エンゲルの末裔ユリウスがいる。右隣には、落ち着いた瞳の天秤の天使の末裔、ミュラー公爵が佇む。

　あまりの美しさに、群衆が息を吞のむ。群衆を見おろし、ゆっくりと全体を眺ながめ、フレデリカは口を開く。

「ありがとうございます、皆様。門を開くのを、今この一時でも、思いとどまって下さいました。皆様の賢けん明めいなご判断に感謝いたします」

　いきなり彼女は優ゆう雅がにドレスの端はしを摘つまみ、頭こうべを垂れた。

「頭をさげた」

「感謝すると言ったぞ」

「王族が頭をさげた」

　人々のざわめきがすこし静かになったのを見計らい、フレデリカは顔をあげた。

「昨夜、わたしはオレリアン革命軍政府の代表議会議長のシャルル・オジエ様と面会いたしました。彼らの目的は、自国の発展のためにエーデルクラインを利用することだと聞きました。そして国王代理のわたしと交こう渉しようの余地はないと、仰おつしやいました」

　まさかと、人々の間から声がする。

「これは事実です。わたしはそれを確かく認にんし、城壁へ帰りました。彼らの目的が自国の発展に我が国を利用する事なのであれば、城壁の外にいる彼らの軍隊は、一歩たりとも中へは入れません。そのために、ここにいる陸軍大臣ミュラー公こう爵しやくが、町の外に待機させているエーデルクライン軍を動かします。オレリアンが門をこじ開けるつもりならば、皆様方を守ります」

　そこで一呼吸置き、フレデリカは微笑ほほえむ。

「革命後の世界がより良いかもしれないと、皆様が未来を望む気持ちは分かります。わたしも友だちのおかげで、苦しい村のことも知り、つましい生活をしながらも健気けなげに優やさしく親切に生きている人たちがいることを知りました。だからそんな人たちのために、より良い世界を望むのは当然です。なので、わたしも、もし革命がより良いものをもたらすならば、考えてもいいかと」

　爆ばく弾だん発言に、人々は目を丸くした。

　王女が「革命を考える」と、明るく微笑みながら口にするなどあり得ない。「我が家を壊こわそうかしら？」と、微笑んでいるようなものだ。

　目を丸くした人々に向かって、フレデリカは続ける。

「けれど全部を一気に壊したら、オレリアンと同じになります。混乱して、困り果てて、隣の国の土地が魅み力りよく的に思えて、ちょっかいを出すようなことになりかねません。それは困ります。今、わたしは国王代理です。けれど、いずれ王になります。だから、わたしは国王になったら、もっと穏おだやかな方法で皆みなさんの望みを叶かなえられるように努力する事を約束します」

　天使の微笑みで、フレデリカは続けた。

「ですから、皆様。門を閉じ、オレリアンの軍をあなたたちの町へ入れないで下さい。今は、わたしを信じて下さい。そして未来を約束するわたしの言葉を、信じて下さい。もしわたしがここで口にしたことが噓うそになれば、構いません。わたしの血であがないます。そのときは、わたしに縄なわをかけ、首をさらして下さい」

　広場は静まっていた。

　フレデリカの声は澄すんで高く響くが、けして大声ではない。けれどその澄んだ声が、まるで天高く飛び回りながら鳴く鳥の声のように、はっきりと耳に聞こえる。

　人々は、完かん璧ぺきに冷静さを取り戻もどしていた。

　煽せん動どう者しやだった数人が、諦あきらめたようにそろそろと群衆の隙すき間まを抜ぬけ、路地へと消えていく。

　誰だれもが、呆ぼう然ぜんとフレデリカを見ていた。

　イザークも、ほっとしてフレデリカを見あげていた。

（この勝負、勝ったな）

　国王暗殺に端たんを発はつし、オレリアンをも利用したグロスハイム公爵の企たくらみは、この瞬しゆん間かんついえた。それを感じて肩かたの力が抜ける。

「あの子、まるで天使みたい」

　肩の上でグレーテルの声がした。

「ああ。確かに」

　天使の姿と評される美しい容姿は、穏やかに微笑むとなお一層美しく、天の御み遣つかいそのものに思える。

「天使が、守護天使を二人従えてる。だがまだ、二時間しかあの姿じゃいられないがな」

「ここには一人、悪あく魔まもいるしね」

「あいつが本当に元の姿に戻るには、必要なもので魂たましいが満たされなければならないと、おまえはフレデリカに言ったらしいよな。あと何人必要なんだ？　それは、誰だ？」

「フレデリカがあなたの信しん頼らいを得たあと、元に戻れたでしょう？　あの後、ジークフリートと話をしたら、六人の天使と一人の悪魔が必要だろうって言ってたわ」
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「ジークって、死神のか？　呆あきれたな……。おまえ死神と話ができるのか？」

　それでは、イザークが隠かくしてきた秘密なんか、簡単にわかってしまうだろう。なにしろジークは、極きよく端たんに口の軽い死神だ。

「そうよ。でも、その天使が誰かなんて、わたしにもジークにもわからない。ただ今、確実に言えるのは、一人の悪魔はあなたで、天使の一人はミュラー公爵ってこと。きっと一人必要な人が彼女の周りに増える度たびに、一時間、元に戻る時間が増えるのね」

「それじゃ、都合七時間じゃねぇか。元には戻れない」

「いいえ。きっと七人揃そろえば、入れ代わりも終わるのよ。時計だって、ひとつひとつ部品を集めても、それだけでは時計にならない。全すべての部品が揃って組み立てると、形になって、役に立つ時計になる。そんなもんでしょ」

「気が長い話だな……」

「確かに。わたし、今、なんとなくわかった気がするもの。先は長いだろうって」

「なにをわかった？」

「イザーク、今のあの子は、なにに見えた？　わたしには天使に見えた。彼女は、天使よ」

「だから？」

「そういうことなの、きっと。だから最後の一人を見つけるのは、きっと至難の業わざよ」

　グレーテルは面おも白しろそうにくすっと笑った。

「意味がわからないが」

「なんでもいいわよ。ねぇ、イザーク。今はあの子を見ていましょうよ。綺き麗れいよ、とても」







　フレデリカ王女はミュラー公爵率いるエーデルクライン軍を動かすと明言したが、結局、その必要はなかった。

　門を開く気配がないフーベルの町の様子と、司令官であるシャルル・オジエがなにかに怖おじ気づいたため、オレリアン革命軍政府は夜明けと共に撤てつ退たいしたからだ。

　そしてその後オレリアン側は、エーデルクラインに接せつ触しよくをはかることなく、また国境へ近づく気配もなかった。

　単身フーベルに乗りこんだ国王代理のフレデリカ王女の行動により、オレリアン革命軍政府が撤退した事実。そして人々に語りかけ、人心を掌しよう握あくした事実。それらの情報はフレデリカが王都へ帰き還かんする前に、先に王都に届いていた。そのため王位継けい承しよう者しやであるフレデリカ王女への評価が劇的に変化し、フレデリカがリリエンシルト宮きゆう殿でんへ帰る馬車は、まるで凱がい旋せんパレードのように王都の人々の歓かん迎げいを受けた。

　そして。そのフレデリカへの評価の変化を機に、彼女は、最も気の重い、最後の決着をつける覚かく悟ごをしなくてはならなかった。
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「六公爵様方。お呼び立てして、申し訳ありません」

　リリエンシルト宮殿の王宮。

　合議の間に集まった六公爵を見回し、フレデリカは静かに切り出した。国王代理のフレデリカは王の座に座り、彼女の背後には、ユリウスがいる。

（こんなことを、しなくてはならないなんて）

　国王暗殺を計画し、オレリアンと通じ、フレデリカの命まで危あやうくし、全ての混乱を作り出した者を放置しておけない。それは彼の正体がわかったときから、絶対に必要なことだと理解していた。けれどこうやってこの場に挑いどむと、感じるのは哀かなしみだけ。

　憎にくいよりも、憂ゆう鬱うつで哀しい。

　もしフレデリカ自身の評価が「可愛かわいい王女様」のままでいられれば、こんなことを、自分の手でする必要はなかった。けれどフレデリカはオレリアンを退け、フーベルの人心を掌握した。そのことで周囲から、次期国王として期待され始めているのをひしひしと感じる。今ならば、彼女の言葉を誰もが真しん剣けんに聞く。だからこそ、自分が告発しなければならない。

　グロスハイム公爵は、落ち着いた笑えみで、フレデリカの隣に座っている。

　彼女の背後に立つユリウスの気配は、氷のように冷え冷えしている。

「殿でん下かのご活かつ躍やくは称しよう賛さんに値あたいすると、六公こう爵しやくの間でも一いつ致ちしていますよ。失礼ながらも、殿下をお褒ほめ申し上げたいと、皆で話しあってもいたので、殿下が我々を招集くださったのは好都合。しかしまずは、殿下のご用件をお伺うかがいしましょうか」

　内務大臣らしく、グロスハイム公爵がその場を仕切りはじめる。

「ええ、グロスハイム公爵。そうですね……。では。わたしもこのようなことは、すぐに終わらせたいと思いますので、端たん的てきに。国王陛下暗殺を企くわだて、オレリアンと通じてフーベルの町を彼らに譲じよう渡とする密約をかわし、そしてわたしの命をも狙ねらった者を、この場で捕ほ縛ばくします」

　フレデリカの言葉に、ミュラーとグロスハイム公爵以外の公爵が、目を丸くする。

「どういうことですか？　殿下」

「この場に、そのような者がいると？」

「まさか」

　ミュラーが静かに席を立つと、鋭するどい目で重々しく言う。

「いるのです、この場に」

　その一言に場が静まる。

　フレデリカは隣に座るグロスハイム公爵に向き直った。彼は微笑ほほえんでいる。

「なんでございましょう、殿下」

「あなたが全ての黒幕ですね、グロスハイム公爵。カルステンス侯こう爵しやくを名乗り、十五年以上前からシュバルツノイマン党に参加し、五年前にも国王陛下暗殺を謀はかった。ちがいますか？」

　そんな馬ば鹿かなと、他ほかの公爵たちが呟つぶやく。

　以前であれば、このフレデリカの発言に、他の六公爵たちは眉まゆをひそめ猛もう然ぜんと反発したはずだ。しかしフレデリカに対する評価が変わった今、彼らも、フレデリカの言葉に耳を傾かたむける用意があるようだ。

　グロスハイム公爵は微笑んだまま答えた。

「ええ、殿下。わたしは、カルステンス侯爵を名乗っていました。今も、ある特定の者たちの前では、カルステンス侯爵と名乗ります」

　真相を知らなかった公爵たちは、一様に息を吞のむ。

「覚悟なさっていましたか？」

「オレリアン革命軍政府が撤退し、殿下がご無事にお戻もどりになったと聞いたときから、覚悟していました。殿下はおそらく、オレリアン側から、なにかを聞いているでしょうからね」

　淡たん々たんと穏おだやかに言うグロスハイム公爵が、なぜ、これほど冷静なのかわからなかった。これほど冷静に、あれほど冷れい酷こくな策略を巡めぐらすのは、なぜだろうか。

「なぜですか、グロスハイム公爵。なぜ、そのようなこと……」

　訊きくしかなかった。しかしグロスハイム公爵は軽く首を振ふっただけだ。

「お話しするような事ではありません。では、殿下。わたしをどうしますか？」

「殺す」

　答えたのは、ユリウスだ。美しい緑の瞳ひとみで、自分の父親を見つめ、囁ささやくように繰くり返す。常に隠かくしている彼の素す顔がおが、剝むき出しになっている。

「殺す。王の守護天使の家名を持ちながら、王に手を出した恥はじ知しらず。僕のなかにある天使の血にかけて、僕は、あなたを殺す。裏切りは血であがなえ」

　サーベルに伸のびるユリウスの指先に気がつき、フレデリカは鋭く制止した。

「止やめて、ユリウス」

「許せない」

「止めなさい！」

　立ちあがると、フレデリカは一いつ喝かつした。彼の本ほん性しようを知ってから、度たび々たび彼が危険な目をする機会に遭そう遇ぐうした。しかしそんなときは、毅き然ぜんと振る舞まうのが最も有効だということが、なんとなくわかってきていた。

　動きを止めたユリウスは、苦しげに呻うめいて俯うつむく。

　ユリウスはその手で殺したいほどに父親が憎いだろうが、彼に父殺しの罪を負わせてはならない。ずっとフレデリカを助けてくれた彼に、フレデリカも報むくいる必要がある。だからカルステンス侯爵の処分は、フレデリカ自身で下すべきなのだ。

「グロスハイム公爵には、本来するべきであった償つぐないをして頂きたいと思います。カルステンス侯爵として五年前に投とう獄ごくされるべきは、あなたでした。ですから、今度は本当にあなたをカルステンス侯爵として、ロートタール監かん獄ごくに収監します」

　貴族にとっては、辱はずかしめを伴ともなう処分だ。騙かたった身分に身分を落とされ、そして永久に出られない監獄へと入れられる。

　ミュラー公爵に目配せすると、彼の合図で、室内に第一騎き士し団の騎士たちが入ってきた。

「カルステンス侯爵。お立ち願います。ロートタールでは、あなたの信しん奉ぽう者しやたちが誰だれなのか、残らず話して頂きます」

　ミュラーに促うながされると、

「ああ、そうなるのだろうな」

　彼はテーブルを囲む六公爵に軽く会え釈しやくし、立ちあがる。ミュラーと騎士たちに周囲を囲まれた彼は、まるで所用で中座するかのように、気負いない足取りで歩き出す。

（どうして、こんなことに）

　親切で優やさしい内務大臣だと思っていた。母王おう妃ひの幼なじみで、ユリウスの父親。馴な染じみの薄うすい臣下の中で、フレデリカが唯ゆい一いつ近い存在と感じていた人物だ。

　その彼がなぜこんなことをしたのか。

　今聞き出さなければ、彼は永久に語らないような気がした。カルステンス侯爵としてロートタールに投獄されれば、彼は獄死したもう一人と同じように永久に沈ちん黙もくしそうだ。

　グロスハイム公爵が部屋を出た直後、思わず、フレデリカは駆かけ出した。

「殿下!?」

　驚おどろく公爵たちの声を背中に聞きながら、フレデリカは廊ろう下かを走り、連行されるグロスハイム公爵の背中に声をかけた。

「お待ちください！　公爵！　なぜ、こんなことを。わたしにだけ教えてくれませんか!?　なぜ!?　そうでなければわたしは、なにもわからないまま王になってしまいます！　あなたと同じような人を作ってしまうかもしれません！　ですから、お願いです。教えてください！」

　立ち止まったグロスハイム公爵にあわせて、騎士たちとミュラーも足を止める。

　グロスハイム公爵はふり返ると、微笑んだ。

　ミュラーは困こん惑わく顔だ。今さら動機を訊いてなんになるのだと言いたげだ。

　しかしフレデリカは聞きたかった。

「お願いです」

　胸の前で手を組み、懇こん願がんした。

「殿下は、わたしが憎くはないですか」

「陛下にあんな真似まねを働いたこと、わたしを罠わなにかけようとしたこと、そしてかつて、罪もない村の女の子を馬車で轢ひき殺して知らん顔したこと。それを思えば腹が立ちます。けれどあなたを前にすると、なぜあなたが、そんなことをしたのか不思議になって、ただ哀しくなります。全すべての黒幕が、わたしの知らない人であれば良かったと思います。こんなに、複雑な気持ちにならずにすんだのにと、そう思います」

「殿下は、やはりお優しい。母君に似て……」

　口にすると、グロスハイム公爵は口元に苦く笑しようを浮うかべる。

「当初は純じゆん粋すいに、啓けい蒙もう思想という新しい思想への憧あこがれ。わたしは啓蒙貴族として新時代の人間になることを夢見ました。遠とお縁えんのカルステンスの身分を借り、当時最も進歩的な思想を持っていたヘルトリング公爵とも交わり……」

　その時の思いが蘇よみがえったのか、一いつ瞬しゆんだけ公爵の目に澄すんだ光が見える。しかしそれはすぐに消え、暗く無感動な瞳に戻る。

「しかしわたしは、結局、王政の中に組み込まれた身分というものに支配された。己おのれ自身すらも、身分を手に入れるために、婚こん姻いんさえ計算尽くで果たしてしまいました。家のためと自分に言い聞かせながらも、結局、王政の仕組みに吞まれた」

　ザイツ家の傍ぼう流りゆうとはいえ、シュタインナッハ家の身分はさほど高くない騎士の家いえ柄がらだ。

　騎士から公爵になれるということは、信じられない大出世。結婚する本人のみならず、シュタインナッハ家に連なる全ての人間にとって有益だ。親兄弟親類縁者が切望すれば、本人が断れるはずはなかったろう。周囲はどんな手を使ってでも、婚姻を成立させるはずだ。

「その己に絶望し、そして……わたしが愛した方も、結局は愛してもいない人間と婚姻した。先に結婚したのはわたしなので、身勝手な言い分でしょうが、わたしは、その方が誰かのものになることが、我が慢まんできなかった」

　グロスハイム公こう爵しやくは言葉を濁にごしているが、その方とは、フレデリカの母王妃ヘレネに違ちがいなかった。

「しかも、あなたがお生まれになった。あなたと初めてお目にかかったのは、あなたが十一歳の時。あなたのお顔を見た時に、わたしは、どうしようもなく理り不ふ尽じんを感じた。あなたは、あなたの母君に良く似ていた。あなたもまた、王政の中で愛を知らずに結婚するのかと思うと、まるで、あの方が少女になってわたしの前に現れたような気がした。あなたが婚姻するほどに成長される数年先には、王政など消えてしまえばいいと。そう、思ってしまいました」

　フレデリカが十一歳というと、五年前だ。

（五年前。国王陛下の暗殺未み遂すい……！　まさか、わたしが引き金）

　愕がく然ぜんとした。

「国王陛下暗殺は失敗し、疑ぎ惑わくを恐おそれたわたしは活動を止めました。しかしあなたは十六歳になってしまった。あなたの母君が、嫁とついだ歳としに。わたしは、また動き出してしまった。けれど今度は、あなた自身がわたしの前に立ちふさがった」

　グロスハイム公爵は、切ない目でフレデリカを見つめる。すこし、苦しそうだ。

「あなたのために王政など消えろと願ったのに、ケルナーを告発したあなたは、わたしから愛いとしい人を奪うばい、わたしを、身分に尻尾しつぽを振る愚おろかな貴族に仕立てた王政の中心に座る、王そのものに見えた。あなたは、わたしが解放してさしあげたい人であり、同時に、憎にくむべき人となってしまいました」

　ふっと、グロスハイム公爵は自じ嘲ちようした。

「わたしは愚かでしょう、殿でん下か？」

「はい」

　頷うなずくと、公爵の目を見つめた。

「愚かです。けれどわたしも、とても愚かな人間なので、あなたの愚かさは責めません。けれど罪は償うべきなので容よう赦しやはしません。わたしは国王代理です。ただ未いまだに、あなたに嫌けん悪お感かんは抱いだけません。グロスハイム公爵」

「殿下。わたしはもう、今からカルステンス侯こう爵しやくとなります。二度と愚かなことは口にせず、永久に沈黙しましょう」

　背を見せると、グロスハイム公爵───カルステンス侯爵は歩き出す。

　彼はこの先、どんな取り調べを受けても口を開かないだろう。きっと地じ獄ごくの番犬でも、永久に、彼の言葉を引き出せないはず。

　騎士たちに連れられて去る罪人の後ろ姿を見送っていると、ミュラーがそっと手をさしのべた。

「殿下、お手を。合議の間に戻もどらなければなりません。内務大臣捕ほ縛ばくで、他ほかの六公爵はどうしたものかと呆ぼう然ぜんとしているはずです。ここは殿下が、収めてくださる他はありません」

「……はい。そうでした」

　差し出されたミュラーの手に掌てのひらを乗せると、彼はうやうやしく、合議の間へとフレデリカを導く。

　再度入室したフレデリカを、他の六公爵たちはすがるように見つめた。

　金のゲルト天使エンゲルの末まつ裔えいホーネッカー公爵は、財務総そう監かんらしく、今後の実務的なことを考えて頭が痛いらしい。眉み間けんに深い皺しわがある。

　微レツ笑ヒエのルン天使エンゲルの末裔エアハルト公爵は、丸い顔に戸と惑まどいを浮かべながらも、数日前より格段に血色がいいのは、やはり大きな外交問題が決着したおかげだろう。

　月のモンド天使エンゲルの末裔アルトマン公爵は、いつもの青白い美しい顔に、憂ゆう鬱うつかつ疲ひ労ろうした色を浮かべている。総務大臣として、内務大臣とは車の両輪のように動いていた彼にとって、内務大臣の捕縛は衝しよう撃げきであり、痛手だ。

　本のブーフ天使エンゲルの末裔のヘルトリング公爵は痛ましげに、グロスハイム公爵が出て行った扉とびらを見つめていた。二重の意味で旧知であった人間の捕縛に、彼は力を貸したのだ。法務大臣を拝命する彼には当然、正しいこととわかっているだろう。だが気持ちは複雑なはずだ。

　そして最も複雑な気持ちを抱かかえているのは、王の座の背後に控ひかえたユリウスだろう。

　彼は、馬ば鹿か馬ば鹿かしいとでも言いたげに、天てん井じようの方へ視線を彷徨さまよわせていた。父親を惨ざん殺さつする妄もう想そうに耽ふけっているのか、それとも、父親の未来を愁うれえているのか、はたまたなにも考えていないのか。よくわからない。

　フレデリカはミュラーに導かれ、王の座の傍かたわらに立つ。

「中座、失礼いたしました。これから大切なことを、ご相談したいと思います。内務大臣は今、罷ひ免めんいたしました。そこで新たに、早さつ急きゆうに、内務大臣を任命する必要があります。わたしは今、国王代理ですから、その権限があります。しかし皆みな様さまの賛同を得て、任命したいと思います」

「殿下には、新しい内務大臣のあてがおありか？」

　ヘルトリング公爵の問いに、フレデリカは頷き、自分の傍らに目を向ける。

「慣例に則のつとり、グロスハイム家の嫡ちやく男なん、ユリウス・グロスハイムが適任と考えます」

「は？」

　と、不ふ愉ゆ快かいげな声を出したのは、ユリウス当人だ。

　ホーネッカー公爵、エアハルト公爵は、「馬鹿な」と呻うめき、ヘルトリング公爵は難しい顔をして腕うで組ぐみする。アルトマン公爵だけが、無表情でユリウスを見つめる。

　ユリウスは、父親を斬きりそこねた不愉快さを引きずったままの表情でフレデリカを見る。

「あなたはずっと、わたしを助けてくれている。お父様の裏切りを知っても、わたしが求める限り助けてくれた。これほど信しん頼らいできる臣下はいない。だから、王国を支える内務大臣になって欲しいの」

　驚き顔の公爵たちの中で、アルトマン公爵が冷静に口を開く。

「確かに。この度たび、殿下がオレリアン革命軍政府を退ける際に、大いに役立ったのであれば、その功に報むくいるのは当然でしょう」

　内務大臣と両輪で働く総務大臣の言葉に、驚おどろき顔だったホーネッカー公爵とエアハルト公爵も顔を見合わせ、確かにと頷く。ヘルトリング公爵も顔をあげ、

「妥だ当とうとおもわれます」

　と告げた。

「フレデリカ。わかってるの？　僕はさっき君が逮たい捕ほさせたローデリヒ・グロスハイムの息子むすこだよ？」

　公爵たちの賛同に、ユリウスは鼻白んだように言う。フレデリカは、緑の瞳ひとみを見あげる。明るい色なのに、その奥に奇き妙みような暗さを宿している青年の心に届くようにと、真しん摯しに告げる。

「わかってるわ、ユリウス。罪を犯おかしたのはローデリヒ・グロスハイムで、ユリウス・グロスハイムでないことを、わたしは良く知っている。だから王国の大切な臣下になって。そしていつか王になるわたしに、仕えて」

「……え？」

　ユリウスは、目を見開く。

「わたしは、良く知ってる。だから、わたしに仕えて。ユリウス。あなたは血のブルーノ天使エンゲルの末裔でしょう？」

　フレデリカは、強く繰くり返した。

（ユリウスはきっと、エーデルクラインの必要不可欠な臣になる）

　そう感じているから、彼に内務大臣になって欲しかった。

　心底驚いたように、ユリウスはフレデリカの青い瞳を見つめ返す。まるで初めて出会った人を観察するかのように、彼の瞳は物もの珍めずらしそうにフレデリカを見ている。

　ふいに、ユリウスは微笑んだ。

　彼にまとわりついていた不ふ機き嫌げんな気配が散り、かわりに、いつものように明朗なものが彼の目に宿る。

「いつか、か。それは嫌いやだね、僕」

「でも、ユリウス……」

　さらに彼を説得しようと口を開きかけたが、その言葉は途と切ぎれた。ユリウスがその場に跪ひざまずき、深く、頭こうべを垂れたのだ。

「……ユリウス？」
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「今この瞬しゆん間かんに、誓ちかいます。命ある限り、あなたに仕えると」

　目を丸くしていると、彼は顔をあげ、にっと笑った。

「いつかなんてまどろっこしいから、今、誓った。内務大臣になってあげるよ、フレデリカ」
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「グレーテル！　国王陛下がお目覚めになったわ！」

　国境の町フーベルから、オレリアン革命軍政府を退けてから早一ヶ月。季節は瞬く間に厳冬期となり、雪が降り、エーデルクラインを真っ白に染めていた。

　リリエンシルト宮きゆう殿でんから帰き還かんしたフレデリカは、天使の容よう貌ぼうにふさわしい、ふわふわのコートを身につけたままコーゼル城に飛びこんだ。そしてたまたまホールを歩いていた黒くろ猫ねこグレーテルの姿を認めると、嬉うれしさのあまり彼女を抱き上げ、その毛むくじゃらの頰ほおにキスした。

「ひぃっ!?」

　と悲鳴をあげたのはグレーテルで、彼女はミギャミギャと暴れると、フレデリカの手から逃にげ出す。

「ちょっと、馴なれ馴れしくしないでって、いつも言ってるでしょ！」

　床ゆかに飛び降りた彼女は背中の毛を逆立てるが、フレデリカは嬉しさのあまり、大おお盤ばん振ぶる舞まいの笑え顔がおで答えた。

「ごめんなさい、気をつける。でも、嬉しくて」

「まあ、良かったじゃない。これであなた、ようやく国王代理の重責から解放されるのね」

　今朝、母王おう妃ひヘレネから急ぎ宮殿へ来るようにと知らせを受けた。迎むかえに来たミュラー公こう爵しやくとともに、なにがあったのかと焦あせりながら王宮へ向かうと、なんと父国王の意識が戻り、しっかりと会話にも応じていたのだ。襲しゆう撃げきされた前後の記き憶おくはあやふやらしかったが、侍じ医いのみたてによると、判断力も記憶力も問題なさそうだという。

「グレーテルは怒おこるかもしれないけど、正直、ほっとした。わたしにはまだ、荷が重いから」

「まあね、今のあなたにはまだ早いもの。イザークにも教えてあげたら？　彼も肩かたの荷が下りるわよ、きっとね。あなたの部屋にいるわよ」

　フーベルの町から帰還してからも、グレーテルはなんとなく、フレデリカと一いつ緒しよにいてくれる。それはフレデリカにしてみれば嬉しいのだが、当然ながら、イザークも一緒にいることになっているのが気にかかる。グレーテルは、あれほどイザークと一緒にいることを嫌いやがっていた。なのに今はさほど嫌そうでないのが、不思議でならない。

「グレーテル。今、つらくない？」

　自分だけ肩の荷を下ろすのが、申し訳ない。

「もしあなたが、国王代理になっているわたしのことを心配して、こうやって一緒にいてくれていたのだったら、もう大だい丈じよう夫ぶだから。好きにして欲しい。無理してイザークと一緒にいて、つらい思いをしなくても」

「つらくないわよ、悪いけど。逆に爽そう快かいね」

「へっ？」

　グレーテルはにっと笑う。

「わたしは彼に、彼の噓うそを認めさせた。それが思いの外、気持ちが良かったわ。今でも彼のことは好きだけど、彼がわたしを好きにならないってことは、もう知ってるし、彼に好かれたところで余計に自分がややこしくなるから、必要ない。でもやっぱり彼が好きだから、彼がわたしの嫌きらいな女といちゃつくのなんか見たくない。それでも相手によっては、許してやってもいいと思うの。それで彼が恋れん愛あいで右往左往するのを観察するのも、愉快かもって。あなた、イザークのこと好きでしょう？」

　ずばりと言われ、頰が赤らむ。フレデリカの気持ちなんて、彼女はすっかりお見通しなのだろうから、誤ご魔ま化かすのも無理そうだ。

「……うん」

「あなたなら、イザークの恋こい人びととして認めてあげる」

「残念だけど。彼はわたしに、愛だの恋だのではない、みたいなことをきっぱり宣言したわ」

　グレーテルが認めてあげると言ってくれても、自分がどれほど彼を好きでも、相手の気持ちが伴ともなわないと、恋は成立しないのだ。

「ひとつ、魔法を使いましょうか？　わたしも実は、魔法が使えるの」

「え？　そうなの？」

「あなたが必死に隠かくしている秘密を、彼に打ちあけてご覧なさい。そうすれば彼にかけられた呪のろいは解けて、あなたにビックリするような幸せがやってくる」

　黒猫は自信たっぷりに、ぴんと髭ひげをのばした。

「やあ、なにしてるのフレデリカ。そこに、グレーテルもいるんだよね」

　ホールへ続く螺ら旋せん階段を、ゆっくりと下りてきたのはユリウスだった。内務大臣になり立ての彼は、まだ常時、いつもの白い軍服を身につけている。いずれ大臣らしい服装に替かえなさいとアルトマン公爵には小言を言われているらしいが、彼は軍服が好きらしい。

「あ、ユリウス。喜んでください。陛下が意識を取り戻もどしたんです！」

「君と入れ違ちがいに、僕の所にも使者が来たよ。内務大臣として、陛下のお見み舞まいへ、今度は僕が宮殿へ行ってくる。大臣になったら、君の側そばにいる時間が減ってしまったね、残念」

　階段を下りたユリウスは、フレデリカの前に来ると、人さし指でするっと頰を撫なでる。びっくりして飛び退のくと、彼は薄うすく笑う。

「今日も可愛かわいいね、フレデリカ。君のために、務めを果たすよ」

「ねぇ、貴公子様。わたしも宮殿へ連れて行って。退たい屈くつで仕方ないわ。宮殿でなにか面おも白しろいことがないか、嗅かぎまわりたい」

　グレーテルが言うと、ユリウスは意外そうな顔をする。

「いいけどね、僕と一緒でいいの？」

「いいわよ。あなたへの対処方法は研究中だけれど、実地訓練だわ」

　つんと澄すまして答えると、グレーテルはフレデリカを促うながした。

「さあ、行きなさい。イザークが部屋にいる」

　ユリウスとグレーテルが城の外へ出るのを見送り、フレデリカはようやく自室に戻った。







　部屋の中は暖だん炉ろの火で暖まっていた。扉とびらを開けた途と端たんに、窓辺にいたイザークがふり返る。

「国王陛下の意識が戻ったらしいな。グロスハイムに使者が来た」

　フレデリカの顔を見るなり、微笑ほほえんで声をかけてくれた。

　フレデリカは安あん堵ど感かんと嬉しさで、胸がじんわりした。

「はい。良かったです。これでわたしは、ようやく国王代理の仕事を終われます」

　フレデリカが脱ぬいだコートを受け取ったイザークは、それを衣い装しよう簞だん笥すへ戻すために、寝しん室しつへ向かう。

　ユリウスが内務大臣を拝命するのと同時に、イザークは仮面をはずした。

　六公爵の合議の場でフレデリカはついでとばかりに、アンドレ・アフリアの正体は、イザーク・シュルツであったことを明かした。彼の手助けがあったからこそオレリアンを退けられたと主張し、彼を正式に、自分の従者にすると宣言した。

　六公爵たちもそれには賛成したが、ちょっとした問題があった。彼の身分だ。

　平民が王女の従者として側近くに侍はべるのは如何いかがなものかと、苦い顔をしたのはホーネッカー公爵だ。

　そこで「シュルツをどこぞの養子にして、身分を与あたえればいい」と提案したのは、エアハルト公爵。

　しかし身分を与えると言い出した公爵たちに、イザークは反発した。そんな不要なものをくっつけられるくらいならば、従者になんかなりたくない、と。

　そしてフレデリカ自身もまた、イザークに身分を与えることに抵てい抗こうを感じた。

　グロスハイム公爵は、身分のために結けつ婚こんした。婚こん姻いんはほぼ身分で決められ、身分があるからこそ、愛する人と結ばれることは少ない。

　だからこそフレデリカは、平民である彼を従者として側に置くと強きよう硬こうに宣言した。公爵たちは渋しぶ々しぶと認めた。それはやはり、フレデリカが立てた功績が大きかったからだ。

「宮殿で聞きましたが。グロスハイム公爵……カルステンス侯こう爵しやくは、ロートタールで一言も喋しやべらないそうです」

　それは今朝、母王妃ヘレネから聞いた話だ。

　グロスハイム公爵が全すべての黒幕と知った母王妃は、ひどく哀かなしみ、なぜ公爵がそんなことをしたのかと問う手紙を、何度もロートタール監かん獄ごくへ送ったらしい。しかし返事はなく、そして彼自身、監獄では一言も喋らないという。

　重罪だったが、彼の息子むすこは国王代理のフレデリカを助けた功績により、内務大臣に就任し、グロスハイム家はとりあえず安あん泰たいだ。グロスハイム公爵の信しん奉ぽう者しやだった者たちも、ミュラーの執しゆう念ねん深い追つい及きゆうにより、徐じよ々じよに判明しつつあるという。

　きっとこのまま沈ちん黙もくして、グロスハイム公爵は死んでいくのだろう。

「前のカルステンス侯爵と一緒だな」

　イザークはコートを片づけながら、気のない返事をする。あえてそうしているとわかっているので、フレデリカは申し訳なくて、そっとイザークの背に近づいた。

「すみませんイザーク。あなたに、妹さんの復ふく讐しゆうをさせてあげられず。しかも、カルステンス侯爵は、そのことについても、きっと語らないでしょう」

「俺の妹を殺した本当の犯人がわかり、そいつはロートタールに収監されて永久に出てこない。それでいい。それがおまえの判断だ。俺は、おまえに仕える身だ。おまえの判断が間ま違ちがっていなければ、従う」

　簞笥の扉を閉めると、イザークはこちらに向き直った。

「間違ってませんか？」

「ああ、間違ってない。けれど未いまだに一つだけ、不ふ愉ゆ快かいなことはある」

「ええっ!?　不愉快って、なんですか!?」

　ずっと側にいて欲しいイザークが不愉快を感じるのは、まずい。彼がフレデリカを見捨ててしまったら、きっと立ち直れない。しかも、もとのフレデリカに戻れる時間が一時間減ってしまう。

　実は先さき頃ごろ判明したのだが、イザークとミュラーの他ほかに、ユリウスが忠誠を誓ちかう行こう為いをしても、フレデリカは一時間、元の自分に戻れるようになっていた。

　都合三時間も元の自分に戻れる事で、生活は格段に楽になった。

　が、そんな問題ではなく、純じゆん粋すいに、フレデリカはイザークに側にいて欲しい。

「グレーテルのことについては、おまえにはもう隠し事はない。けれど一つだけ隠し事が残ってるはずだ。あれだ」

　彼が指さしたのは、寝室の奥にある小さな衣装簞笥。指さされるだけで、血の気が引いた。

「あ、あれは……」

「なにを隠してる」

「あれは前にも言いましたが。あれを見せたらきっとイザークは、わたしを変な目で見ます」

「そのいい方が気になる。見せろ。変な目で見やしねぇ。そのかわり俺も、秘密を教えてやる」

「イザークは、男性を拷ごう問もんするのが趣しゆ味みということなら、もう聞きましたけれど」

「趣味じゃねぇし告白もしてねぇ！　別のことだ」

「なんですか？」

「交こう換かん条件だ。見せろ。永久に秘密にしておく気か？」

　どんな交換条件を出されようが、断固拒きよ否ひしたい。十一年間死守してきた秘密を前に、フレデリカの気持ちは臨戦態勢になりかける。が、

『あなたが必死に隠している秘密を、彼に打ちあけてご覧なさい。そうすれば彼にかけられた呪いは解けて、あなたにビックリするような幸せがやってくる』

　さっき、グレーテルに言われた言葉が耳に蘇よみがえる。

（呪いが解ける？）

　それはもしかすると、イザークにとっても良い事という意味だろうか。

（告白したら、なにか変わる？）

　わずかな期待が、光のように心に射さしこむ。しかも考えてみれば、常に身近にいてくれるイザークに永久に隠かくし通すのは、きっと無理なのだ。うっかりばれてしまったら、フレデリカは恥はずかしさに悶もん絶ぜつし、イザークの視線が冷たくならないように必死で願うしかない。

　しかし今なら、彼は自分から見せろと要求している。変な目で見ないと自分から約束するのだから、内心でどう思っていても、あからさまに軽けい蔑べつはされないはず。しかも彼の秘密を聞けるという、特典が付く。

（グレーテルが魔ま法ほうと言った。グレーテルを信じよう）

　様々な困難に直面し、乗り越こえ、フレデリカはすこしの勇気と大だい胆たんさを身につけていた。

（今なら）

　決断の時だ。そんな気がした。

「わかりました。けして、わたしを変な目で見ないでください」

　顔をあげ、決然と言い放つ。

「わかった」

　イザークは厳おごそかに頷うなずく。

「では、お見せします」

　ネックレスにして肌はだ身み離はなさず持ち歩いている鍵かぎをドレスから引っ張り出し、簞笥に近づくと、鍵穴に鍵をさしこむ。ゆっくりと回す。

「ご覧下さい。わたしの、宝物です」

　扉を開き、よく見えるようにと体をずらした。

「うわっ!!」

　途端にイザークが、八歩も背後に後退して、寝室の扉に背をつけた。

「なんだ、そりゃ!?」

　薄うす暗くらがりになった簞笥の中に、みっしり詰つまった大小とりどりのそら豆人形の群れ。負のオーラをいかんなく発揮し、簞笥の中が、地じ獄ごくの門へ通じていそうな奇き怪かいさを漂ただよわせている。

（………………やっぱり、ひいた…………）

　絶望感に、フレデリカは項うな垂だれる。

「わたし……、そら豆人形が大好きなんです……。うう…。それどころか、こんな感じの、ちょっと気味の悪いものが好きで」

　情けなさに、じわりと涙なみだがあふれてしまう。

「いや、いやいや、ちょっとじゃねぇぞ……これ……」

「だから、だから……うう……。最初にイザークのことを知ったときは、地獄の番犬という不ふ吉きつな名前がとっても気に入ってしまって興きよう味み津しん々しんで覗のぞき見してたり！　ご、ごめんなさい！　その上、イザークが魔術師だと知ったあとには、地獄の番犬で魔術師なんて二重の意味で怪あやしすぎることに、心を躍おどらせてしまっていました！」

　顔を覆おおって真っ赤になり、情けなさに半泣きになった。

「……納なつ得とくした。おまえの、挙動不ふ審しんの原因」

　案外近くで声がしたのに驚おどろき顔をあげると、目の前にイザークがいた。

「正直、気持ちがいいものじゃねぇが。軽蔑するほどの趣味じゃない」

　彼はさらに一歩フレデリカに近づくと、いきなり、彼女の腰こしに腕うでを回して引き寄せた。

　驚く間もなく、口づけされた。

　目を見開くと、唇くちびるが離はなれる。息の触ふれる近さで、イザークは囁ささやく。

「俺の秘密も教えると言ったろう。俺はおまえを信しん頼らいし仕えると誓ったが、邪よこしまにも、おまえにこうやってキスしたかったらしい」

　驚きが去ると、ただ、恥ずかしくて全身が震ふるえ、体が熱くなる。

「イザーク？」

「キスして欲しいと、おねだりしたくらいだ。嫌いやじゃないな？」

　確かく認にんされると、目が泳いだ。背後から呪のろわんばかりのオーラを発するそら豆人形たちに、じっくり見られているような気がする。

「それは」

「嫌か？」

「い、嫌じゃありません。けれど、けれど……」

「けれど、なんだよ」

「……恥ずかしい。そら豆たちが見てます」

「確かに……あれに見られているのは、俺も嫌だ」

　と、言うと、イザークは足で簞たん笥すの扉とびらを蹴けり閉めた。

「これでいいな。ゆっくりしよう」

　深くながく口づけされ、目眩めまいがしそうだった。

　これは夢なのだろうか。

（これがグレーテルの魔法）

　ひねくれ者で素す直なおじゃない友だちは、五歳の時に、フレデリカが心から愛するようになる、そら豆人形をくれた。そしてもしかしたら、今もまた、フレデリカが心から愛するものをくれたのかもしれない。

　未いまだにグレーテルの体と自分の体を行ったり来たりして、このまま災難は、しばらく終わる気配はない。

　けれどこの災難を必死に泳ぎ続けていけば、こんな夢のようなご褒ほう美びが用意されている。

（王様になるのは、悪くないのかもしれない）

　フレデリカが王になったときには、身分など関係なく、好きな人と愛し合って結ばれる国にしたい。そのためにはフレデリカは、ずっと災難に見み舞まわれ続けるのだろうが、それも乗り越えよう。

　平民が王女の従者になっただけでも、確かに今、小さく一歩踏ふみ出せたのだろう。

　フレデリカが王になったときには、平民の従者の魔術師と王が結けつ婚こんしても、問題ない国にすればいいだけだ。目の回るような災難続きの自分ならば、それまでにはとことん逞たくましくなっていて、夢を実現できる気がした。
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（魔術師と結婚なんて、素敵）

　不気味なものを愛するフレデリカの悪あく趣しゆ味みが、素敵な妄もう想そうを花開かせる。




　　　　[image: ]




　リリエンシルト宮きゆう殿でんへ向かう馬車の窓から、真っ白な雪景色を眺ながめつつ、若き内務大臣ユリウス・グロスハイム公こう爵しやくは、物もの憂うげに問う。

「ねぇ、グレーテル。なんで僕の馬車に乗ったの？」

　話しかけた相手は、姿が見えない。ユリウスは一人で馬車に乗っているように見えるのだが、向かいあわせの座席のクッションが、小さくくぼんでいる。そこに見えない黒くろ猫ねこがいるのだ。

「たまには、イザークと二人きりにしてあげないと。あの二人、なかなか進展しないじゃない」

　さっきグレーテルが教えた魔法をフレデリカが使えば、イザークとフレデリカの仲が、すこしは進展するだろう。イザークはフレデリカに隠し事をされているのが、気にいらなかったらしいのだ。そんなことで苛いら立だつイザークは、恋れん愛あいに関しては案外普ふ通つうの男だと思う。

　フレデリカが必死に隠しているあの悪趣味をさらけ出せば、多少は驚くにしても、それ以上にイザークは喜ぶ。フレデリカへの思いを一歩先へ進めさせなかった、彼の呪じゆ縛ばくを解くはずだ。

「君、シュルツが好きだったんじゃないの？」

「好きよ。今も大好き。けれど、わたしを好きになってもらえないのは確定してる。他ほかの女にあげるくらいなら、フレデリカにあげた方がいいわ」

「失恋だね。お気の毒」

「そっくり同じ台詞せりふを返すわよ、貴公子様。あなただって、フレデリカに失恋でしょう。あなたみたいな人間が、馬ば鹿かみたいに尊敬だけで忠誠を誓ちかうってことは、ありえない。あなた、フレデリカに恋こいしたのよ。恋したから忠誠を誓えるんだわ。違ちがう？　さっきだって、凄すごい色目を使ってたじゃない」

「そうだよ。ぼくは彼女に『ユリウス』と怒ど鳴なられたら、従っちゃうからね。認めるよ。でもだから、ぞくぞくする。シュルツがこれから、僕をどんな目で見るのか、とかね。僕はフレデリカを永久に愛し続けるだろうから」

「厄やつ介かいね。天使の血って」

　眩まぶしく光を乱反射する雪原に目を細めながら、ユリウスは問う。

「天使と言えば、君はフレデリカを元に戻もどすために一人の悪あく魔まと六人の天使が必要って言ったみたいだね。一人の悪魔と二人の天使はもう、フレデリカの周囲にいる。あと四人の天使は誰だれ？」

「知らないわ。死神だってわからないと言ってた。でも、最後の一人が誰なのかだけは、わたしは、わかった気がする。その最後の一人の天使に気がつくのは、きっと至難の業わざね。そして気がついたときにこそ、フレデリカは本当の王になれるわ」

「教えてよ。失恋仲間じゃない？」

　おどけた台詞に、くすっとグレーテルは笑う。

「いいわよ。お仲間さん。あなたとわたし、けっこう似てるところがある。きっとあなたは、フレデリカには教えないでしょうからね。教えてあげる。最後の天使は、あの子よ」

「誰？」

「フレデリカ。彼女自身」

　姿のない黒猫の声が、未来に思いを馳はせるように響ひびく。

「あの子がフーベルで姿を見せたときに、天使だと思った。それで気がついた。誰もが彼女を天使と呼び、天使の容よう貌ぼうを持って生まれたのは、きっと彼女が天使になるためよ。三百年の昔には、国を支配する王様がいて、その王様を守る天使がいた。けれど三百年後の今、国を支配するのは王様一人ではない。王様は国を支配するのではなく、国を守る天使の一人になるのよ。きっとね」







　その後、エーデルクライン王国に革命は起こらなかった。

　しかしながら新国王の即そく位いと共に民衆議会が発ほつ足そくし、貴族議会とともに、民衆が政治参加の権利を認められることとなる。そののち三十年の月日をかけ、身分制度は撤てつ廃ぱいされ、議会も統一。国民主権の国家となる。

　しかし国王は象しよう徴ちようとして国民に愛され、近代に至る今も存在する。

　エーデルクライン王国王家は自由恋愛を重んじ、身分にかかわらず国王が婚こん姻いんすることで知られている。そのきっかけは十八世紀の後半、即位した女王が平民と婚姻したことだ。

　魔術師と噂うわさされる青年と婚姻したのは、宝石に喩たとえられた美び貌ぼうの女王フレデリカだった。
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　こんにちは。三み川かわみりです。今回、初しよ稿こうを読んだ担当様の第一声は、「ここぞとばかりに、ラブシーンが多くありませんか!?」でした。この物語では、ちょくちょく担当様を困こん惑わくさせている前科者なので、「あの…………駄だ目めですか？」と恐おそる恐る訊ききました。

　すると、なんと！　「望むところです！」と、頼たのもしい一言が！

　ということで、ここぞとばかりにラブ増量です。最終巻なので、フレデリカにも少しは良い目を見せてあげたい親心です。もっと甘やかしてあげたいほど、フレデリカは好きでした。

　ふざけたコンセプトで始めた物語でしたが、気に入ったと言ってくれる読者の方がいてくれたのが、本当に嬉うれしかったです。そして美しく可愛かわいいフレデリカと、素敵なイザークやユリウスを描かいて頂いた、あき様。本当にありがとうございました。可愛い美しさに、毎回うっとりでした。担当様にも、いつも感謝しております。ちょいちょい担当様を困惑させてしまった物語でもありましたが、それでも丁てい寧ねいに軌き道どう修正を頂き、ありがとうございました。

　書いて楽しい物語を作れたことに、心から感謝です。感謝といえば、この本の発売の少し前（二〇一六年二月二十五日）に、角川文庫から『ここは神楽坂西洋館』という本を出してもらいました。初チャレンジの多い物語なので、興味がありましたら、お手にとって下さい。

　それでは、ひとときでも、この物語を皆みな様さまに楽しんでもらえれば幸せです。
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